










第６期ブロ・ナトゥーラ・ファンド助成成果報告｜（1997）

チョウセンイタチ侵出地域におけるニホンイタチの

　　　　生息分布とその保全に関する研究

紀伊半島野生動物研究会

青井俊樹1)・前田喜四雄む

The study for distributionand Presearvation of Japanese weasel in

　　　　　　　　　　　　Siberianweasel invaded area.

The society of Researchers for WUd Animals in Kii Peninsula

　　　　　　゛R）shikiAoil），Kishio Maeda 2）

　移入種に駆逐されつつある在束野生動物種の保仝を考えていく一環として、紀伊半島に

おける、チョウセンイタチとニホンイタチの生息分布の現状について調査した。調査方法

は､死体回収法と生け捕り調査法によっておこなった。その結果､両種の分布の境界は､三

重県側では志摩半島上を束西に走る山岳地一帯に、和歌山県側では日置川下流部付近にあ

ると考えられた。またその分布の状況から、チョウセンイタチは海岸沿いに広がる低平野

部に沿って分布を拡大してきていると考えられた。日置川下流域でチョウセンイタチの分

布が留まっている原因として、それ以南は海岸から急斜面が立ち上がっていて低平野部が

ほとんどなく、そのため人間の生業活動域が極端に少ないためと思われる。チョウセンイ

タチの分布の最前線では、まだ両種が同所的に混成していることが確認された。今後はこ

の混生域における２種の種間関係を追跡調査していくことが重要である。

１．はじめに

　帰化動物あるいは移入勣物の侵出、定着は、わ

が国固有の生物相から成り立つ生鋸系に大きな影

響を及ぽし始めている。たとえば近年ではハクビ

シン、アライグマなどの侵入と生息域の拡大が、

農作物や飼育動物（魚類を含む）の被害増大につ

ながり、その度合いは年々深刻になっている。主

として戦後（―説には戦前に飼育情報もあり）わ

が国に入り込んだとされるチョウセンイタチ

（Ｍｓ�お浙j･h）は、ニホンイタチ（M.ぬ�）を次

第に駆逐し、現在では九州、囮国、中国地方はも

ｏ北海道大学鳥学部付属苫小牧地方演習林

2）奈良教育大学白然環境教育センター

とより、関西から束海地方にまで分布域を拡大さ

せている。それに伴ってニホンイタチは内陸部ヘ

追いやられ、少なくともこれらの地域の低平野部

や都市部でははとんどチョウセンイタチによって

占領されてしまったと考えられる。しかしこれら

はあくまでも伝聞情報が主であり、その詳しい侵

出lの過程や分布実癩は必ずしも明らかになってい

ないのが実状である。そこで本研究では、まずそ

の両種が生息する地域における互いの正確な生息

分布の実態を把握することを最大の目的とし、わ

が国固有種であるニホンイタチの将来的な生息の
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保全につなげていくことをめざすものである。

２．調査地および方法

　上述のような西日本一帯におけるチョウセンイ

タチの侵出状況下にあって、杞伊半島南部では、

海岸､に沿った低平野部においてもニホンイタチの

生息が確認されている貴重な地域である（青井

未発表資料）。そこで本研究は､紀伊半島を調査対

象地とし、とりわけ半島南部における２種のイタ

チの生息分布実態調査をおこな｡った。

　方法は、まず地元新聞にイタチ類の生息分布調

査実施の概要をとりあげてもらい、交通事故など

により死亡したイタチ類を、着払いのクール宅急

使にて北大和歌山演習林まで送って頂きたい旨を

呼びかけてもらった。

　この死体回収調査と平行して、生け捕りワナに

よる捕獲調査を実施した。まず、イタチ捕獲用の

水製ボックストラップ25個を製作し、このワナを

用いて捕獲をおこなった。捕獲場所は海岸部の低

平野部や、河川沿い、集落およびその周辺などを

対象とし、ワナ掛けは一地域連続三日間を原則と

した。エサは当初は、鳥肉を用いたが中途からは

キビナゴ、ドジョウなどの生魚を使用した。

　捕獲調査の範囲は、和歌山県側では田辺市以南

から新宮市まで、三重県側でぱ海山町以南から、

熊野川で和歌山県と接する県境までである。それ

以外の地域に関しては、送付された死亡個体およ

び奈良教育大学自然環境教育センターに保存され

ていた標本を用いた。なお、捕獲調査は環境庁に

よる学術研究目的の鳥獣捕獲許可を取得して実施

した。

３．結果および考察

１）２種のイタチ類の判別基準

　調査査期間中にチョウセンイタチｎ頭、ニホン

イタチ22頭の外部形態計側可能な死体標本および

生け捕り標本を得た。ここで、この２種のイタチ

｡の種別の確認方法について述べる。通常この２種

のイタチは、習熟してくるとその大きさ、毛皮の

質や色彩など、外見を一瞥するだけで判別可能と
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なる。しかしこれはあまり普遍的な方法とはいえ

ず、特にニホンイタチのオスとチョウセンイタチ

のメスは、大きさが類似しているため混乱する可

能性がある。そこで、判別材料として一般的にい

われている尾率で検証した。その結果、尾率は50

％を境に２種は明瞭に別れ、オーバーラップは一

例もなかった（図一１）。したがってこの２種の

イタチは尾率を測定することにより、確実に判別

できることが明らかになった。
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図一1，チョウセンイタチとニホンイタチの尾串

Rg.1.'nleratk)oftan】enghtothebodylagth

２）２種のイタチの生息分布の実態

　図一２に、今回の調査により得られた２種のイ

タチの捕獲蛙点および死体回収地点の分布を示す。

　和歌山県側において、チョウセンイタチは、紀

ノ川、日高川、富田川を越えて南下しており、現

在日置川の下流域にまで達していることが判明し

た。日置川より一本南側、すなわちさらに半島先

端部よりに流れる周参見川洽いでは、まだ河ロ部

付近においてもニホンイタチが捕狼されたことか

ら、この川の流域まではチョウセンイタチが侵出

していないと考えられる。この流域よりさらに南

部でも、チョウセンイタチの捕狽は一頭もなされ

なかった。また日置川以北において払｡チョウセ

ンイタチは内陸部では確認されていないことから、

本種は大阪湾から南へ続く海岸沿いの低平野部に

沿って分布を拡大してきたと考えられる。

　一方三重県側については、南部の低平野部には

和歌山県南部同様、チョウセンイタチの侵出は確
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図一2.紀伊半島におけるチョウセンイタチとこホンイタチの生息分布

Rg.2.The distrlbutionofSiberiaweasels andJaPanese weasels in Kii Peninsula

認されなかった。そこで次に、尾鴛市と海山町の

境にある、通称尾鷲山塊と呼ぱれる急峻な山岳地･

帯が、チョウセンイタチの分布を阻んでいるとい

う仮説のもとに、その山塊の甫北両側で精力的に

捕獲調査を行った。その結果、両地域とも捕獲さ

れたのはニホンイタチで、チョウセンイタチの侵

出は確認されなかった。しかし、松坂市周辺には

すでにチョウセンイタチが侵出しているとの情報

もある（織田　私信）。これらのことから、現在

三重県側におけるチョウセンイタチとニホンイタ

チの分布の境界は、大台ケ原から志摩半鳥先端部

へつづく山系一帯付近である考えられる。すなわ

ち三重県側は和歌山県側に比べると、半島先端部

への南下の度合いが低いといえる。また、奈良県

においては情報がきわめて限られているので、

はっきりしたことは不明であるが、少なくとも奈

良盆地の市街地にはチョウセンイタチ侵出してき

ていることは明らかになった。しかし奈良県の南

部は、十津川峡谷をはじめきわめて急峻な渓谷や

山地帯が大半をしめることから、おそらく県南部

地域への侵出の可能性は低いと考えられる。

３）チョウセンイタチ侵出の最前線での特徴

　和歌山県側では、チョウセンイタチの南下が進

み、すでに日置川流域まで侵出していることは上

述した。このチョウセンイタチの分布の最前線と

９



考えられる日置川下流域における２種の分布状況

をみると、チョウセンイタチが侵出してきた地域

においてもまだニホンイタチの生息が確認されて

いる。すなわち同－のハピタットにおいて２種が

ほぽ同所的に混生しでいることが、今回初めて確

認された。このことは、チョウセンイタチが分布

を拡大させる過程として、たとえばニホンイタチ

が都市化の進展などにより生息できなくなり、空

白になったニッチエにチョウセンイタチが侵出す

るのではなく、ニホンイタチがまだ生息している

空間にチョウセンイタチが侵入して､いくことを示

唆している。つまり、チョウセンイタチの分布拡

大の要因の一つは、稜間競争の結果もたらされた

ものであると考えられる。したがって今後この混

生地域での２種の種間関係を追跡していくことに

より、侵人種の分布拡大の速度やどのような空間

を侵入の足がかりにするかなどが推定できる可能

性が示唆された。しかし、混生が確認されたとは

特徴を持っている。このことは、農耕地､工場､住

宅地などが立地できる条件に恵まれず、いわゆる

人間の生業活動域がほとんど見られないことを意

昧する。事実、日置川町と周参見町の間には､数戸

だけの住宅からなる小さな集落が一ヵ所あるだけ

で、それ以外の人為的なものは海岸の断崖上を極

度に蛇行しながら走る国道42号線と、内陸部を長

大トンネルでつなぐjR維が存在するだけである。
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□日置川以南

3度未漢　　8り5度　　20-3C戻　　40度以上

　　　3-8度　　15-20戻　　30-40度

　　　　　　順割区分(500がﾂ沁)

いえ、行動域が完全にオーバーラップした混生な　　図一3、日置川以北と以南における海岸部の傾

のか、土地の空間的あるいは時間的利用において

直接的な回避現象があるのかなど不明な点も多く、

今後テレメトリー調査などにより精査しなければ、

はっきりしたことはいえないと考えられる。

４）チョウセンイタチの分布拡大の制限要因

　チョウセンイタチが、日置川下流域で侵出が留

まっている点に関し、そむ要因にづいで可能性を

考察する。

　図一３に、日置川以北と以南の、それぞれ海岸

雑から2KI幅の区間における傾斜区分とその頻度

を示した。頻度は和歌山県発行の土地分類図か

ら､各500mメッシュ内にみられる最も優占する傾

斜角度で表している。これをみると両勉域とも、

海岸線から20度を越す急斜面が大半を占めている

ことがわかるが、日置川以北では30度を越す斜面

は見られなか･った。それに対し、EI置川以南では、

30度以上の急傾斜が28％を占めており、一部には

40度を越す斜面も見られる｡すなわちこの地域は、

海岸からいきなり急斜面が断崖状に切り立ち、海

岸部の低平野部がごくわずかしか見られないとう

　斜区分頻度

Rg.3.1hef詑quency of dass追altion by indindQn

of the coast,in north of Hiki river and in south

pf Hiki river

　そのため、低平野部の人間の生活域に沿ってそ

の分布域を拡げてきたと考えられるチョウセンイ

タヂば、日置緋を境に人間め生業域が途絶えてし

まうことにより、それ以上南部へ分布域を拡大し

にくいのではないかと考えられる。三重県側の志

摩半島へ運なる山岳地帯でチョウセンイタチの分

布が留まっているのも、同様の粂件下にあるため

と考えられる。これらのことは、過疎が幸いにし

て外来種の侵出を止めている=一つの例ともいえよ

う。

４．おわりに

　地形的悪粂件やそのことよる土地に対する人為

的影響の少なさが、幸いにして外来種の侵出を阻

んでいると述べた。しかし当該地域では現在御坊

市まで南下してきている高連道路が、周参見町ま
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で建設予定になっている。またさらに、近年のリ

ソート開発の波が次第に南紀州地方に広がって来

ており､別荘地の分譲もみられるようになった。し

たがって将来に渡って、これより以南にチョウセ

ンイタチが侵出して行かない保証はなく、今後は

その開発の経緯や場所を注意深く見守って行く必

要がある。

　本研究を行うにあたり、多くの方々のご協力を

頂いた。ここにご芳名を記して厚く御礼中し上げ

る次第です。

　元大阪電気通侶大学の渡辺茂樹氏、歌山県立御

坊商業工業高校の細田徹治氏、日置川町川村民宿

の皆様、田辺市紀伊民報杜、田辺市後藤伸氏、そし

て北大和歌山地方演習林林長および職員の皆様。

参考文献

和歌山県1982土地分類基本胴査、江住・田並・

　周参見45pp、

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Summary

　　The distiribution of JaPanese weasels and Siberian weasels was ㎞vestigated in

Kii Penisula where JaPanes native sPedes stillexistedeven onthe lowland. The

Present borderareawhere Siberian ゛easel invaded in Mie Prefecture side is the

mountain zone covered from Mt.0dai to the toP of Sima Peninsula･ The border area

in VVakayama Prefecture side is found on the mollth of Hiki river･�this a茫a･these

two sPecies are stillexisted comPletely in the same Place･ which is sman vinage for

about 80ha. The reason why siberian weasels went no further than going more

southem area was thought as follows; The toPograPhical condition was suddenly

change to more steeP fronl southern areaof Hiki 吋ver.Becauseof thissevere

condition,there are no artindal affected area such as the farmland， the industria1

area,even the residential zone are exsisted between Hiki river and Susami river

where hved native sPedes only･ So siberian weasels/ those who were said to exPand

their habitat through such a artmdal area, can'tinvade to the more southem a,rea.
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第６期ブロ・ナトゥーラーファンド助成成果報告書（1997）

日本の湖沼に於ける車軸藻類の分布の現状調査と

　　　　絶滅危惧種の系統保存株の確立

　　日本産車軸藻類調査研究グループ

野崎久義、犬森雄治、加崎英男、加藤値重、

　　　金子謙一、佐野郷美、渡辺信

CurrentstateofdistributionoftheCharalesinJaPanandestablishmentof

　　　Preserved culturestrainsof endangered charaleansPedes.

　　　　　Group of ScientistsforJapanese Charales

Hjsayoshi Nozakiﾊﾞyujば)mori,Hideo !Kasaki,Nobushige Kato，

　Ken-ichi Kaneko, Satomj Sano arldMakoto M. Watanabe

　車軸藻類は湖沼や水田等に生息する植物群であり、その体制及び生殖器官の特微におい

てはコケ及びシダ植物に類似した点がある事が古くから認められていた。特に湖沼に生息

する車軸藻類は、水生維管束桂物の生息域（水草帯）よりやや深い湖底に繁茂し、“車軸

藻帯”を形成している。近年、この車軸藻帯の破壊･減少及び深度の低下が水草類の調査･

採集から示唆される様になってきた。湖沼における車軸藻類の現在の分布状況を調査する

事は、本藻類自体の生物多楡既の保全と言う意義ばかりではなく、日本の湖沼に於ける水

環境の実状を明確にする事にもつながると言えよう。この様な視点に立ち我々は約30年前

の分布のデータが明確となっている全国46湖沼（Kasaki 1964）の再調査を基本とする

車軸藻類の現在に於ける分布の研究を実施している。この中で車軸藻類が減少・絶滅した

湖沼に関してはその水環境を更に詳細に調査してゆ乱本植物の減少・絶滅が水環境とい

う視点でどの様な事態を意味しているのかを明確にする。また、分布調査で絶威危惧のも

のが採集された場合は、実験室に持ち帰って培養株として確立したい。この結果、たとえ

自然界で絶滅したとしても培養株として後世に残す事ができる。この事により、湖沼の環

境が復活した時には再び自然界に”絶滅種¨を戻すことも可能となるものと考え、本研究
に着手した。

　既に私達は、関東地方を中心にKazaki（1964）の46湖沼中13湖沼の車軸藻類の調査を実

施している（野崎他1995）。本研究では山陰・関西・東北地方の湖沼を中心に現地調査し

た。この中で絶滅危惧種または準絶滅危惧種と思われる種類は実験室に持ち帰って培養株
として確立した。

車軸藻類の分布の現状調査

神奈川県芦ノ湖・河□湖

Kasakn1964）は芦ノ湖における10種類の車

軸藻類の詳細な地理的分布を報告し、夏期ばかり

ではなく10月から12月の間でも車軸藻類が生育し

ていたとしている。しかし、最近の野埼他（1994）

の芦ノ湖の調査は夏期におけるものだけであった。

また、河□湖の野崎他（1994）の最近の調査は部
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分的で湖沼全体のデータとしては不足と思われる。

　今回は芦ノ湖における最近の車軸藻類の秋期に　　宍道湖（1996年５月29日、水温22.0-26.6℃、PH

おける生育を明確にする目的で1995年10月と11　　6j9-9､6、透明度70-400 em、塩分2-6/mill）

月に４回及び1996年９月25日に現地調査した。そ

の結果、芦ノ湖の南東、南西及び束岸では車軸藻　　　モーターボートで水辺を一周し、12ヶ所で車軸

類の生育が認められなかったが、北西部でシャジ　藻採集機でそれぞれ10一20回引き上げたところ、

クモく０乙Jan�j）、ヒメフラスコモ（Mzem　車軸藻類の確認種はなかった。未確隠種（Kasaki

βaj7jjvar､がaj治）、キヌフラスコモ（N､ya�ez7s）　1964）はオトメフラスコモ（契�仙妙a鋤a）、シャ

の生育を確認した。シャジクモとヒメフラスコモ　ジクモ（chrabu珀ということとなる。水生高

は既に野崎他（1994）が報告していたが、キヌフ　　等植物はオアマモ、エビモ、ナガバエビモ、ササバ

ラスコモは最近報告されていなかった。また、キ　　モ、ヒシ、コカナダモ、フサモ、ヨシが確認され

ヌフラスコモは日本固有種であり、Kasaki（1964）　た。

が生育していたとしていだ４潮沼のうち、河□湖　　　地元の漁業閉係者の人の話によると、宍遺湖は

と野尻湖では絶滅した可能性が強いとされている　　昭和40年頃にはほとんどどコンクリート岸になっ

ものである。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ていたとのことである。これが、本湖沼の車軸藻

　尚、1996年９月24日に河□湖を広範囲に調査し　　類の絶滅の原因の一つと考えられる。

たが､台風の直後の為か､一地点でシャジクモ、ヒ

メフラスコモ、カタシャジクモ（Oaraがo仙la沁　中部日本

var､麹）b�a出）が生育しているだけであった｡従っ

て、野崎他（1994）の報告した種以外の車軸藻類　琵琶湖（1996年６月25～26日）

は確認されなかった。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　滋賀県琵琶湖研究所の浜端悦洽氏の鍛近の琵琶

山陰地方

神西湖(1996年５月28日、水温22.7-25.2℃、pH

7.2-8.8、透明度60-1〔〕Oem[河口は80-100cm、そ

れ以外は6{}-70cm]、塩分2-10/miu)

　船外機付きポートで水辺を一周し、10ケ所で車

軸藻採集機でそれぞれ10-20回引き上げたところ、

車軸藻類の確認種はなかった。従って、未確認種、

(Kasaki　1964)はフタマタフラスコモ(Mr､jja

furacza var. 石racぬ1)、オトメフラスコモり9ejja

政y一jla)となる。水生高等檜物はなかったが､録藻

のアオノリ(Ejlzeramorpjlj sp.)、シオグサ

(aadoμlal sp. )が多くの地点で生育していた｡湖

底はかなりヘドロ化していた。

　本湖沼における車軸藻類の絶滅の理由としての

産巣生活排水の流入による富栄養化が透明度の低

下から伺える6･ ‥ ●･I●･･･'･II･･　'｡･･'･･'IIII･････I'『I.･･･I.･I･･.I..I　●II.●

湖の水草の生育状況に基づき、以下の６地点で調

査を実施した。

1）草津市南山田町（水温26.7℃、pH 7.88、透

明度0.7m）

　出現種はシャジクモ（as､･･aujj）であった。

当日は風罰の為透明度が低いものと思われる。通

営は１ｍ以上あるとのことである（浜端氏の情報

による）。　　－　　　　　　　　･I　　　　I

2）近江ハ幡市坤ノ島（水温27.S℃、pH 9.5、透

明度３ｍ）　　　　　ノ　　尚

　車軸藻類の出現種はなかった。水生高等植物と

してはコカナダモ､ホザキノフサモが確認された。

3）マキノ町西浜（水温22.5℃、透明度４ｍ）

　水深５－７ｍにフラスコモの一種（Ｎ池池l sp.

A）がかなり生育していた。それ以下の水深となる

と、高等植物のコカナダモ、エピモが出現してい

た。

4）湖北町尾上（水温21.6℃）
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　マキノ町西浜のものとは異なるフラスコモの一

種（Mfej7asp.B）が生育していることを確認した。

水生高等植物としてはヒロハノエピモ、コカナダ

モ、センニンモが生育していた。

5）湖北町今西（水温24.5℃、pH 8､4）

　シャジクモ（aara扮aujj）がクロモと共に確認

された。

6）守山市小の浜町（水温28.6℃、PH 8､45、透

明度１ｍ以上）

　シャジクモ（aara＆a皿jj）及びクロモの生育が

確認された。

　Kasakj(1964)によると、琵琶湖からはフタマタ

フラスコモ(M£ejja加でaza var.ji爪wa)、オトメフ

ラスコモ(N.hyalina)、フシナシシャジクモ(Oa､a

c(n油7a)の３種の生育を報告しているが､今回は

それらは確認されず、シャジクモと未同定のフラ

スフモの２種(sP.Aとsp.B)が認められた。琵琶

湖はかなり広いので上述の３種が絶滅したことを

議論するだけの調査は今後の問題と言えよう。フ

ラスコモの２種の種レベルの同定のため、現在培

養株をも用いた詳細な分類学的研究を実施中であ

る。

東北地方

十和田湖（1996年８月18日、水温21.2-22､9℃

pH 8.08-8､18、透明度6.8-･8.5m）

　Kasak巾964）が車軸藻類を薙認している南岸を

モーターボートで、12ケ所で車軸藻採集機でそれ

ぞれ数回引き上げたところ､確認された車軸藻は

ヒメフラスコモ（Nitella nexilis NM. flexilis）、カ

タシャジクモ（Oaraが助IJjarjs var･がo助7a示）

であったので、Kasaki（1964）の確認した種はす

べてが確認された。今回はKasaki（1964）が車軸

藻類を確認したほとんどの地点で同一の種類のが

確認された。従って、ここ30年間で十和田湖の水

環境が悪化しなかったことが高い現在の透明度か

らも推測される。しかし、車軸藻類が確認されな
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かった地点も多少あり、これらの地点では透明度

が低くはなっていないが湖底が岩場であった。岩

場は車軸藻類が通常生育しないので、ここ30年間

の内に湖底の状態が岩場に変化したことが推測さ

れる。

　尚、北岸の湖底はすべて岩場であるので、車軸

藻類が生育する可能性は植めて少なく、Kasaki

(1964)も未調査であったので、今回も調査地点か

ら外した。

蔦沼（1996年８月19日、水温17.5℃、pH 6.89、

水深70emの場所で湖底のが確認されたので、透

明度はそれ以上）

　湖底を直視し、車軸藻採集機で数回引き上げた

ところ、カタシャジクモ（alanlが油�a出var.

肪）6面l治）が水深70cm程度の所に繁茂している

ことが確認された。未確認種（Kasak口964）はヒ

メフラスコモ（Ｍ帥ぬ/7a訟;V吋､加xj垣）となる。

今回の調査では湖の中央部はボートがなかったた

め採集しなかったので、再調査が必要である。

市柳沼(1996年８月19日、水温25､1℃､pH 8ユ9

透明度90em)

　船外機付きボートで水辺を一周し、13ケ所で車

軸藻採集機で数回引き上げた結果、湖底での車軸

藻頚は確認されなかった。しかし、ボート乗り場

の岸辺にシャジクモ(Oaraba7�)がかなり生育

していたのが確認された。従って、未確認種

(Kasaki 1964)はヒメフラスコモ(Nitella nexilis

var､仙�垣)、カタシャジクモ((ﾆjarり尚わ心出

var、がo如知心)、ハダシシャジクモ(Ｃ旭ra

zey励幼)となる。水生高等権物としては岸辺｡にア

シ、コウホネは生育していたが、沈水生のものは

確認されなかった。

　地元の漁業関係者の話によると、昔は開拓の生

活排水及び酪農のし尿の流入があった。現在は原

発の為、周囲の土地は買い上げられ、現在は周囲

からの排水の流入はない。また、ソウギョが放流



されている（昭和45年）とのことであり、野尻湖

の様に（野崎他1994）これが市柳沼の岸辺以外で

の車軸藻類の絶滅の原因になったと考えられる。

田面木沼（1996年８月19日、水温25.2℃、pH

8､50、透明度70cm）

　アオコが塊となって浮遊していた。湖底は泥状

態であった。船外機付きボートで水辺を一周し、

13ケ所で車顔藻採集機で数回引き上げた。その結

果、車軸藻類の確認種はなかった。未確認種

（Kasaki 1964）はシャジクモ（Chra泗田加）とな

る。水生高等植物としてはセンニンモ、コウホネ、

ヒシ、セキショウモ、コカナダモ、ヒロハノエビモ

等が湖底に生育していた。

　地元の漁業関係者の話によると、生活排水、酪

農のし尿の流人があり、毎年、７月20日すぎから

アオコが発生するとのことであった。また、ソウ

ギョが放流されていることでもあった。

左京沼(1996年８月20日、水温23.9℃､pH 7.28、

透明度２､２ｍ)

　船外機付きボートで水辺を一周し、12ヶ所で車

軸藻採集機で数回引き上げた結果、１ケ所でカタ

シャジクモ（C加丿刻面ゎ�afjs var.が面ul�S）とシャ

ジクモ（ａｓｄｎ凹岫が確認された。他の１ケ所

ではカタシャジクモのみが採取された。尚､Kasaki

（1964）は本湖沼からカタシャジクモだけを報告し

ているので、シャジクモは左京沼新産である。水

生高等植物はプサモ、センニンモ、コウホネ、ヒ

シ、セキショウモ等が生育していた。

　本湖沼は今までの調査（野崎他1995、未発表）

の中で唯一、現時点で車軸藻類が湖底に生育する

低地湖である。

鷹架徊(1996年８月2()日、水温24.6℃､pH 7.91-

8.6?、透明度80一130cm)

加崎（未発表）によると30年以上前は海と反対

16

側の西岸で車軸藻類を確認したとのことなので、

船外機付きボートで潮止めの西側の水辺を一周し、

９ケ所で車軸藻採集機で数回引き上げた。その桔

果確認された車軸藻類はなかった。従って、未確

認種（Kasaki 1964）はオトメフラスコモ（M�7a

卵a加a）、カタシャジクモ（Oarり面佃j�s var.

麹治�a出）となる。水生高等植物としてはヒロハ

ノエビモ、フサモ､マツモが数カ所で確認された。

　地元の漁業関係者の話によると約20年前にソウ

ギョが放流され､現在も生存している。また、アオ

コが時々発生するとのことであった。本湖沼の車

軸藻類の衰退の旅因としてはソウギョによる捕食

及び透明度の低下等が考えられる。

　以上の結果と野崎他（1995）及び未発表データ

（多太良沼、松原湖及ぴ北陸地方の３湖沼）を踏ま

えると、Kas池i（1964）から現在までに日本の27

湖沼中17湖沼で車軸藻類が近年の人為的水環境破

壊が原因で絶滅した可能性が考えられる。日本の

湖沼の環境悪化はこれからも進行すると考えられ

るので、車軸藻類の培養株を系統保存することは

現時点の緊急な自然保護上の課題と考えられる。

車軸藻類の系統保存株の確立

　日本固有絶滅危惧種の系統保存株の確立の為に

芦ノ湖で採取されたキヌフラスコモ（Ｎ沁引a

ga�eお）の培養実験を実施した。その結果、芦ノ

湖の湖畔の土壌を用いると良好に生育する事が判

明･した。また、分類形質上重要とされている生殖

器官の雌器の形成を誘導・観察したところ、M

gra�ensの原記載と一致した。

　また√絶滅危惧種であると考えられるカタシャ

ジクモ、ヒメフラスコモの培養株も束北地方の採

取材料を用いて､シャジクモと共に培養株とし､国

立環境研究所微生物系統保存施設に寄託した。こ

れらの株は車舶藻類の基礎生物学的研究及び自然

界への復活に向けての自･然保護的研究に大いに貢

獣するものと考えられる。
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　Summary

　　　The distribution of the Charales in　JaPan was studied based on field

surveys of 8 JaPanese lakes loclted in San'i-n and lohokll A詑as as well as Lake

Biwa and Lake Ashinoko. These data as well as those Previously rePorted (Nozaki

et a1，1995)and obtained(unPublished data)suggest that (lharalean sPedes may

have been extind in 17 among the 27 1akes sirlcむKasaki(1964)rePorted the chajralean

distribution for thesarnelakes.Such extinctionseelnto be caused by recent POIlution

of the lake watellthe art雨dal introduction of grass carPs (G6卯油？璧�凹��Z回)

and/or the artmdal nuduation of water leve1. 1n addition,some Preserved culture

strainsof such endangered charalean sPecies (Niteh抑xilis var･尹ぼμ砿Ｎ曙却�紬隔

and C加りが油泊治var･西む山治)vvereestabhshed based on the samPles collected

during the P詑sent surveys, in order to Protect the JaPanesecharalean algae.
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野生生物の保護に係わる圓県条約の

　　国内での具体化に関する研究

野生生物の保護に
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　生物多様性条約の下の国家戦略は、その策定過程、実施過程、見直し過程なども重姿で

ある。その実施と見直しは、公衆参加を得て行わなければならない。

　移人種の規制と管理は､生物多様性条約やその他の条約などによって求められている計|

本の国家戦略も触れているが、具体的な措置については明確ではない。具体的な規制基県

や手続きを定めるべきである。

　ラムザール条約の第６回締約国会議において、地元の人々の参加、湿辿の価値や役割の

科学的な基盤の確立が収視された。目本においてもそれに応じた対応をする必要がある。

　ＩＵＣＮの動物桐のレッドデータブックが改訂された。目本版のレッドデータブックの

改訂および関係法令間の調整が必要である。

　自然の権利に関する訴訟が[1本において提起されている。それは、白然の重姿性を示し、

自然の評価の不備を浮き彫りにし、II:会の関心を高めることなどを通じて、法改正を支え

るという役割を果たしている。

田生物多様性国家戦略

　自然環境に関する条約については、条文に定め

られている義務を朧行するだけでは不十分である

とされており、条約の背景、精神および目的に沿

うような桔果を得られるように、効果的に実縮す
□
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岩

京

m能昌ｔ瓢
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京都大学(Kyolo univcrsily)

ることが求められている。そのために、帽刻の行

動を促し、監1見するための様々な手法が債み重ね

られてきている。関連する基本政策・国家計團の

策定も、そのうちの一つとして重現されている。

－ － － －



(a)生物多様性条約の規定

　生物多様性条約の第6条(a)は、生物多様性に関

する国家的な戦略、行動計両または実施計圃を策

定するよう定めている。また、第10条(a)は、国家

的な意思決定に生物資源の保全と持続可能な利川

に関する考慮を組み入れることを求めている。さ

らに、第６条(b)は、10条(a)の意思決定のうちの

中心部分を几体化し、特定郎門または複数部門に

係わる行勤計團、実施計團または政策に生物多様

性の要点を組み込むことを求めている。他方、14

条1項(b)は、生物多様性に悪影響を及ぼす計呻iや

政策について環境配慮のための措置をとるよう求

めている。

　このように、生物多様性条約は、生物多様性に

関する国家計圃を策定すること、その他の国家計

團に生物多様性の概念を組み込むこと､および､開

発計團の実施にあたって環境配慮を行うこととい

う、三つのレペルで国家計㈲を導いている。

(b)行政計画の重要性

　国際法上は、立法措置も含めて条約実施の責任

は行政府が負う。国内の憲法手続き、法律手続き、

国会・議会手続きなどは、国際法上の義務を免れ

る理山にならないため、特定の法的措置をとるよ

う義務づける条約も珍しくない。しかし、現実に

は、権力分立制度の下では、行政府に立法を義務

づけても確実ではない。しかも、立法には時間が

かかる。制定されても実施や収り締りには行政体

制が整備されていなければならない。他方、今目

の桂会においては、行政サービスの充実、杜会の

日常への即応のために行政府の役割が増大してい

る。

　そのため、行政が仕会の発展方向について定め

る基本政策や国家計圃などの行政計團は重要に

なっており､法令のあり方にも影響を与えている。

特に、公共事業などの行政白身が行う活動も増大

しているために、開発や啜境の分野にとって行政

計團はきわめて重姿になっている。

(c)国家戦略の見直しと課題
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　生物多様性国家戦略については、策定された戦

略や計團だけが重姿なのではなく、その策定過程、

実施過程、見直し過程などを含む全サイクルが重

要なのであるとされている｡そのザイクル自体､生

物多様性条約の第13条が定めている普及啓発なの

である。したがって、国家戦略の今後の実施と見

直しのザイクルを効果的に展聞する必要がある。

　日本の国家戦略の作成過程と内容に対しては批

判も多いため、見直しにあたっては、それらの批

刊も考慮する必姿がある。望ましい国家戦略とす

るためには、関連する条約や国際的な行動、関連

する国内法令、行政計画、また、各種の施策につ

いて、生物多様性に関する全体像とその相互連関

を描き出すこと、第二部に定められている基本方

針に沿うように、第三部に示されている個々の施

策を変更するためのステップと手法を提示するこ

と、自然関連の法令と開発関連の法令との有賤的

な相互連携を図ること、住民、ＮＧＯ、企業など

が国家戦略の実施および見直しプロセスに参加す

るための手続きを整備すること、地元の住民の関

与･と参加を得て生物多様性に関する地方戦略また

は計團を策定するよう求めること、開発途上国援

肋および国境を越える事業活動について環境影響

評価を行うよう定めること、国外の生物多様性に

損害を与えたときの賠坑責任について定めること

などが求められる。また、環境影響評価にあたっ

ては、第７条および付属酋Ｉに基づいて、基礎訓

査およびモニタリングを充実させること、生物多

様性を正当に評価するための環境指標を定めると

ともに、自然資源助定の導人を図ることが欠かぜ

ない。

　次に、生物多様性条約は、遺伝資源に対して領

城国の主権的権利を認めており、遺伝資源の利川

には当該国のＰＩＣ（事前の情恨提供に基づく同

意）が必要であると定めている。遺伝資源には、

バイオテクノロジーを適川して作り出された新し

い品種や生物も含まれているため、日本にとって

も、外国人によるそれらの利川や輸出についてＰ

ＩＣに関する手続きを定めておく必要があり、国

家戦略においても触れる必要がある。他方、種苗



法などとの関連では、原産国から不法に持ら出さ

れたものが保護登録されないように対処し、原産

国と条約上のトラブルを生じさぜないようにする

ことにも触れなければならない。

　なお、聞発途上国におけるＰＩＣ絹度に伴い、

学術的な調査が訓限されるおそれもある。そのた

め、生物多様性に関する基礎的な学術研究を実施

するための手続きを策定するにあたっても、研究

の手法と成果が遺伝資源の領域国に移転されるよ

うに確保することが必要である。

(2)移入種管理

　従来は生息していなかった動植物種が人為的に

導入されると､在来の白然生態系を撹乱したり､在

来種の絶滅を招いたりすることが多く、匪界各地

で問題となっている。目本においても、マングー

ス、タイワンリス、ヌートリア、アライグマ、ハ

クビシン、ミンク、タイワンザル、リカケホンセ

イインコ、タイリクバラタナゴ、ブルーギル、オ

オクチバスなどの移人種がもたらす間題が指摘さ

れている｡昆虫や横物にも多数の移人種がいる｡こ

れらの移人種について生息モニタリングが進めら

れているものの、対象種についても、訓売主体に

ついても、個別的なレベルにとどまっており、体

系的なものではない。

　生物多様性条約(8条(h))は、締約国に対して、

生態系、生息地もしくは種を脅かす外来種の導人

を防止し、または、そのような外来種を制御もし

くは撲滅することを求めている。｢|本の生物多様

性国家戦略においても、移人種の間閥とそのため

の対応を定めている、しかし、それは総論的な記

述にとどまっており、jt体的な内容に乏しい。

　生物多様性条約以外においても、ボン条約の３

条４項(c)、国連海洋法条約の196条１項、南極条

約環境保護議定書の付屈吉Ｈの･1条､南極海洋生物

資源保全条約の２条3項(c)などが移人種について

定めている。また、各地域の環境関連粂約、他域

海洋条約にも関連規定がある。リシントン条約の

規制も、このために活川することができるが、国

境を越える移人の規削管理については、ＷＴＯ規
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定との調整が必姿となるため、さらに検討を要す

る。

　条約ではないが、アジェンダ21の1 1 ｡14(g)、

12.18(b)、15.3も移人村に触れており、また、Ｆ

ＡＯの生物呉薬の輪人および聞故に関する行勁綱

領(１９９５)、ＩＭＯのバラスト水ガイドライン

(1993)は、直接、移人生物対碩を定めている。国

内法では、ニュージーランドの生物安全法(1993)

および有害物質・新生物法(1996)が直接関係して

いる。オーストラリアの野生生物法も移人種につ

いて厳しい規制を定めている。

　以上の条約などが求めていることに基づいて、

日本においても、移人種に関する基県・ガイドラ

インを定め、包括的な管理を行う必要がある。

(3)ラムサール条約締約国会蹟

　ラムザール条約のブリスベン第６回締約国会議

において採択された中期行勣計㈲の中では、ラム

サール条約を名実ともに効果的なものとするため

に、いくっかの目標が定められ、必要とされる行

動が提示された｡､そのための財政規摸の増大も決

められた。

　それらに関巡して、外国による眼告言の内容を

充実さぜること、湿蛙リストを作成すること、各

国が湿地基本政策を碩定すること、ラムサール国

内委員会を設置することなどに関する決議や動告

が採択された。また、そのような報告書やリスト

や政策をまとめる際に、民間団体や国民の関与を

求めること、ラムサール国内委員会や政府代表団

に民間団体や地元住民を含めること、そして、湿

地の保全や皆理に地元の人々の参加を確保するこ

となどが求められた。

　このように地元の人々の役割が重視されたのも

ブリスベン会議の特包である。湿地は、水を通じ

て広がりを有しているため、特定の場所を登録地

にして管理するだけでは効果は上げられない。水

源地や周辺地域などが汚染されたり、破壊された

りすれば、その登録故にち悪影郭がおよぶ。した

がって､湿地の周辺で実際に生活している人々の理

解と協力が欠かぜないのである。



　賢明な利川に関しては、その実現に重点が置か

れ、さまざまな事例が紹介された。また、開発事

業に関わる制度や組織との連携に関する勣告と環

境影悍評価手続きの内容に関する勅告も採択され

た。他方、沼地を汚染することは賢明な利川には

あたらないという観点から、有毒物貿を含む排水

を規削することを求める勣告も抹択された。

　そのほか、科学的基盤を確立することに配慮が

払われ、釧路会議で設置されたＳＴＲＰ（科学技

術評価委員会）に対して、生態学的な特徴の変化

の基準、環境影響評価の指針、登録地のための選

定基準などを科学的見地から再検討することが要

請された。また、ゾリスベン会議では､魚類にとっ

て重要な湿地を選定するためのガイドラインが採

択された。

　次に、渡り鳥については国際協力が必要とされ

るため、いくつかのネットワークが提唱された。

中でも、アラスカからニュージーランドまで、車

アジア諸国とオセアニア諸国をつなぐシギチドリ

に関するネットワークは、ブリスベン・イニシャ

チブと呼ばれ、注目を染めた。その中には、吉野

河目など登録辿となっていない沿地も含まれてい

る。それは、第４条が定めている登録池以外の湿

地の保護義務を国際的に行うという点からも評価

された。

　ラムサール条約は、な録辿ではない沿地の保護

も義務づけている｡さまざまな開発利用事業に

よって、日本の各油で沿地が悪影響を受けている。

これらについて、ラムサール条約に沿った対応が

とられなければならない。そのためには、すでに

述べたように、珪元の人々が、湿地が果たしてい

る役割と、それらの湿地が直㈲している問題とを

理解し、湿辿の保令と賢明な利川を支援すること

が不可欠である。他方、魚類や昆虫など、鳥類以

外の動植物との関係も含めて、湿地の価値と役割

について科学的な基盤を確立する必姿もある。

(4)レッドデータブック

　ＩＵＣＮは､客観性に欠けるとの指摘に応えて、

勤物桐のレッドデータブックを改訂した。改訂に
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あたり、科学的信頼性を向上させることを目指し

て、絶滅のおそれに関する評価基準を一新し、す

べての桂について再検討した。その評価基準は、

ワシントン条約が1994年の締約国会議において採

択したエバーグレース基県と呼ばれている絶滅の

おそれに関する基準を参考にしている。

　その新たな基県に基づいて、5205種の動物が、

絶滅のおそれのある種として掲戟されている。そ

れによると、は乳類の25％、鳥頚の11％が絶滅の

おそれに直面している。日本における絶滅のおそ

れのある種としては、ほ乳類29種､鳥類33種、は

虫類８種、両生類10種、魚類７種、昆虫類45種の

合計132種が掲載されている。

　今回のリスティングについても、個々の種の評

価については依然として批判が寄せられている。

しかし、個々の種の訃価は、全肋界的なレッド

データブックよりも、アフリカ、アジアなどの地

域特性に応じた地域版のレッドデータブック、さ

らに、各国版のレッドデータブックや各地方版の

レッドデータプックの作成によって対応する必要

がある。目本版のレッドデータブックについても、

基礎的なデータの不足、客観的な判断手法の欠如

などが指摘されていて、改訂作業が必要とされて

いる、他方で、希少種保存法、鳥獣保護・猟狩法、

文化財保護法、水産資源保護法など、いくつかの

法律が、特定の野生生物種をリストアップして、

その保護を図っている。　しかし、それらの法律の

間には重複も目立つ一方で、リストには相関性が

ない。ワシントン条約の基準やＩＵＣＮのレッド

データブックとの訓整、そして、国内法相互間の

調整を早急に行わなければならない。

(5)自然の権利

　自然や生きものたちの柿利を主張し、それらを

原告とする裁判が目本でいくつか起こされた。そ

のような裁判を資金面と法律面で支援するための

ネットワークも樹立された。

　奄美大島では、ゴルフ場の建設に対する鹿児島

県の開発許可の取り消しを求めて、アマミノクロ

ウサギ、アマミヤマシギ、ルリカケス、オオトラ



ツグミが原告に名を巡ねた。その後、茨城県では

道路建設をめぐって、オオヒシクイが原告となっ

た。また、長崎諌早干潟の埋め立て事業に対して

は､ムツゴロウ、シオマネキ、ズグロカモメなど干

潟の生きものたちが原告となった。さらに、この

８月には、北海道大雪山における士幌高原道路の

建設費支出差し止め訴訟が起こされ、そこでも、

ナキウサギの保護が主眼とされている。仙台市で

は、マンション這設に対して松の木が調停を申し

立てた。

　しかし、目本の法律は原告となる貢格（原告適

格）を狭く定めているために、上記の殼初の２件

の裁判においては、生きものたちの原告適洛は否

定された。このように白然や生きものの権利を主

張することについては、権利を相対化させてしま

う、人間同士の対立間題に動物を出汁に使ってい

る、地元住民の利益を軽視しているなどの批判も

出されている。

　こうした生きものたちを原告とする裁判は、

1970年代に米国で提唱された「自然の権利」を提

り所としている。実際､米国の判例集には､パリラ

（ミツスイの一種）、フクロウ、ウミスズメ、ハイ

イログマそして原生林などの生きものたちが原告

のように記録されている事件がある｡そのため､自

然や動植物が原告になっていると報道されること

があるが、米国でも自然や動植物に原告適格が認

められているわけではない。

　米国では、住民や白然保護団体に広く原告適格

が認められており、自然や動柚物の保護を理由と

して裁判を起こすことができるのである｡それは、

法律の執行は行政機関や法律専門家にまかぜるの

ではなく、一綬の人々も関与すべきであるという

認識が受け入れられているからでもある。また、

公益を保護するために裁判を起こす権限が法務総

裁に与えられており、以上のような広範な原告適

格の認定は、市民に「私的な法務総裁」の役割を

果たすことを認めているものと解されている。

　したがって、日本においても、自然や生きもの

たちの原告適格を認めさせることにこだわる必要

はないであろう。生きものたちを原告とする裁判

は、多様化した環境と開発に関する紛争について

適切な解決システムを持っていない日本の法制度

に反省を求めている。それに応えて、個人や団体

が自然や生きものたちの保護を求めることができ

るように、特に、情報公開、住民参加および科学

的な評価を前提として自然の生命系を保全するた

めのシステムとなるように、関連法令を再構築し

なければならない。生きものたちを原告とする裁

判は、自然生態系や動横物の重娶性を示し、自然

の評価に関するシステムの不備を浮き彫りにし、

仕会の関心を高めることなどを通じて、法改正を

支えるという重要な役割を果たしているのである。

　ところで、そのような裁判において生物種の保

護が主張されることが多いが、実際は、その種の

うち特定の聞発事業の対象地域に生息している個

体群の保護にとどまっている。そのため、自然保

全法の再隋築に向けて、種の保護と個体の保護を

明確に区別したうえで、開発行為に関わらず生物

種を保護するための制度、また、生物多様性との

関係で、ありふれた生物種の保護のための制度お

よび個体の保汲のための削度を確立すること、そ

して、それらの制度を有効に賎能させるための基

準や手法を提示することが今陵の課題である。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Summary

　　Since draftingjmPlementing and reviewing Processes of a national biodiversity

strategy under the Biodiversity Convention are very imPortant, the NationaI Strategy

ofJaPanshouldbeimPlementedandreviewedwithP11blicParticiPation. Although

the control and nlanagement of translocation of alien sPecies is required by the

Biodiversity Convention･ measures under relevant laws oOaPanare not sufficient.

Criteria and guidelines and Procedures for translocation of alien sPecies should be
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develoPed.

　　　lnthe Sixth Meeting of the Conference onhe Contrading Parties to the Ramsar

Convention,adiveinvolvenlentoflocaIPeoPlesinnlanagementofwetlandresources

and actions based on scientificdata on wetland funclions were Placed imPortance.

Thesanleshould be fuHy taken into account in management of wetlands in JaPan.

　　　The Red Data Book on Λnimal SPecies Published by lUCN was revised. Red

L)ata Books of JaPan and relevan目aws and rcgulations also need to be revised and

coordinated.

　　　　lnJapan， aninlals and plants have filed suits in courts for suspension of

develoPment adivilies. These suilsbrought inadequate legal systeln for conservation

of nature in Japan inlo relie£
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第６Ⅲプｕ・ナトぅーラ・フｙンド1め成成宋桐1‘i,ll（1997）

コシガヤホシクサの保護増殖に関わる研究

コシガヤホシクサ研究グループ

宮本　太*

Study of ReProductive and M゛agement ot Erio(aulon heleocharioid6Satake.

Research Group of Koshigaya-E4)ai油)11

　　　　　　　FutoshiMiyamoto゛

　　　　コシガヤホシクサ自生地（砂沼）の上壌よりコシガヤホシクザの埋土種子の存在が確認

　　　された。

　　　　コシガヤホシクサの種子生産は禎栽密度の低いもので個体あたりで高い。しかし、腫子

　　　生産量は密度の高いものが面債当たりで高いことが明らかになった。

　コシガヤホシクサ（Eriocaulonheleocharioidcs　調査研究を目的としておこなった、

Salake）は絶滅の危磯にある湿地に生育する　一年生

の暁物である。本種の生態的特性は、第４および　調査および実験方法

5期プロ・ナトゥーラ・ファンド助成によゐ詞査研　　1）砂沼におけるコシガヤホシクサの埋土種子群

究で進められてきた。その桔果、コシガヤホシク　　の探索

サの生息状態および生物季節、腫子発芽特性、花　　　コシガヤホシク寸の自生地である茨城貼下妻市

茎仲長と水位の閔係および水位変動が及ぽす影ｗ　　砂沼において埋上腫‾μHよりコシガヤホシクサの

について明らかにすることができた（宮本1995、　腫子探索をおこない。⊃jシガヤホシクサの埋土種

1996）。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　子による自然集団復元の可能性について調査をお

　しかし、1994年の夏朗の水不足の際、生育地は　　こなった、

農業用潅漑池であるため、例年水位が下げられる　　　土壌採取は1995年12月におこなった。採上地点

花期（9月－10月）においても満水状態で保持され　　は1993年および1991年度に:･シガヤホシクサの生

た。そのため本種の開花・桔実が正常におこなう　　育を確認した地点より５地点、またコシガヤホシ

ことができず、腫子生産はほとんどおこなわれな　　クサの腫子の分散範囲を明らかにするため他の２

かった。本種は一年草であるため翌年度（1995年）　他点より採上をおこなった（図１）。採土は直径

は、まったく生育個体を確認才ることができな　　20－、深さ40cmの土住を採取し、表層より5c･

かった。このため現在では白然状態にある個体群　　ごとに切り分け、冷暗所に保存した、コシガヤホ

は絶滅状態にある、　　　　　　　　　　　　　　　シクサの埋土腫子の有無は、本腫の腫子が長さ

　このようなことから本年度は、白生地の個体群　　1･m以下で上壌中から種子の選別をおこなうこ

の復元および増殖に関する基礎資料を得るための　　とは困甦であるため、発芽個体よりコシガヤホシ

＊束京農業大学農学部

Fuculty ofAgricullure､ Tokyo uniヽ･ersitydAgricullure
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クサの睡子の有無を調査した。発芽は20×30em、

深さ5cmの育苗バットに5clnごとに採取した上壌

を入れ、温室内で桟培管理した。発芽・牧培は３月

よりおこない、採ll地点およびその深さごとに発

芽個体の調在をおこなった。発芽個体の腫の同定

ほ発牙個体毎におこな９た。栽培はコシガヤホシ

クサの成熟閲であるlo Jjまでおこなった。

2）敢植密度と持子生産量の関係

　腫および個体群椎持は自然条件下で永続的にお

こなわれることが殼も好ましい。しかし、一昨年

のような気候不順は一年生の咳物群にとっては致

命的な影ｗをあたえる。また腫および個体群椎持

36°10

　　　キ

３６°１１

１３９° ５９

ｌｋｍ

図１．調た地およびJ11目j4Cr･調査辿点（Ａ－Ｇ）
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には一定した種子バンクが必要である。このよう

なことから栽培下において効串の良い種子生産を

する必要がある。今回は個休密度と個体サイズの

関係および種子生産量を調をＬ、本腫の増殖法の

確立を試みた。

　方法は120×80cm、深さ20cmのずぽiバットに

192個休/30c�、62個体/30cln2､33個体/30cm2お

よび8債体ﾉ30cm2の密度で､□jに播種、育苗Ｌた

苗を６月に禎え付けた。その後、本1･1の成熟期であ

る10 Jjまで仝瓦の綬培11場で栽培したのち、各咄

栽密度別に個体サイズおよび睡j'･生産;､tの調査を

おこなった。
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１

果および考察

1）コシガヤホシクりの白然集団の復元

　砂沼より採取した仝ての７地点の土壌よりコシ

ガヤホシクサの生ずr個休を確認することができた

（表ｌ）。その生ず1は0-5cll､、5-10cmおよび10-

15cmの3､S･1に見らjtた。特にＣ区では３層全てで

生育が見られた、最も多くの=Jシガヤホシクサの

生育が見られたのは5-10cmjMであった。

　これまでの訓差（宮木、1994）により=jシガヤ

ホシクサの種子は明発芽であることが明らかにさ

れていることから木腫の生宥地において表層より

深さ15cm までの土壌を掻き起こすことにより、

表層郎にコシガヤホシクザの挿子が現れ、白然狼

団復元の吋能性が示唆された。掻き起こしは、こ

れ１で=･シガヤホシクザの生育が確認されたＡ、

Ｂ、Ｃ、ＤおよびＥ区域をjR点的におこなう（図

１）。またその池のl心或においても掻き｡起こしをお

こなうが、Ｆお上び（;区域のようにこれまでコシ

ガヤホシクサの生育がiJ!Mされなかった区域にお

いては本1･1の埋上挿‾f･ｶ哨哺Eしても、生育適地で

ljないことから、掻き起こし後、上壌を生育適地

区域に移禎才る･Z･変がある。=lシガヤホシク升の

生宥適地区域ほこれ１でﾆjシガヤホシクサの生育

密度が駁も高かった沼岸より5mから10mの区域が

適レ(いると考えられる。

2)植栽密度と樋子生産

　コシガヤホシクサの禎桟密度と腫子生産lltの閔

係を表２およびμ]２;こ示した。また図２に１個休当

たりの密度別平均頭花政とその腫子数を示した｡1

個休当たりの頭花政は禎栽密度が8個休/30cm2で

最も多く、平均35の頭花をもり。最も少ないのほ

廸栽密度の高い192個体/30cm2で平均７の頭花を

もつ。また禎物休のサイズも哨lk密度を高くする

に従い小型化している｡一頭花あたりの睡子数ば8

個休/30cm2個休で最陥･195拉、平均･165拉の腫了･

が111察され、頭花サイズ4j最{､大きい。このこと

から一個体あたりの腫子生4ﾘ､Uj禎栽密度の低い8

個体/30cmjで9.23Uaでlt1も多い。しかし、単位

面哨当たりの腫子生産1､;jほ､Ｍ栽密度の高い192個

休/30c�で152､256拉の挿子を生産Ｌ、禎ａ密度

がr白Sい方が総1･E子生産;､1が高い(図３およぴ=友2)。

一般的に水陥などにおいても暁栽密度とその収量

の閔係は密度を一定以ll ､1で高く'1･ると、収量も

あがることが明らかにされている。

・
‐
・
・

衣

砂沼にj3けるａ調創Kから=Jシガヤホシクサの生宥が確認できた土壌層
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ｒ～ 頭花数

図2.コシガヤホシクサの禎栽密度別腫子故
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　このようなことから一定面債において、コシガ

ヤホシクサの系代栽培をおこなう場合、比較的高

密度で桔栽することにより多くの種子生産量を上

げることが可能である。

まとめ

　これまでの3ヵ年の訓査･観察を総合して、コシ

ガヤホシクサの保護・増殖の対策として以下の事

があげられる。

1)種の維持-･保汲・増殖

2)自然集団の

　復元

-･埋上腫子・

　集団

→腫子の播種

3）生育地の　ｰ･土壌流失の

保全

,1)個体群雄持

防lh

自然集団の維持

圃場栽培

(系代培鐙)

疑似白生地の設

殴

伎子バンク

(冷蔵貯蔵)

生育地の土壌の

掻き起こし

栽培個体群より

Ｈシ群落の保護

-･;竪移進行の抑制‥・水位管理

　　腫lllj襲争の緩和‥・水位管理

-･水位管理・・・開花・桔実期の

　　　　　　　　　適iEな水位詞整

引川文献

宮本　太.1995.=jシガヤホシクサの1剔i増蜻に

　関する研究．第･1期プロ・ナトゥーラ・ファン

　ド助成成果報告害.7-10.

宮本　太.1996.ごjシガヤホシクサの保護増殖に

　関する研究．第5朗プロ・ナト･ンーラ・フフン

　ド助成成果報告iIF. 7-10.

ｆ

４

1記：コシガヤホシクサの栽培法

培養土は特に選ぱないが､主に坦土を利川した。

yに他の土を混ぜる必姿はない。赤玉などの拉子

29

の担い土は発芽後､個体の定着が悪く、浮き上がっ

てしまうことがある。

・育苗拍は深さ20cmぐらいで、水が抜けない６

のが良い。浅いものは個体が大きくなりにくい。

培養上は15cmぐらいまで入れ、水は満水状態に

保つ。

・栽培はできる限り全天地でおこなうと良いが、

多少の日陰は間題ない。

･播腫は既に春化処理を施したものは3月～4月に

おこなう、５月以ほに播腫しても開花、桔実する

が、個体の発育が悪い。未春比処理のものは□j

から２月までに播腫し、自然状態で春化処理を胞

す。播佳は密度が高くならないように注意し、腫

子を水の中で揉みほぐすように播くと良い。播腫

咬､育苗拍は乾燥させないように満水状態に保つ。

・禎え挑えは特に必要ないが、直播きの場合、生

育密度にばらつきが生じるため、個体の生育サイ

ズがそろわない。そのため幼1TI‘が2cmぐらいに生

艮したら、槙えかえをおこなうとよい。

・栽培中は水りJれに注意し、特に記料等を与える

必姿はない。特にこれまで病虫害の抜害を受けた

ことはないが、鳥などの水浴び場になり、ときど

き苗床が荒らされることがあるので、個体がある

程度大きくなるまで、ネットを育苗バットにかけ

る必姿がある。

･種子の採収は個体差があるが､頭花に触って､花

が的単に陪れるぐらいまで栽培する。一般的には

10月下句から11月上旬が良い。

・種子の採取は頭花のみを採取し、故日間自然乾

燥させのち、睡子のみを選別する。腫子の保存ほ

乾燥状態で約１年は発芽能力を持つが、その後は

急激に発芽力が落ちる。暗司U状態で5℃で保存

した場合､発芽力は低下するが､４年間は保存でき

る。保存中の発芽を防ぐために、保存は光の入ら

ないチュープにいれること。

・これらの培淀粂件は他のホシクサ類でもこれま

での観察では同じであった。



　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Summary

l)Secds otE雨caulon heleocharioidesS飢庇ewQteioundfrom soilsof Places where

they had grown on 1993 in Sanuma, ShimozunlacityjbaraがPref.

2)Seed Produclion of £./ld印dl訂i()j面swere showed increase on lower Planting

densitythanthehighinPerindivi(h1池howe｀'el‘thciri“creased on the high Planting

density than the low in Per area.
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第６期プロ・ナトゥーラ ファンド助成成果報告書（1997）

知床国立公園におけるエゾヒグマの生息地保護管理のための研究

知床ヒグマ研究グループ

村上隆広1)・山中正実2)・中野　繁3)・岡田秀明4)・増田　泰5)

The study forthe habitatmanagement of brown bearsin the

　　　　　　　　　ShiretokoNationa1 Park

　　　　　　　Shiretoko Brown Bear Research GrouP

Takahiro Murakami l），Masami ’yamanaka 2），Shigeru Nakano 3）

　　　　　　　Hideaki Okada 4），Yasushi Masuda 5）

　エソヒグマが利用する地域の環境を把握するための調査を、北海道知床国立公園におい

て行った。個体の電波追跡から、春期と夏期の利用集中地域が行動圏内の一部に遍在する

ことが分かった。利用集中地域とそうでない地域の間で主要な餌草本の相対頻度を比較し

たが、春期･夏期ともに利用集中地域と非集中地域の草本相対頻度の間に有意差はなかった。

　また行動圏内の道路交通量増加によって個体の移動が妨げられるかどうかを評価するた

めの調査を行った。電波発信機を装着した７個体について、朝・昼・夕・夜の４つの時間

帯ごとに横断頻度を調べた。道路交通量およびエゾヒグマの活動性についても、それぞれ

の時間帯について調べた。交通量のもっとも多い昼でも横断頻度は減少せず、交通量の少

ない夜に横断頻度は低くなった。エソヒグマの活動性にもこれと同じ傾向があり、横断頻

度は活動性を反映したものと考えられ、交通量による移動の阻害は検出されなかった。

1.はじめに

　知床国立公園におけるエソヒグマの生息地利用

調査の結果から、当地域におけるエソヒグマの生

息地利用パターンの季節変化は以下のようになる。

　春には、雪解けの早い海岸付近で芽吹き始めた

草本類を主に採食するほか、森林地域で前年秋の

ミズナラ堅果なども食べる(山中・青井､1988)。

夏には、伐採跡地に成立した2次植生地域か海岸付

近の草地および沢沿いでオオブキやセリ科草本や

アリ科の昆虫などを主に食べる(青井､1981;北海

道生活環境部白然保護課、１９８７；山中・青井、

１）

２）

北海道大学大学院獣医学研究科

斜里町役場環境保全対策室自然保護係
■ふ-a--●・-･&k･ ･･a■　--...･ふ．-　-．

3）北海道大学農学部附属苫小牧演習林
ｏ知床自然センター管理事務所

5）斜里町立知床博物館

1988)。秋には、ミズナラの堅果やサルナシ・ヤ

マブドウの液果などを森林地域で食べるほか、ハ

イマツの球果などを食べるために高山帯も利用す

る。

　また山中ほか(1995)は、電波発信機を装着した

２個体のメス成獣の電波追跡結果から利用環境の

季節変化を標高移動の面から示し、上記の生息地

利用パターンが個体レベルでもおおむね当てはま

る一方で個体差や年次変動が存在すると述べてい

る。
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　以上のように、知床半島のエソヒグマの一年間

の生息地利用パターンについて、どのような地域

で何を利用しているのかが明らかにされつつある。

その一方、なぜその地域を利用したのかという要

因の解析についてはわずかしか研究されていない。

たとえば山中・青井(1988)は、知床岬においてオ

オブキやセリ科草本の多い草地のヒグマの利用を

直接観察し、草本の多い場所や隠れ家となる林縁

からの距離の近い場所で採食する傾向があったと

している。しかし、知床岬には大規模な草地が広

がっており、知床半島の中では特殊な状況と考え

られる。知床半島の多くは森林地域であり、草地

は非常に少ないため、春期・夏期に集中して利用

する環境は知床岬と大きく異なっている事が予想

される。本研究は、これらの場所で、エソヒグマが

どのように利用環境を選択しているのかを明らか

にすることを目的の一つとして行った。ただし、

秋期の利用環境は年次変動が大きく、１年間の研

究だけでは結果を解釈できないために、今回は春

期と夏期の生息地利用のみあつかった。

　また、当地域では数年来観光客が増加傾向にあ

り、現在は年間約150万人が訪れている。観光客

の多くはエソヒグマの生息地内にある道路を利用

して観光地を訪れる。そして、電波発信機を装着

した個体の行動圏もそれらの道路を含んでいる。

したがって、交通量の増加によってエゾヒグマの

行動圏内の移動が妨げられていないかどうかを評

価することが、生息地利用を正しく把握する上で

も、生息地の保全を進める上でも重要である。た

とえば、道路が横断を阻害している場合、より重

要な地域が道路の反対側にあっても、横断をしな

いで道路の手前側で利用地域を求めることが多く

なると予想される。これらの影響が存在した場合、

短期的には個体の生存や栄養状況に対して、長期

的には個体群の存続に対して影響すると考えられ

る。そこで本研究では、道路交通量がヒグマの移

動を妨げていないかどうかを評価することをもう

一つの目的として行った。

2.謨査目的：
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1)春期と夏期のエソヒグマの利用頻度の高い環境

を明らかにし、その環境選択が採食草本の量から

説明できるかどうかを知る。

2)エソヒグマが行動圏内を移動する際に、道路交

通量によって移動が阻害されていないかどうかを

評価する。

3.謂査地域：

　知床国立公園は、北海道知床半島の中央部以先

に位置する。調査地域は、知床国立公園の北西側

で、おもに図1の斜線部に示した範囲である。調

査地の南束側には、標高舶1300～1700m弱の山々

から成る知床連山があり、北西側はオホーツク海

に面する。調査地域周辺の海岸線の多くは高さ

100～200mの海食崖となっており、イダシュペツ

川・岩尾別川の河口部にわずかに砂地が広がる。

低標高地域の大半は、トドマツ・イチイ・ミズナ

ラなどの優占する針広混交林であり、林床にはサ

サ属などが生育する。河畔はケヤマハンノキやヤ

ナギ類の多い広葉樹林で、下層にオオブキ・オオ

イタドリ・エゾイラクサなどが生える。知床五湖

の西に広がる岩尾別台地では開拓による伐採跡に

草地や二次林が形成されている。海食崖のすぐ上

部には、オオイタドリ・ミミコウモリ・オオブキ・

エソイラクサなどの草本群落が分布している（中

川、1988）。

　調査地域内には観光地が含まれる。カムイワッ

カの滝は、硫黄山の山腹から流れ落ちる沢が温泉

となっているものである。しかし、入り□の道路

上にトイレが設置されている以外は、特に観光用

の設備はない。夏期にはバスやタクシー･マイカー

が滝への入り口まで入り込む。また岩尾別台地上

の知床五湖入り｀口には駐車場や売店がある。この

駐車場までバスやマイカーを利用し、ここより５

つの湖を散策する。調査地域内に宿泊設備はない

が、夏期には幕営したり車中泊している人を頻繁

にみかける。道道知床公園線の知床五湖より西は

舗装された２車線の道路であるが、知床五湖から

カムイワッカの滝にかけての区間は砂利道となっ

ている。



図１　調査地域

4.謂査方法:

1)テレメトリー調査

　知床国立公園内で捕獲されたメス成獣１個体

(以下GMとよぶ)について、95年～96年にかけ

て利用地域を調べた。この個体には電波発信機が

装着されており、テレメトリー法によって位置を

推定できる。まず道路上のある地点から電波の入

感方向を指向性のアンテナで調べ、その測定地点

と測定方向を2万5千分の１地形図に記した。次に、

車で移動して別の２ヵ所から同じ作業を行う。こ

れら３ヵ所からの測定方向が、2万5千分の１地形

図上で100�以下の三角形をなした場合、その三

角形の重心を推定位置とした。３ヵ所からの測定

方向が三角形にならなかったり、100�を超す三

角形となった場合には、さらに別の場所から入感

方向の測定を行って、条件を満たす三角形が地図

上にできるまで位置推定を行った。位置推定の間

にもエソヒグマが移動すると考えられるため、推

定位置の測定作業が20分以内で終了した場合のみ
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データとして採用した。

　これらの位置推定がどの程度の精度を持ってい

るのかを明らかにするための調査を行った。調査

地域内で地図上の位置と実際の位置とが一致でき

る17ヵ所（沢の合流点や山の頂上など）に発信機

を設置し、設置場所を知らされていない測定者が

それぞれの発信機について、５～９ヵ所から位置

推定を行った。各発信機について測定した方向を

地図上に記して、地図上に生じた三角形のうち、

面積が100�未満の三角形を推定位置とした。各推

定位置と実際の位置との間の距離を求め、その99

％信頼限界を求めた。以上のようにしてGMの位

置推定を春・夏・秋の各季節に３０回ずつ行い、

Adaptive Kerne1法（Worton1989）を用いて利用の

集中した地域を（50％Adaptive Kerne1）地図上に

描いた。

(2)利用環境調査

　この地域においては、春期には融雪の早い海岸



斜面が、夏期には沢沿いが主要な採食地となって

いることが痕跡分布調査から示唆されている(山

中･青＃1988)。また、電波発信機装着個体につい

ても、春期に低標高地域を中心に利用しているの

に対して、夏期にはより高標高地域に利用地域が

広がることが明らかにされている(山中ほか

1995)。春期と夏期の高頻度利用地域の環境構造

を、特に草本について把握するため、調査地域内

の主要な河川や海岸線に沿って踏査し、エソヒグ

マの主要な採食植物の相対量を求めた。相対量は、

約100 mごとに踏査方向に対して直角方向に両側

10mずつのラインを設定し、そのライン上に主茎

のかかっている草本の数を設定したライン数で

割った指標(草本頻度)で表した。カウントした草

本は、オオブキ・エゾイラクサ・セリ科草本であ

る。これらの植物は、春期や夏期の主要な採食物

である。GMの春期･夏期の行動圏内について、春

期・夏期それぞれの利用集中地域内・利用集中地

域外で草本の相対量を求めた。また、比較のため

に、知床半島内の他のいくつかの河川についても

同様に草本頻度を調査した。また、草本頻度の調

査時にオオブキ・エソイラクサ・セリ科草本の採

食痕の発見にもつとめ、発見した場合は採食した

草本の株数を数えた。

3）交通量調査

　調査個体の年間行動圏内を通過する道路を３時

間ごとに車で走行し、カムイワッカの滝から知床

五湖にむかって走行する車の台数をカウントした。

その台数を測定に要した時間で割り、交通量指標

とした。一日を朝（3 :00 ～9 :00）・昼（9 :00 ～

15:00）･夕（15:00-ヽ-21:00）･夜（21:00～3 :00）

の４つの時間帯に分け、各時間帯の交通量指標の

平均を求めた。この調査を７月～10月の各月に

行った。

4)時間帯ごとの横断頻度調査

　電波発信機を装着したメス成獣６個体について、

調査地域内の道路を走行しながら電波を手がかり

にして道路のどちら側にいるのかを判断した。こ
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の作業を、３時間ごとに行い、3時間のうちに道路

を渡ったか否かを確認した。これを７月～９月の

各月に８日ずつ行い、交通量調査と同じく、「朝･

昼･夕･夜」の４つの時間帯ごとに横断した回数と

横断しなかった回数を求めた。

5）時間帯ごとの活動性調査

　エソヒグマが一日の中で活動性に周期的な傾向

が存在した場合、横断頻度はその活動性によって

決定することが予想される。そこで、７月と８月

に数日ずつ、発信機装着個体の位置推定を３時間

ごとに24時間追跡し、朝・昼・夕・夜それぞれの

時間帯にどの程度活動しているのかを調べた。単

位時間当たりの移動距離が、テレメトリーの精度

を考慮しても確実に移動している場合を「移動あ

り」とし、移動のあった割合を活動性の指標とし

て用いた。

5.調査結果と考察

1)春期・夏期の利用集中地域とその要因

　位置推定に含まれる誤差は、平均261mで99％

信頼限界の最大値は322mであった。したがって、

テレメトリー法によって推定された位置から半径

322m以内に発信機のある場合がほとんどである

ことが分かる。図２にテレメトリー調査による位

置推定から求めたＧＭの春期・夏期の行動圏と、

Adaptive Kemel法による利用集中地域を示した。

利用集中地域は、春期・夏期ともに行動圏内の一

部に偏在していることがわかる。したがって、そ

れらの地域に、この個体の利用を集中させるもの

があったか、逆に他の地域の利用が抑制されたと

考えられる。ところで、この個体の利用集中地域

内外の草本頻度は、図３のようになった。

　まず、春期について見ると、利用集中地域･非集

中地城ともオオブキの頻度には有意差はなかった

(t検定、P>0.4)。また、エソイラクサについては

利用集中地域で多いものの有意差はなかった(t検

定、P>0､28)。セリ科草本の頻度はいずれの地域で

も非常に小さかった。

　次に、夏期について見ると、春期と同様の結果
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図３　ＧＭの利用集中地域内外と周辺河川の草本頻度

となり、オオブキ、エゾイラクサの頻度に利用集

中地域と非集中地域の間で有意差はなかった（い

ずれもｔ検定、オオブキ:Pﾝ0.8、エソイラクサ:

P>0.16）。セリ科草本の頻度は利用集中地域でも

非集中地域でも低く、統計的な比較ができなかっ

た。比較のために調査をした春苅古丹川では、ＧＭ

の夏期の利用集中地域に比べてオオブキ・エソイ

ラクサともに有意に頻度が高かった。春苅古丹川

では、80株以上のオオブキ採食痕が踏査時に発見

された。ＧＭの行動圏内では、これらの草本の採食

々
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痕は発見されなかった。

　以上の結果から、ＧＭは春期･夏期ともに行動圏

内の特定の地域を利用しているが、オオブキやエ

ゾイラクサの頻度は利用巣中地域でも非集中地域

でも差はなかった。したがって、この個体につい

て行動圏内の利用が偏在化した理由をこれらの草

本の頻度だけから説明することは出来なかった。

そのいっぽう、春苅古丹川ではＧＭの利用集中地

域よりも草本頻度が高く、採食した痕跡も多数見

られている。山中・青井(1988)は、夏期に知床岬

でセリ科草本やオオブキを求めて多数のエソヒグ

マが集合する事例を報告しており、草本頻度の高

い場所にはエゾヒグマが集合することがあり得る。

しかし、今回の調査地域周辺の河川では、いずれ

も草本頻度が比較的少なく、エソヒグマが集中的

に利用するほどではなかったと考える。

　オオブキやエソイラクサ以外にもアリ類とか融

雪の程度など地域内の環境に不均一性を生む要因

がある。今回の調査では限られた環境変数のみを

とりあげたが、より多数の環境変数を用いて生息

35



地利用パターンの説明を試みてゆくことが必要で

ある。また今回の調査では、１個体のみを調査対

象としたが、個体による環境選択の差も存在する

ことが予想されるため、今後はより多くの個体に

ついて環境選択の生じる原因を明らかにして行く

ことが重要である。

2)交通量増加がエゾヒグマの移動に与える影響の

評価

図４に、交通量指標の月別・時間帯別変化を示

した。各月とも昼にもっとも交通量が高く、夜に

はほとんど交通量がなくなり、朝と昼はその中間

の値をとることが分かった。月別では８月に交通

交通量指標
(台数/分)

1.6

1.4

1.2

　1

0.8

0.6

0.4

0.2

　0

7月　8月 9月　10月

図４　交通量指標の月別・時間帯別変化

表１　横断頻度の時間帯による違い

朝　　　　昼　　　　夕　　　　夜

横断した ３　　　　１１　　　　９　　　　１

横断しない 90　　　　94　　　　98　　　　78

輔｛3:00－9:00｝晶（9:00～15:001タ（15:00～21 :00）

複｛21:00～3:00｝、xl植宣.DF･3.p40.05

表２　移動割合の時間帯による違い

朝　　　　昼　　　　夕　　　　夜
移動した 18　　　　27　　　　25　　　　10
移動しない 33　　　　27　　　　29　　　　33

舗C3:00～9:00）晶（9:00～15:00）タ（15:00－21 :00）

夜（21:00～3:00），ZI楠定，DF-3.P40.05 1
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量が最大となり、７月と９月は８月に比べて交通

量が低いことが示された。つぎに、時間帯ごとの

エゾヒグマの横断・非横断回数を表１に示した。

昼と夕に最も横断する割合が多く、朝はそれらの

時間帯より横断する割合がやや低く、夜間には最

も低くなった。時間帯による横断割合には有意な

差があった(χ2検定、Pく0.05)。いっぽう、これ

らの個体の夏期の時間帯による活動性の違いを示

したのが表２である。昼と夕に移動する割合が高

く、朝はやや低く、夜間に最も移動割合が低くなっ

た。時間帯による移動割合には有意な差があった

(戸検定、Pく0.05)。以上の結果から、交通量の

最も多い８月についてみると、横断頻度は活動性

の傾向を反映しており、とくに交通量の増加する

昼に横断頻度の低下するような傾向は見られな

かった。したがって、知床国立公園内の道路交通

量では、エゾヒグマの行動圏内の移動をおおむね

妨げてはいないと思われる。しかし、今回の調査

結果は複数の個体のデータを重ね合わせたもので

あり、個体差の存在を考慮に入れていない。たと

えば、山中(1994)は、近年になって人の存在を気

にせずに道路際に出没する｢人慣れ個体｣が出現

し始めたと述べている。データの中に人間の存在

を気にしない個体が含まれていれば、交通量に影

響されている個体がいてもその反応は見過ごされ

がちである。今後は個体による差にも考慮に入れ

ながら、交通量への反応を解析してゆく必要があ

る。アメリカクロクマではハイウェイが複数の個

体の行動圏を制限している例が報告されているが、

このハイウェイの交通量は１万台以上／日である

(Brody and Pelton、1989)。今回の調査地域内の道

路について、得られた交通量データから８月の１

日あたりの交通量を推定すると、1867台／日とな

り、先に挙げたハイウェイに比べてずっと少ない。

したがって、より交通量の多い状況下では、交通

量による影響が明瞼に現れる可能性がある。さら

に、Mattson etal.(1987)やMCLellan and Shackleton

(1988)は、北米のアメリカクロクマについて、道

路から一定距離の範囲内を忌避している例を報告

している。たしかに、横断の阻害以外の影響も考



慮すべきであるが、その場合道路沿いの生息地と

しての質を正確に評価することが前提である。こ

れまでの報告では生息地の質の評価が十分ではな
く

その批判的検討も含めて影響を評価して行く

ことが必要である。
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Summary

　　　Theseasonal habitat use of one female Hokkaido brown bear was studied by

radio-telemetry in the Shiretoko National Park. This bear intensively used small

Part of her home range from sPring to summer. Werneasured relative densities of

three major food Plants for bears within the intensively used area and not intensively

used area,but there was no difference between them.
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　　　The imPacts of road trafficvolume against bears were also estimated in the

summeちesPeciany when theroad tramc volume attained its maximum. Although

trafficvolume in daytime(9:00'15:00)was higher than other three categories(momin＆

evening, night'time)，activities and road crossing frequendes ofbearsin daytime

were also the highest. Road trafficvolume has littleimPacts against bear movelnents

in Shiretoko Nationa1 Park now.
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第Ｇ哨ソロ ナトゥーラ・フフンド助成成果恨告iり（1997）

キリクチ（イワナ）の生息環境・保護に関する基礎的研究

　淡水生物研究会

名越誠1)、森誠－2)

Ecological studies on habitat and conservation of Kirikuchi･

S�W陥11S/ど11C0111ぼ1函

Scienlific Research Sociely of Freshwater Biology

　　　Makoto Na8oshi l），SeiichiMori 2）

　奈良県十Ht川上流域の川瀬谷に生息するイワり･（キリクチ）の食性、

産卯生態、アマゴとの腫間関係の謂査を行りた。

布分 生息密度

　イワナは水生昆虫のトビケラ類、カゲロウ類を餌とするが、アマゴは陸生昆虫をおも

に採餌していた。

　アマゴは10 Jj下旬、イワナは11月上旬が産卯期であり、両者とも渕尻､平瀬で産卯し

ていた。

　イワナ、アマゴともに３つの年令群（当歳、１歳、２歳魚）で琲成されていた。

　生息密度は流程ln消たりイワナは0.20～0.44尾、アマゴは0.39～0.82尾であった。

　イワナ、アマゴともに個体間の優劣は体の大きさによって決定し、混介挑団でも基本

的には作の大ききによって決定するが、イワナよりアマゴが優位にあることが明らかに

なった。

はじめに

　奈良県十津川上流域の川瀬谷のイワナは、就界

のイワナ類の中では殼も山に分布するものである。

この水域のヤマトイワナは古くからキリクテと呼

ばれ、他の水域のヤマトイワナとは形態的に異な

る希少なものとして注目されている｡奈良県では、

県の天然記念物に指定され、保護されているが、

たび重なる密漁、吸境改変、暁林などにより、絶

滅の危賤にある。かつては、十津川、日高川など

の上流域に広く分布していたが、乱獲、河川改修、

汚染などによってその分布範囲は著しく縮小して

いる。本腫の生態に関する周査研究恒告はまった

くなく、今後本腫を保護・管理していくためには、

現在の生態学的知見を得ておくことが不可欠であ

る。特に、共存するアマゴとの種間関係の解明は

重姿である。本研究では、共存するアマゴを含め、

食性、分布、生息密度、産卯生態、仕会行動など

を明らかにする目的で調売・研究を行った。

　これらの桔果に基づいて、イワナの資源保汲・

Å
Ｔl理対策と問題点について腕討した。

調査水域の似況

　源流域であるが､詞売水域の河川勾配は小さく

河床形態も上流部及び支流のΛａ聖を除いては

１)奈良女子大学埋学郎(Faculty or Sciencc, Nafa Women's universily)

2'京お大学生態学研究センター(Qnler for lkological Researeh. K〉･olouniversily)
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ほとんどの部分がＢｂＭである。河床は部分的に

岩盤になっているが、ほとんどの河床が50m以下

の砂呻から購成されている。県指定瓦然記念物指

定区域の下流部には高さ約10mの堰堤があり、下

流からの魚類の遡上はないものと咎えられる。河

川周辺は、かつては原生休であ９たが、ごく一部

の汲木地帯を除いてμの禎林地であり、杉の伐採

直後の斜面のあちこらで崩落が＆こっている。

図１　調査水域

Fig. 1. Study area of lwana

調査及び実験方法

１．野外調査及び野外観察

　1995年には、幻□～９目、10月29～30日、ll

月６～８日、1996年には、３月29～30日、１月30

～5Jj2H、5月30～3目l、6月27～28日、８月

５～８日、10月21～24 11、10 U 30 日ヽ1□いＨ

に現地で野外調査を行った。

　訓をはＨ指定水域も含め全域について行ったが、

西アズ７タ谷と菜谷との合汝点より下流域ではイ

リナは極めて肺にしか映察されず、おもに西アズ

10

　調脊水域内に生息する魚類はイリ･j･以外にアマ

ゴ、タカハヤ、およびカリΞjシノボリであるが､生

息数でSjフマゴが最も多く、カリEjシノポリほ下

･j･ル谷流人点より下流でわずかに出現-j’るだIJで

ある（Iﾇ）ｌ）。

　調を水域内の水温ほ夏季でも19℃以1乙になるこ

とljなく、冷水性魚垣には適した温度である。

下ナル谷

マタ谷の杉谷合直点より」こ流域にjlいて調査を

行りた。西ｙズマタ谷に調査区||lj（A:約500 m）

を&2けて、11議41i捕法による生息ま度の訓をを

行った。産卵期の10 Jj（アマゴ）とl□1（イリナ）

にlj、産卵場所の河床形態、水深、流速、産卵行動

などの調･査を下ナル谷合流点より上流の支流を含

めた仝水域で行りた。

　イリ･J･と｀､’マゴの食性を調べるために、抽獲し

た･･部の個休について、スポイドを川いて吐き出

させる方法によ･）て、S!1内容物を採姚Ｌた。



　イリナとアマゴの捕獲は、手づかみ、手網、巻

網、投網などによって行い、捕獲したすべての個

体について体艮と体重を測定し、生息密度抒定の

ためのものは脂鰭あるいは尾鰭の･･･部を切断する

ことによって標識し、採姚場所へ放流した．

２．室内実験

　1996年７月から11月に行った。訓存地の西アズ

マタ谷で19996年5～6月に採集したイリナとアマ

ゴの当歳魚を冷却おにより15～16℃の水温に保っ

た渓流水槽（幅115 cm、奥行･15 cm、水深10em、

流速5cm/see.以下）と通常の水槽（75×45×

45cm）に収容し、適宜実験に使川した。すべて

の実験川水槽の水温も15～16℃に保ら、底には砂

刊を敷き詰めて実験に川いた。実験明間中の餌と

して市阪の冷凍赤虫を与えた。

ペア実験：水槽（幅60cm、高き30cm、奥行30

cm）の中央に不透明な仕切仮を置き、30×30×

30cmの空間を作り、その申央に握りこぶし大の

石により隠れ家を設けた、実験では、イリナーイ

リナ、イリナーアマゴ、アマゴーアマゴの2個体

の組み合せを作り、それぞれの行動Ｍ察を行っ

た。両者の勝敗の決定を観察時間内の攻撃回紋に

よって行い､より多く攻撃した個体を時抒とした。

集団実験：実験には幅75cm、高さ45cm、奥行45

cmの水槽を川い、集団内での攻９行動の観察を

行った｡水哨には石を用いて2ケ所の隠れ家を設

けた。

　同種集団については、イワナとアマゴそれぞれ

５個体をｌ集団とし、イリナでは､1処団、アマゴで

は３集団について観察を行った。外集団における

個体の順位は個体間の攻撃行動の回政により決定

した。

　混合渠団については、イワナ５個体とアマゴ５

個体の計10個体を１集団とし、･1叫団のＵ察を

行った。汚集団における個体の順位は、外個体間

の攻撃行動の回故により決定した。

11

果結

１．食性

　季節によって＆'Fの変動ほあるが、イワナほ河

床のトビケラ矧を主とした水生動物を捕食してい

た。これに対し、アーフゴは陸生昆虫をおもに仙食

していた。

　イリナはアマゴに比べ個体数でも重砥でも水生

動物を多く摂削していた。イワナ、アマゴともに、

水生動物の中では特にカゲロウ目を摂餌するが、

イワナのSII内容物から巣とともにイノプスヤマト

ビケラの出現才ることが多かった。イワナは直接

河床の底生動物をおもに捕食する傾向がある。

　アマゴのSII内容物からは、流下してきたと考え

られる水生1&虫の脱皮殼や陸生昆虫の政片が多く、

おを虫昆生陸や虫昆生水るすド流で郎心中のれ流

もに捕食する傾向が強いと考えられる。

　本研究において、イワナは底生動物、アマゴは

陸生動物をおもに仙食することが認められたが、

これまで、単仙域のイリナは水生昆虫の成虫およ

び陸生動物を主として捕食していることが恨告さ

れている。りまり、イリナとアマゴは本宋よく似

た食性をもち、それぞれの単独域においては、陸

生昆虫をおもに111ぼCしていると考えられる。しか

し、イワナとアマゴが共存した場合には、イリナ

はアマゴの影ｗを受け、瓦性を転換することに

よってアマゴとの共存を可能にしているものと考

えられる。

２．産卵生態

　楠獲した個作の!].J!満度(CF=W/L3×101､W:休重、

L:体艮)を調べた桔吸、イリナでは、＆先から10

月まで徐々に増加するが11月に明らかに減少す

ゐ。このことほ11 Jjに産卵によって体重が減少し

たことを示す、また、1□j上句にほ支流及び本流

の上流丿或で産卵行勁､産卵床が多数観察された｡- ・

方、アマゴでほ9ヽ11 Jjの間に肥満1斐が|り|らかに

減少し､10Jjﾄﾞ旬にほいたるところで産卵行動､産

卵床が観察された。したがって、イワナの産卵期

は1□j上句、ア'フゴの産卵期は10月下旬であると



考えられる。

　それぞれの産卵盛期の10月下旬と11月上句に産

卵床の水深､流速､河床型などの調査を行った｡両

種ともに平瀬と渕尻の砂疎底で産卵し、両若には

明瞭な違いは認められなかったが、イワナは渕の

岸よりで流れのほとんどないような場所でも産卵

していた。水深においては両者に有愈な差は認め

られなかったが、流速においてはイワナの偵が有

意に小さかった。また、アマゴの産卵がおもに本

流部で行われているのに対し、イワナの産卵はお

もに支流で行われていた。すなわち、イワナは産

卵期には本流部から支流に遡上し、産卵する傾向

が強いものと考えられる。

３．年令組成および成長

　1995年８月から1996年11月までの各月に捕獲

した全てのイワナとアマゴの体長を測定し、各月

の体長の頻度分布を解折した。

イワナ：５月に浮出直後と考えられる当歳魚（20

～30mの個体が出現し、８月には40～70m、翌年

の８月には100 m前後に達する。しかし、１歳魚

（満１歳）以上の個体については年齢の判別はでき

なかった｡体長の頻度分布から満３才まで生残し、

それ以上の個体は死亡するものと考えられる。

　各月の休長分布から、２歳魚は120～160m、3

歳魚は160～190mであり、それ以後に生き残る個

体は極めて少ないものと考えられる。

アマゴ：アマゴの当歳魚はイワナに比べて１～

２ヶ月早い３月下旬には体長20～30mのものが出

現する。これらは８月には50～110mに成長し､翌

年の３月にはほとんどの個体が110 m以上に達す

る。体長の顧度分布から２歳魚は120～160m、3

歳魚は160～190mに達し、イワナの場合と同様に

それ以後の生き残りは枢めて少ないものと考えら

れる。

４．流程分番

　調査区間Ｂと支流部で捕獲されたイワナとアマ

ゴの月別の個体数を表１に示した。Ｂ区間ではア

マゴの占める割合が68％であるのに対し、支流部

では逆にイワナが62％を占めた。すなわち、イワ

ナはより上流部を好んで生息しているものと考え

られるc

５．生息密度

　標識再捕桔果に基づいて、Chapmanの個体数推

定法によって調査区間Ｂの個体数の推定を行った

(表２)。これらの推定はほとんどの場合、１歳魚

以上の個体を対象とした。再捕率は1994年の予恟

調査で得られた値の平均値が川いられた。イワナ

表１捕獲したイリナとアマゴの個体数とその割合

hblel.Nunlber and ratiooHwana and Anlago caPtured in nlain stream and itstributary

Ｂ区 支流
年月 イワナ　アマゴ　　合計 イワナ　アマゴ　　合計

1995 Aug

　　　Nov

1996 Mar

　　　May

　　　Jun

　　　Aug

　　　Oct

44　　　103　　　　　147

20　　　　52　　　　　72

　2　　　　6　　　　　　8

　8　　　　23　　　　　31

35　　　　48　　　　　　83

12　　　　　16　　　　28

0　　　　　17　　　　28

10　　　　　6　　　　　16

　7　　　　　6　　　　　13

88　　　　32　　　　120

合計 109（32）232（68）341（100 128(62)　77(38)205(100
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表２　イワナとアマゴの生息密度（尾／流程lm）

恥ble 2. POPulation dens田es（individuals /m）

捕授ひ】体数　　　　再捕串　　　　　推定個体数
1995 Aug イワナ

　　　　アマゴ

　　Novイワナ

　　　　アマゴ

1996 Aug イワナ

　　　　アマゴ

　44　　　　　　　　0,20　　　　　　　　　0.44

103　　　　　　　　0.25　　　　　　　　　0.82

20　　　　　　　　0.20　　　　　　　　　0.20

52　　　　　　　　0.25　　　　　　　　　0.42

35　　　　　　　　0.20　　　　　　　　　0.35

48　　　　　　　　0.25　　　　　　　　　0.39

の捕獲串の方が小さいのは、生息密度が小さいこ

とと、捕援がアマゴに比べて困難であることが関

係していると考えられる。

　1995年の1□jの推定位が8 Jjに比べ約半分に減

少しているのは、アマゴの産卯直後で産卯個体の

多くが死亡したこととイワナの産卵期であったた

め、イワナが詞査区間から支流郎へ産卯移勁した

ことによるものと考えられる。

　1995年8Jjと1996年８月の偵を比べると、アマ

ゴの1996年8Jjの位が半分以下になっている。こ

れは密漁者によるものと考えられる。また、1996

年10 Jjの詞査でＡ区間の個休数推定を試みたが、

ほとんどアマゴ、イワナが捕獲できなく、その姿

も認められなかった。さらにアマゴの産卵期にむ

かかわらず産卵床､産卯行動も認められなかった。

明らかに密漁によるものと考えられる。1995年に

はほとんど観察されなかった密漁者の残した釣具

が1996年にはしばしば観察された。

６．社会行勣

水哨実験:腫内､種間を問わず、個休問には攻撃行

動が観察された。両種に共通して観察された攻撃

行動は追い払い（chargc）、つつき（nip）、追防

（chasc）、釦面誇示㈲eral clisPlay）であった。こ

れらに加え、アマゴでは平行泳ぎ（parallel swim）、

イリナでは正面誇示（『rontal display』が観察され

た。

　イワナ対イワナのペア実験の11刺中１例を除い

て体艮の大きい個体が勝者になった。肪者は底層

を勁き回るかまたは定位し、敗者は上層の隅へ逃

げるかあるいは水堕の隅で腹部を底に接して静止

していた。すなわら、イワナの個体間の優劣は体

の大きさにより決定していると考えられる。

　アマゴ対アマゴのペア実験10例のすべてにおい

て攻撃行動が観察され、10例中８例は体艮の大き

い個体が肪者になった。作艮の小さい削体が時者

になった２例のうち1例は時者の方が体重が爪く、

他の１側は体艮差が鰍めて小さかった。アマゴの

個体間でもイリナと同様に体の大きさにより佼劣

が決定していると考えられる。

　イリナ対アマゴの粧み合せでは、イワナの体艮

が大きい組み合せの8例中6詞でアマゴが辞者になっ

た。しかも体艮差の大きい組み合せでも休艮の小

さなアマゴが勝･抒になった。アマゴの方が大きい

組み合せでは８例中６例でアマゴが勝者になり、２

例でイワナが蒔者になった。この場合イワナが辞

者となる組み合せは比軟的体艮差の小さい組み介

せであった。異種個体間では、同腫個体間ほど休

の大きさが優劣を決定していないと考えられる。

　数個体の同腫個体を共存させた場合には、両種

に共通して、殼咬位個作(作長の駁も大きいもの)

が独政的に損る封い、他個体に攻撃を加えた。同

種集団内での攻撃頻度はイワナに比ベアマゴの方

が有意に高かった。これはアマゴがイワナに比ベ

攻撃性の強いことを示唆している。これらの実験

において、優位個体の除去、再添加を行った桔果、

1位個体を除去すると、除去直後に2位個体が激し

く他個体を攻撃するようになる｡再び1位個休を戻
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した場合､1位個休と2位個体の問で激しい攻撃行

動が観察されるが､l位個休が再び優位個休となっ

た。

　イリナ5個体とアマゴ5個休からなる混合姚団に

おいては、攻撃回数の合計ほイリナに比ベアマゴ

がlf.函こ多く、｀/'マゴがイリナに比べ、より攻撃

的であると考えられる。イリナとアマゴの個休間

にはモザイク状の直械的な順位関係が認められ、

これらの順位は幼木的には休jlの大きさに幼づい

ている。順位と休艮の間にほ高いjEの相関が認め

られた。しかし、どの混合知llにおいても常にア

マゴが上位を占め、種間においてフマゴが１り優

位であると考えられる。

卵産

卵

は

こ
ー
・

／
４
－

行勧：アマゴ10個作の産卵床のある平瀬で産

勣の観gfを行った。ア･y :j'の産卵床の後方に

イ･ノナが定位しており、ア･フゴの産卵行動に

影Ｗを与えていた。イワナはアマゴの産卵床の後

方で底に沈むようにして定位しているが、産卯床

でアマゴの雌雄が寄り添い始めると“にじり"宵っ

てくる｡産卵床上でアマゴの雌雄が平行したり､雌

がソｆンガリングなどすると、イワナは産卯床に

急速に接近し、寄り添いに割り込もうとするス

ニーキングに煩する行動をする。他のアソゴもス

ニーキングのためか接近するが、イワナよりいち

早く発見され迫い払われる。しかし、イリナの割

り込み行動が見つかると、ベアの雄個体によって

激しく追い払われる。このような繁殖なわぱりヘ

の侵人頻度はアマゴの方がイリナよりも明らかに

多かった。なわばり個体の攻９行勣の頬度もイリ

ナよりもアマゴに対しての方が多かった。り人個

体のアマゴはなわばり個体からの攻撃を受ける前

に逃避するが、Ｑ人個体のいノナは攻撃を受ける

と執拗に追われる。これはイリナの産卵床への接

近行動が卵食いや賢睡間ス二－キングなどの意図

的な行動であるため、なわぱり個体は激しく追跡

するものと考えられる、

Ｈ

イワナの資源保護・管理対策と問題点

密漁対策:本水域はイワナ（キリクチ）の生息地と

して県の天然記念物に指定され、法的に保護され

ているが､立地条件､河川周辺の啜境から､密漁者

が立ち入り易く、しばしば密漁のあったことが認

められる。1996年8 Jj以降101jの間にも密漁斡が

人りた疸跡があり、本流部ではイワナおよびアマ

ゴが壊滅的な肢;I;を受けた。現地調を中にしばし

ば水の伎に絡んだ釣糸、餌容器などが放聚されて

いるのが認められ、かなりの密漁者が入り込んで

いるものと考えられる｡これらに対処するには､上

日、睨日、夏季（特に8Jj）などには監曳11のＭ置

など強力な監現が必変である。

保ii林の設定：木水域の周辺のほとんどが杉の禎

休地帯になっており、落葉照焔街林帯ほ僅かに存

在するのみである。そのために、杉の伐採後にい

たるところで|ljの斜面の崩落が起こり、上砂が河

川に流入し、イリナにとってliめてjR娶な隠れ家

の消失している現状にある。河川周辺を杉の単純

林にすると、生息する陸生のl&虫頚も単純になる

と同時に生息11tも減少する６のと考えられる。陸

生昆虫ほイリリーやアマゴにと、て重饗な餌資源で

あり、河川周辺を落葉照菓揖林にすることによっ

て餌資源を増大さすとともに、山斜面の崩落を防

ぐこともできる。したがって、川岸から少なくと

も50ヽ1001nの間を自然林として残才方禎が必侭

である。また､河川周辺を自然林にすることによ９

て、密漁者の釣りを防ぐこともできる。

伺川エボ:1996年に山の崩落防IEの目的で杉谷に

砂防騏堤が建ａされた｡本流八61t100mにわたって

許可なく取り付け;n路が作られた。これらの｡|ﾝμ

のイリナやアマゴヘの影Ｗは明白で、取|バ･jけ道

路区間、砂防1鍼堤下流部でほTI:事修了直後には魚

影は全く認められなかった。このような工事を行

う以前に杉の哨林を中止才べきと考える。



　　　　　　　　　　　　　　　　　　Summary

　　Food habits,(Hstribulions,POPulation dens田cs,environnlental conditions of

sPawning bed and sPawning beha｀'iors of Kirikllchi S�l゛ぶ'ms /t'1'c()111at?�sand

Amago 011印r/川c佃s川asθ1□弘油げ11s were invcsligated in the uPPer strealn of

li)tsukaw゛IRiver, Nara Prefecture. Social behaviors of the fry of both sPecies wcre

observed in the laboratory aquarium. The Kirjkuchi mainly fedonaqualic insects･

On the other hand, Λmago mainly fed on terrestriaonsecls.Theratio of Kirikuchi to

Amago POPulalion was low (3to7)in the lower reaches and high (6to4)in the

uPPer reaches alld their triblltoり｀ThePoplllalion densities of KirikuchiandΛmago

was O.44 fish / stream m and 0.82,Λugusl 1995 and O.35 and O,39,Λugust 1996，

1esPedively. The Kirik"chi made sPaw油柘be(Hn shallow waterof Fuchi°Pool and

Hirase'raPids comPared with Λmago･ Size hierarchyxvasobserved in social

behaviors of both sPecies. The Amagoxvas nloreagrressive than Kirikuchi and

dominant to Kirikuchi，
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第711ソｕ・ナトゥーラ・ファンド助咬成果l劃り,ll（1998）

叱太平洋におけるラッコの死亡要囚の解明

大泰司紀之1）・鈴

日本哺乳類学会海獣談話会

木ilﾓ嗣2'・水野文子1)・高橋千住3)・服部薫3'

Study on causes of morlality of marine mammals

　　　　　in the North PacificOcean

I'heMamm･11ogical Society of JaPan, The Conversalion So(icty of Marine Mammals

　　　　　NoriyukiOhtaishi l )・M“satsu8u Su2uki2≒Λyako Mi゛uno l≒

　　　　　　　　　　　Chik4 1dkahashi 3≒Kaoru HauorP'

　ロシア、tJパトカ岬において、海岸に漂ぷしたラッコの妃休･12個体を得、うち27個休を

咽理解朗し死亡原11､1の推定､寄生虫の検索を行った｡桔果､外傷による死亡が､10.7％であっ

た。他の死因については栄養状態の悪化､寄生虫感染､陥炎である可能性が示唆された。消

化管内寄生虫ほ、鈎頭虫３種、条虫１腫、扨虫２種が見られたが、死因との関連性は不明で

あ･)た。冬期の死囚には、天候の不順が大きく関係していると思われた。

緒言

　北方系生物群集が大規唄に生息-|‘る北太平洋海

域|よ､地球規摸の生態系保全に重要な地域である。

ラ･バj（aljlμΓ､11｡1､js）は、:Jマンドルスキー諸

島、カムチャツカ半島、予島列島並びに北海道周

辺洵域において、オットセイやトドと共に、生態

系の高次楠食者の一つである。高次抽食社は、栄

菱段階の低い他腫を捕食することでそれらの種を

:jントｕ－ルしている（Rcdford、1992）。訳えぱ、

りッ:jがウニの個作群をﾆlントｕ－ルすることで、

:jンプ群集は繁栄し、間接的に魚介類や甲殼頂の

種がａ富になる（Plim;､ck、1993）。高次捕食者は、

こうした例gこ11られるように、生物多様性を推持

するために重要である。ラッこjの保護管理を行う

上では、個体群の性比や船鳴成を把握すること。

ラソコの死亡要囚や栄養状態を把握することが必

饗である。アラスカラッ゛以|ﾐ.lullis kcnyoni〉で

は、個体群鳴造や死亡娶囚の把握がほわれてい

る（Ken〉･on、1969）が、アジアラッ:J（E.lulfis

lulris）ではこれらの研究はほとんど行われていな

い。そこで本研究は、ロシ7、lj j、チャツカ半島

ロパトカ岬における死亡個体から、個体群の死亡

串や死亡個体の性比、年船Ｍの把握と、病理解削

による冬期間の死亡姿因の推定をＨ的として行っ

た。

ｏ北海遵大学大学院猷医学研究11

　1Jk)｢alory or Wildlirdliology. Gufaduale School of velerinary Medicine,Hokkaido universilyl

2'北海直大学歯学部

　Fa(u11of1λnlislly,liokkaido universily･
j'北海il大学猷医学部

　Fa(ultyofveﾐerinllymcdicinぐ,Hokkaido univcrsily
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方法

　1997年I J1 13 11から311.1まで、ロシア、カムチ

ャツカ州ロパトカ岬（北緯51 1 束軽1571）にお

いて、岬周辺の海岸に漂着したラツニjの死体･12例

を、徒歩あるいはスノーモーlぞルによって回収し

た、サンプルほ、許可汪の閔係上、97年8 Jjに再

び口シアヘ赴きＨ本国内に持らＭりた。

1.個体群構造の把握

　回収した42個体の性は、外部生励器の形態に

よって確認した。回収した個体の齢購成の概要を

知るため、頭骨を採取した。頭骨は、縫合線の閉

鏑状態、乳歯の有無、犬歯の磨旺状態を調べ、永

久歯が生え揃っており、蝶後頭軟分桔合が閉じ、

矢状縫合・ラムダ陵が明らかに発達しているもの

を３歳以上（成甑）、永久歯の萌出が見られ、蝶険

頭軟骨桔合は閉じておらず、矢状縫合・ラムダ陵

は小さいか発達中であるものを４ヵ月以上３歳未

満（亜成獣）、乳歯が見られ、蝶険頭軟骨桔合は開

いており、矢状縫合・ラムダ陵は認められないも

のを生後4カJj未満（幼獣）として、３つの年齢区

分に分けた（Roesl、1993 ； 竹井ら、1981）。

2.死亡要因の推定

　回収個休lj、回収時に肉眼で外傷の有無、外郎

寄生虫の有無を確認した。27個作について病理解

衣 目り】収個休中に見られた病変とその比率

剖を行い、皮下の出血や外傷の有無、消化管病変

（漬傷､腸重債､腸粘膜の充血など）と腎臓閻川や

下腹昌皮下の脂肪量を肉眼で確認し、消化管内寄

生虫の有無の確認も行った。寄生虫は、hnごとに

切断した腸管を切開し、楊内郎の虫体を任愈に採

取した。条虫は70％エチルアルコール、その他の

轜虫類は10％ホルマリンに漬け保存した。寄生虫

は、醇酸カーミン染色、ラクトフエノール透過を

行い、光学顕徴鏡下で観察して同定を行った。

結
１

果

個体群哨造

漂剔副い2個体中の性比はオスが27例（64.3

％)、メスが７例(16.7％)、不明が8例(19.0％)

であった。確認されたオスとメスの性比は3.86:1

であり、｜：１から有意に異なっていた((;核定.

dr=1、p40.05)。

　3つの年船区分の内訳lj、幼獣15例(35.7％)、

亜成獣7例(16.7％)、成欧20例(･i7.6％)であっ

た。メスでは３歳以上の成獣は見られなかった。３

つの年船区分||ljで有愈差ほ見られなかった((i接

定、df=2.p〉0.05)。

2.死亡要因

　解剖を行った27例で認められた病変を、衣□こ

示した。今回の標本からは外部寄生虫は認められ

回収個体中病変が

　見られた例故
比率 内訳

外傷（皮下出血） 11/27 40.7％

消化管病変 23/27 85.2％

泊瘍6例（22.2％）

胴重債7例（25.9％）

固帖膜の充血　15例（55.6％）

寄生虫 27/27 100％

拘頭虫27例（1（）0％）

線虫　7例（25.9％）

条虫　2例（7.4％）
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なかった。外郎からは利断できなかったが、40.7

％で皮下に出血や外傷が認められた。消化管の肉

眼的病変は85.2％に見られた。内訳としては漬瘍

が22､2％、軽度のものを含めた腸粘膜の充血が

55.6％で認められた｡腸jRfaが25.9％見られたが、

腸の閉塞を起こすような垂度なものが2例あった。

消化管内寄生虫は、小腸上中郎に、鈎頭虫が100％

のラヽノコについてみられ、多数寄生も数例認めら

れた。腫の同定を行った桔緊、C､刄7｡)so､a c､向･必

とGIり7匹o川ハlnj川(川川1ヽCoり71(哨'/11j sP. であっ

た。６俐(22.2％)のS'1では3ヽ5811の扨虫の幼

虫と成虫が混在して寄生していた。ほとんどは、

/)sc�olc汀ぶjoヽ･adc吻'泗lsであったがル面函s sp･

と思われる幼虫がまじったものも見られた。ま

た、腸管に1ヽ211が寄生している例もあった。条

虫1)φ/叩凹叩､)､tJs sp. は7.4％のラソ:Jに見られ

た。

　また、消化管内に食汲がほとんど見られないも

のが多数見受けられたが、栄養状態を比軟する基

準にはならない。そこで、肉眼的に腎臓周囲や下

腹部皮下の脂肪殻を記録したが、病変との関連は

見られなかった。

考察

1、ロパトカ岬周辺の個体群の特徴

　今回得た漂本12例は、オスが多紋であった。こ

れまでのロシアfl学アカデミーの調査により、口

パトカ岬周辺では才スの個体群が、岬から70・程

離れた北千島列島パラムシル島周辺ではメスの個

体群が、それぞれ浮遊姚団（ラソト）を形成し繁

殖を行っているらしい（lhlrdin、私誂）。今回得た

標本でオスが多数であったことは、このことを反

映しているものであろう。

　ロパトカ岬周辺で観察されるラッコの推定個体

数は約1.000～1､500頭（Komcv cla/｡、1988）で

ありながら、渫在中の約１ヶ月の間に打ち上げら

れた死体は60例を超えた。ロシアの他の場所に比

べて死体の漂着が多いのは、海流の関係で様々な

地域からの死体が漂着しているため（Komcv ela/｡、

1988）とされているが、今回のほ本ではオスが多
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く パラムシル島のメス個体詐からの漂着がある

とほ考えにくい。しかし、カムチャ

の個休群は111』らかにされていないこ

ジカ半島東岸

と

のオス個体群からのものであるという

る。

から、ここ

可能性があ

　今回分顛した３つの年船区分間で有愈差が見ら

れなかったのは、き区分内の年齢の幅が賢なり、

幼甑に比べて亜成猷、成猷の妃亡個体ltが過大舒

伍されたためであろう。実際ほ、幼猷の個体数が

高いか、死亡串が高いものと推11される。このこ

とを確認するに|よ、より細かく年船を区分して比

軟する必要がある。年齢査定法は、大陶の切断lfij

に生じるセメントil成IUaによる方法が、

Ry;りanov and Klevcjal（1991）により眼吋されてい

る。しかし、この方法ほ推定された年齢の誤差の

大きいことが知られており、まず切断法や染色技

術の確立などＭ度を上げることが必要である。齢

査定桔度の向上によって、死亡個休111に占める幼

獣の割合を収密に検討できるであろう。

2.死亡要因

　今回分析できた結果から、ラ･バjの冬期死亡原

因として、寄生虫のjR度感染、腸炎、腸jR債、外

傷があげられた。

　CIJり'ｍ)ｓｏｍａヽ油ydrjは、ラッ:Jだりから認めら

れる鈎頭虫で、ラッ=jは好適終宿主になり、あま

り病Ｍ性を示さないとされ(llenncssy l･、al.｡

1977)、今回の標本の死亡饗因ではないと推定さ

れる。その他２腫の鈎頭虫(C､lり･｡os｡｡､j

jlrljfllOSljjljとaJり･､IOSo｡laSp.)が見られたが、病

原性との関連は不明である。鈎頭虫の中では、

Poり'j川)り'ljljssSI.がカリフ'1ルニアラッ:‾j(lf.

lulris nereis)では、腸を穿孔するなどラ･バJに致

命的な傷;りを与えるために間蹟とな-jている

CIlcnnessy el ､lj.｡1977)。今【り】のｕシアの哺本に

はヽIWyjljofμ･ljs sp.は確認されなかった。これは、

カリフ才ルこアラッ=jとアジアラッニ･の食性の違

いによるものと思われる。ハ勿､ｍ､り､j｡､s sl､｡は、リ

タリガニ1=1のF｡jcfjl､iを通じて感染Ｌていると言

われている(Ilcllncssy cl j､1.、1977)。アジアラッ



=jでも、タラバガニ科を中心としたカニ類を採食

している(Konlcv el aj｡1988)が、リタリガニ科

の採食は確認されていないため、寄生が起きない

のであろう。

　縫虫ではＲ虎吻虎j･jの寄生が、アラスカで主要

な死亡要因となっている。頭郎に突起のある1?船

幼虫が寄生すると、十二指腸に漬瘍を起こし、穿

孔して腸の外側にも寄生することもあり、死亡に

直接つながるという(|.auckner、1985)。しかし、本

研究で確認されたR､1�ﾉ､jc｡sほ、すべて後期幼虫

と成虫であり、寄生による病変およぴ症状は見ら

れなかった。|:園Eの発遠した後期幼虫はⅢこ密接

にll!まって寄生するが、致死的なり1態には・らな

い{|｡3uckncr、1985}。1た、成虫ほ、S‘1粘膜に食

いつかないのが普通である(Lauckller、1985)。

　条虫|よ、ラッ:jでほ1拘､jo卯jl叩or'jいp.のＤ．

lelfjjjlenjsヽZ)｡11aljcn叩ler‘lcヽD.s･j､11clla･の他

jlj'r･l謂jcocq､11ajljs /､11oc･arljnlの記祓がある

(Lauckner､1985 ；Yur､lkhn0､ 1986 : 恥池ら、1981)

が、どれも特に病原性は示さないとされている。

したがって死亡要因との関連は無いものと推定さ

れる。

　今回の病理解削では、腸にいくっかの充血郎位

や漬殤、重度の腸重禎などの病変が認められた。

肉殴的には病原因子を特定できなかったため、組

咳病理学的検索を行いこれらの原因を明らかにで

きると考えられる。

　外傷が高頻度で見られたが、これらの個休のほ

とんどは、悪天候に見鋒われた||の翌日に、祈鮮

な状態で【0】収された。このことから、外傷は、調

査期間中の天候の不順により、高波にさらわれ岩

にぷつかるといった事故によるものであると推定

された。

　栄淀状態を比較する基準として、肉眼的に腎臓

周囲や下腹郎皮下の脂肪量を記録したが、消化管

病変や寄生虫感染との関連は見られなかった。シ

カやカモシカでは、腎臓周囲脂肪指数（Kidney fat

index: K日）や大腿骨勤中脂肪量の測定で、ニホン

ザルでは大網、腸管膜につく脂肪で栄養状態の相

対比較を行っている。しかし､ニホンザルではK日
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や大腿骨勁中の脂肪itの測定は不適といったよう

に、種により栄養状態の指標は様々である（ll陥

部ら、1995）｡ラソコでは体脂肪がほとんど見られ

なかったために、ラッコの栄養状態を示す指捺を

新たに探す必変がある。栄貧状態を測定すること

１

影

き

より、消化管疾患がラツコの栄養状態に与える

Ｗや、性成熟に対する影Ｗなどを知ることがで

ると思われる。

3.保護管理への指lt

　今回の調査でIMらかに死亡変因と考えられたの

は、外傷のみであった。寄生虫感染、腸炎、陽嬢

債、栄淀状態の悪化は、今回の標本の死亡原囚と

は確定できなかったが、より詳細な分析を継続し

て行うことによって、明らかにされるだろう。

附記

　毒性物質の検出：毒性物貿検出のために、肝臓、

腎臓、肺la、筋肉を、それぞれ50gずつ計23刺か

ら得、10％ホルマリンに漬けて保存した。環境汚

染物貿として、重金Ｍの険出を行う予定である。

これにより、ラッコの生息する海域の汚染状況や

生物濃縮の過陛を明らかにすることができ、また、

それは人間の生活環境の汚染状況をモニターする

ことにもつながる（IIけ､郎ら、1995）。

　DNA多型の解析:DNA多Ｍの解折のために筋肉

を計22側から得、これは70％エチルアルコールに

漬けて保存した。この解析も随時行っていく予定

である。アラスカや千島列島の個体群ものと比較

し、どのくらいの遺伝的広がりを持つか、いつ頃

分離していったのかを知る手がかりになるだろう。

　生殖器の組織学的検索：また、繁暁状況を知る

ために、雌雄生蜻2iを23例から、すなわら雌性生

蜻2iを17例、雄性生蜻器を６例採取し、10％ホル

マリンに漬けて保存した。これらの標本む、現在

分析中である。生蜻器漂本からは、特にメスにお

いて、卵県や子宮の計測や肉眼的・組織学的映察

によって、季節変動の有無や過去の排卵数や妊娠

数、出削1lj隔、それぞれの個体の生暁状態を知る

ことができる（川名郎ら｡1995）。また、年齢との



閲係を明らかにすることで、初回発情年齢、初回 尚、この研究は1996年度のPRO NATURA ソァ

妊娠年齢、初産年齢、妊娠串、性成熟串、産子数　　ンドによる助成を受けて実拾された。

など、個体群の生励生物学的パラメーターが推定

できる（IIけjlSら、1995）。今回の標本数lj少なめ

だが、今flデータを1剃aしていくための基礎資11

としたい。

　頭骨の成長椙式の推定:97年８月、カムチャツ

カ科学アカデミーの協力の‾ﾄﾞ、ロシアのカムチャ

ツカ半島ljパトカ岬において1983年から89年に

かけて集められた頭竹1濤木を川いて、頭竹の成艮

様
年
式を求めるための計測などを行った。漂本ほ83

が67例、8･1年が180例、85年が133例、86年

が99例、87年が68例、88年が､12例、89年が15

例の合計501例である。堕骨の計測は25ケ所の部
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－６削ソｕ・･ﾀＦゥー-ラ・フｙン｝‘咄戌成SI報S’i,IS（1997）

金華山のシカが草地核生の種多様性と生産構造に与える影響

東北大学植物生態学研究グループ

彦坂幸毅1)・柴崎克彦ｎ・伊藤健彦1)・永松大lj ・高槻成紀2)・広瀕忠樹1)

Effects of Sika dcer grazing on the sPecies comPosition

andcanoPy structure of grasslandsonKinkasan lsland

　　　　　　　Rese゛ch grouP of Plant ecology, 'R)hoku university

Hikosaka,K.ll，K.Shibazakil】Jltohl≒D.Nagamatsu ll ，S.'nlkatsllki2】＆T.Hirosell

　ニホンジカが草地禎生の多田生に与える影Ｗを明らかにし、大型動物を含む生態系の保

全に関する基礎資料を得ることを目的とし、金辰山島内の防鹿甫内外に出現した群落の生

産購造の解析を行った。

　遷移における腫交代には光をめぐる競争が大きな姿因であると考えられる。暁物の地上

郎の主な役割は光合成に必要な尤資源を獲得することである。護得した光の殼を刊得とす

るならば､その光を獲得するために投資された地上郎重量がこ･ストと考えることができる。

本研究では遷移後凹に出現する腫ほど単位地.I消;重殼あたりの獲得光量が高いという仮説

を提示し、険証を試みた。

　７月に金草山島において、１）ニホンジカに肢食されている購外のシバ群落、２）遷移

の進行が進んでいない楕内のシバ群落、そして３）遷移の進行が進んだ構内のススキ群落

を対象とし、群落内の光啜境を測定した後、腫ごとに層別刈り取りを行い、汚腫の獲得光

量および地上郎収量、葉面禎を竹出した。

　その桔果、構外シバ群落では丈の低い種の方が光獲得効串（地上部重量あたりの吸収光

量）が高かったのに対し、構内シバ群落ではどの腫も光漫得効率はそれほど変わらず、さ

らに、遷移の進んだ唄内ススキ群落では丈が高い睡ほど光援得効串が大きかった。このこ

とから、遷移の進行が丈の低い腫に不利にはたらいていることが示唆された。また、構内

ススキ群落において、ススキ群落でも楕内シバ群落両方で見られた腫とススキ群落でしか

見られなかった腫に分けて比較したところ、シバ群落でも見られた腫はススキ群落でしか

見られない腫に比べて光獲得効率が有意に低かった｡このことから、ニホンジカの採食圧

下で生育可能な腫は光獲得効串において劣り、採食圧がなくなると光獲碍効率の高い種に

交代することが示唆された。また、稜による光獲得効率の違いは地上部における物貿分配

の違いによることがわかった。

1’東北大学・院・理・生物学
2’束京大学・総合研究溥物銘
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はじめに

　大型動物による採食は仙池の椎持に重娶な働き

をもつ(Smith l940、 Whiuaker 1967、 MCNaughton

l979.1981)。大型動物が卓越した場介、存休では

木本腫の更祈がｍ ;‘;され、り:地叱がおこり

(Takatsuki＆(;ol､li1994)、草地においても腫組成

が大きく変化する(MCNaughlon 1983、1984)。採

食圧が強くなると背の低い禎物が相対的に多くな

り、群落高は低く、哨生は単純化し、採食:圧がなく

なると元に戻るとぢ･えられている(Noy･Mcir cljj.

1989)。

　宮城県金華山島ではニホンジカが保護きれてい

るためにその個体密度が非常に高い。金旅山島の

碩生がニホンジカに;彭Ｗされていることはすでに

吉井・吉岡(19･19)によって指摘され、その後の

調査により、４林のな政化(Taka､suki＆Gorai

l994)､草地におけるアズマネザサ群落の減少とシ

バ群落の拡大(Taka回ki 1980)などが根告されて

いる。シバ群落が拡大できるのはシバが採食圧下

でも高い生産力を維持でき、いわば肢食jH生をも

つことによるとぢ･えられる(伊藤1996)。金草山

島では存林育成を目的とし、1990年に防鹿消が設

けられた。晴内ではその後哨生遷侈が進み、遷移

の進行が駁も速い場所ではススキが優占し、シバ

群落が逆に減少している。本研究では、この禎生

遷移の過程を解析することにより、シカが草地績

生の購造や多様性に与える影Ｗを明らかにし、大

Ｍ勣物を含む自然生態系の保仝に閉する基礎資料

を得ることを目的とした。

　遷移においては光をめぐる競争が腫交代の大き

な要囚と考えられる。シカの採釦E下で俘続でき

る腫と遷移圈ﾘjに出現する腫では光のfり川にどの

ような違いがあるのだろうか。これまで本グル‥

プでは、腫祖成が変化しない安定な多腫共存系で

あるオランダのΞ1シ群濤において群落の生産隋造

の訓査を行った(11irose＆Wcrger1994、1995)。

哨物の蛙上部の主な役割は光合成に必姿な光資源

を獲得することである。この研究では、物貿刊川

の観点に基づき、地上部重ほをこjスト、獲碍光量

を刊得と見なし、群落を購成レ(いるそれぞれの

18

挿が:jストに見合った利i!1を1!jているのかを調ベ

た。その結果、群落において優占している上層挿

においても、現存量の少ない下層14{にj3いても充

を獲1!M‘る効率、つまり辿上部'･旧､tあたりの獲f!}

光II;:(f卯1/=Jスト)ほ変わらなかった。このこ

とから、地上部重量あたりの獲得光;､iをあるly度

椎持することがある種がそこで仔続する、つまり

共存の条件であることが示唆された。このことほ

他の訓佐によっても支持されつつある(柴崎

1995)。

　光を掻1!1する効率をある程度維持才ることが共

仔の条件ならば、逆に。椎持できない種ほ光をめ

ぐるQ籾I･が激烈になれぱ生存はできないことを愈

味する。このことから、;11客にj3ける種交代のメ

カニズノ､を説明することが･if能ではないだろうか。

木研究ではこのような考えから、y4なる遷1寥段陪

に出現-l･る腫の特性を比較することにより、遷1客

のメカこズノ､を明らかにすることを試みた。

ｔ拝1と方法

調査地

　金辰山島は宮城県牡鹿半島の束方（北拉38度18

分・収経M1度31分）に位置する面債約10�の

小島である。島内鹿山地区ではニホンジカの密度

が特に高く、シバ群落の兌達が著しい。この地区

にある防鹿揖外のシバ群落、哨内のシバ群落、構

内のススキ群落において調査を行った。哨外のシ

バ群落は群落高が15clnと非常に低いが、旧内のシ

バ群諮では70cmに達する禎物も現れ、シバの優占

度は下がっている。また、同じ哨内でも隋が作ら

れる前の状態によって優占汁がyぐなるが、揖内の

シバ群落もやがてススキ群肪に遷侈するものと考

えられる。このことから、遷侈系列として哨外シ

バ群落-･哨内シバ群落-･哨内ススキ群落を想定し

た。

調査方法

　外訂･落で方形区を設置し(構外シバ群落:､100�、

柵内シバ群落:800�、梢内ススキ群落：１�)、

高さ5cmごとに群落内の.相対光強度を測定した



(LI-1000、Li-cor、Lincoln)。その後方形区を４　　結果

つの小方形区に分け、各種ごとに地上部を地ぎわ

から刈り取り、研究室に持ち帰り、高さ5cnごと

に各種の各器官（葉、茎、花、枯死部）により分け

た。各お官の面債を葉面債計（LI-3600、Li-eor、

Lincoln）によって測定し、70度で３日間以上乾燥

させたのら、乾燥重吊:を測定した。統計処理は

Sokal＆Ruhlf（1981）によった。

獲得光量の計詐

　各種の獲得光量はHirosc＆Werger（1995）に

よった。群落内の光強度の減少をMonsi＆Sacki

（1953）により計算した。

/＝bexP（-K/帽　（1）

ここで、Ｆは群落最上部からの債詐菓面債指故で

あり、１とｈはそれぞれＦにおける光強度と群落

最上部の光強度であり、Ｋは吸光係数である。

　腫川こよって群落内の層｡/で吸収された光量子

密度（φび）は以下のように計抹できる、

･り/＝－･μj6 njl革anj）
(2)

ここで、－ムがよ層月こよって吸収された尤量子密

度であり、ム巧は層jにおける腫jの葉面債であ

る。

式１から、ｊび/Zき/胎１び/A巧

であり、さらに１び/A巧＝K/pexp（-KF）であ

るから、式２ほ以下のように酋ける。

φび ＝K/･･exp（-KFj）１巧　（3）

ここで巧は層ﾌﾞにおける債算葉面債である。これ

らから、腫川こよって吸叔された光量子密度（獲

得光量）は、

φ＝Z4リi

となる。

(4)

１　群落の記截

　八１に訓査群落の基本的な特性を記す。調査し

たいくつかの腫では、葉以外のお官も光合成器官

として賎能していると思われたため、葉面債に他

器官の面債を含んでいる。群落高、地上部現存焼、

群落の蔡面債指数とも遷移が進むにしたがい大き

くなった。しかし、種数の増え方はそれほど大き

くはなかった｡特に､方形区の㈲債が毀なる(調査

方法参照)ことを考慮すると、種多様性白体の変

化は少ないと考えられる。表２に汚方形区に出現

した腫とその現存焼を示す。小さすぎて同定でき

なかった２腫を含めて、３箇所の方形区で49種が

確認された、そのうち、横外シバ群落のみに現れ

た腫は10腫､揖内シバ群落にのみ現れた種は５腫、

隋内ススキ群落にのみ現れた腫は19種であった。

全ての群落に現れた種はヌカボ､ヤマカモジグサ、

ヤマムグラ、カご､ツリグサの４種であった。

　図１には外群落の生産構造を葉面債の展開様

式で示した、街外シバ群落はほとんどの葉面債を

辿上5cm以内に展開レ(おり、群落の殼大高が

70cmの梢内シバ群落もほとんどの葉面積は辿h

15cm以内に集中していた。一方、膳内ススキ群落

では全ての高さに葉面績が均等に近い状態で分布

していた。図２に群落内の光の滅衰を示す。街外

シバ群落では群落高が低すぎるため､調査を行わ

なかった。式１を適用すると、吸光係数眉よ硝内

シバ群落で0.29、構内ススキ群落で0.56であっ

た。

２　各群落における種の光獲得効率

　殼初に述べたように、獲得光欲を利得、地上部

重辰をコストと見なし、外拉がどのような光獲得

効率（地上部重量あたりの獲得光量）を実現して

いるかを比較した｡揖外シバ群落の吸光係故とし

て、構内シバ群落で得られた位0.29をそのまま適

用した。図３には縦軸に獲得光輦、横軸に地ﾋ部

重址をプロットした。いずれの群落でも獲得光量

と地上部重量は両対数グラフ上で直線の関係が認

められた。しかし、傾きには有為な差が認められ
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１

２ ３

(F0.01、ANCOVA)、同じ地上郎重殼で比較す

ると､遷侈が進んだ群落ほど獲得光銚が低かった。

光掻得効率を地1泊いR量に対してブロットしたの

が図４である。この関係は群落によって際だった

違いを示した。Ⅲ外シバ群落では現存量の少ない

腫ほど光獲得効串が高かったのに対し、哨内シバ

群落では群落問の差が見られず、揖内ススキ群落

では逆に現存筑の少ない個体ほど光獲得効串が悪

かった。

　光獲得効率における個体の丈の高さの意昧を知

るために、光獲得効率を腫の地上郎の殼大高に対

してプロットした(図５)。桔果は現存量と同様

で、揖外シバ群落では丈の高い腫ほど光援得効串

が高いのに対し、枡内シバ群落では群落間の差が
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図４　外プlコットにおけるＳ腫の光獲得効串〔獲

得光量／地上部１量〕と地上郎jlRll1の関係。×：柵

外シバ群落、●：措内シバ群落、○：梢内ススキ群

落。回帰曲線はべぎ乗式を当てほめた。
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図５　各プロットにおけるＳ腫の光獲得効
Ｆ一

Ｉ
一 (獲

得光量/地上部重量）と種の最大高の関係。×：柵

外シバ群落、●：柵内シバ群落、○：Ⅲ内ススキ群

落。回帰曲維ほべき乗式を当てはめた。

見られず、構内ススギ群落では逆に丈の低い腫ほ

ど尤獲得効率が悪かった。

　光獲得効率の蛙上高依存性が群落によって頂な

る原囚を探るため、光獲得効率を以下のように分

解して解折した。

1･nlass -

- φareaxLAR (5)

ここで、φmassは光獲得幼率、φareaは葉㈲債あ

たりの獲得光量、l.ΛRは地上部重量あたりの葉面

債である。この式の意昧するところは、尤獲得効

率の違いをもたらす姿因として、φarcaとI.ΛRの

二つがあることを意昧する（Hirosc＆Werger

1995）。群落内ではより上部に葉を展開するほど

葉㈲積あたりに受ける光（φarea）が強い。一方、

重量あたりの菓面債（LΛR）を増すことによって

も光獲得効率を増すことが可能である。図６に外

腫の高きとΦareaの関係を示した。群落高が賢な

ることを反映し、この閔係ほ群落によって大きく

異なった。構外シバ群落では高さが変わってもφ

areaはほとんど変わらないが、遷移が進むことに

より、φareaの高さに対する依存性が大きくなっ

た。図７には地上部の高さとLARの関係をプロッ

トした。両シバ群落内では背が高い腫ほどLARが
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における各腫の葉面債／地上部

の関係。×：梢外シバ群落、●：

落､○:槽内ススキ群落｡Iり】帰曲維はベ

てほめた。回帰曲線はぺき乗式を当て

低いという枯果が出たが、街内ススキ群落では有

意ではなかった。ばらつきが大きいせいもあり、

群落間でff為な差は認められなかった。

３　出現パタンの異なる稜の光獲得効率

　図８では枡内ススキ群落に出現した種のうち、

騰内シバ俘落にも出現した腫とススキ群落にしか

出現しなかった腫の地上部の高さと光捜得効率の

関係を比軟した。すると、両対政プロットにおけ



る回帰直樟の切片が有為に昆なり(μ<0.001、

ΛNCOVΛ)、同じ高さで比較するとススキ群落の

みに出現した睡のほうが高い光獲得効率を実現し

ていた。

　両グルーソにおけるφareaを比較してみると、

有為な違いは見られなかった(図９)。しかし､LAR

と高さの関係では切片に有為な差が見られた(図

10、p＜O.01、ANCOVΛ)。　また、LΛRと高さの関

係では栂内シバ群落の仝ての腫と柵内ススキ群落

における丙群削こ出現した種のデータの間には有
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図８　携内ススキ群落における哨内シバ群落にも

出現した腫(▼)とススキ群落にしか出現しなかっ

た種(▽)の光護得効率と地上部の高さの関係｡回

帰曲線はべき乗式を当てはめた。
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図９　晴内ススキ群落における横内シバ群落にも
出現した腫(▼)とススキ群落にしか出現しなかっ
たll(▽)の獲得尤騒／菓面債と地上部の高さの関
係。回帰曲線はべき乗式をぴiてはめた。
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図10購内ススキ群落における街内シバ群落にも

出現した腫（▼）とススキ群落にしか出現しなかっ

た腫（▽）のLARと地｡|ぷの高さの関係。さらに、
構内シバ群落の全データ（●）も示した。回帰曲線

はべき乗式を当てはめた。

為な差が認められなかった㈲10)。な

タンによって尤獲碍効率が賢なるとい

お
配

、出現パ

このよ

うな興味深い傾印ま他の群落では見られなかった

(datanolshown)。

考察

　今回の解晰により、遷侈段隋が進むほど、背の

低い種が光護碍効率の㈲で不刊になることが示き

れた(図５)。このことは、遷侈が逓むほど光を

めぐる競争がはげしくなることを直接的に、かつ

定量的に示している。光という資源は上方からの

み供給されるため、背の高い腫ほど菓面債あたり

で強い光を受けることができる([司６]。しかし、

個体が高くなるためにはより多くのバイオマスを

茎に投資しなくてはいけない((沁nish 1982)。

その桔果、強い光を受けてもLAR(地上部重量あ

たりの葉面債)が低いというジレンマが生じる

(Hirose＆werger l995)。この桔果、種祖成が

安定している多睡共存系では背の高さに関わらず、

光獲得効串に大きな腫間差は認められなかった

(Hirose＆Werger 1995)。しかし、隋外シバ群落

では背の高い禎物がニホンジカに我べられるため

に、群落高が低く抑えられ、地上高がOに近い腫

でさえかなり強い光を受けることができる。背の
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低い個体はバイオマスのほとんどを菓に投資でき

るため、高いLARを実現でき（図７）、その桔果光

獲得効率が高い（図５）。しかし、遷移が進んでス

スキが優占すると、φal･ea（菓面債あたりの獲得

光量）に大きな差ができ始め、優lり種であるスス

キと最下層の腫のφareaが二桁も違うようになっ

てしまう。その桔果、光獲得効率は上層個体ほど

高い（図４）。なお、ススキ群落においてI.ARと高

さの間に有為な相関は見られなかったが（図７）、

ススキ群落のみにあらわれた種だけで見ると負の

相関があることから、これは出現パタンの跨なる

腫で関係が異なることを反映したものであるとい

える（図10）。

　ススキ群落で見られた、出現パタンの異なる腫

のグループ間で光獲得効率に異なる傾向は非常に

興昧深いものである。同じ高さで比べると、遷移

初期にも見られた種は遷移後期で現れた種よりも

光獲得効率が低かった（図８）。この違いはLARの

違いに帰することができた（図10）。このことは、

出現パタンの違いが個体の物貿分配の違いを直接

反映していることを示唆する。つまり、菓面債を

多く展開できる槙物が遷移陵期に現れ、遷移初期

から存在する種を光をめぐる競争の末に駆逐する、

というものである。

遷移初期に出現した種がなぜLARが低いのかは

今回の研究からはわからなかった。しかし、二つ

の可能性が指摘できる。一つは、この性質が採食

圧耐性と何らかの閔係があるということである。

草食獣に食われにくくするためには二次代謝物貿

の蓄債や葉の表面に形態学的な何らかの構造をも

つことが有効である可能t生がある。それらの物質

への投資は地上部あたりの葉面債を下げる方向に

働くであろう。その結果、光獲得効率と採良耐性

との間にトレードオフの関係がある可能性がある。

この考えが正しければ、遷移初期に出現した種の

多くはこれから駆逐されていくであろう。もう一

つの可能性は、季節的な光条件の違いを利用して

いる、というものである。ススキはおそらくＣ４

槙物であるために低温での活動が鈍い。柴崎

（1995）によれば、宮城貼鳴子町川渡におけるス

53

スキ草原では、ススキの地上部の展開が季節的に

他の暁物より遅い。その桔果、下層種は春から初

夏にかけてススキよりも高い光獲得効率を実現で

きる。真夏にはススキが卓越し、下層種の光獲得

効率は非常に低いが、一年を通しての光獲得効率

を計算してみると、下層種と優占種ススキの問に

大きな違いはない（柴崎1995）。LARは一般的

に強光条件で低くなるため、春先の強い光を利用

する咳物はLARが低い可能性がある､｡金華山にお

けるススキ群落でこのような季節的な「住み分け」

的な隨購が働いているかどうかを明らかにするに

はさらなる調査が必変である。

　シバ群落は一見単調な草原であるが、腫組成を

調べてみると構外であってもわずか400�の中

に20腫もの種多様性があったのは｡驚きである（表

１・２）｡光掻得効率を詞べることでは残念ながら

その共存機購にぜまることはできなかった。これ

だけの多くの腫が共存できるt副斟ま採食圧附性と

関係があると思われるが、まだ明らかではない。

この点もさらなる研究が必要であろう。

　シバ群落は現存量が小さい（表１）が、生産力

が高いため、夏ヂにはニホンジカの環境収容力が

高い（伊藤1996）。しかし、常縁性の種は少な

いため（表２）、冬期にはニホンジカの食料とは

なり得ない｡金華山島のニホンジカは捕食者がな

く、人間からも保護されているために､個体密度

の調節はニホンジカの増殖能力と餌である暁物群

落の環境収容力に依存する。金草山島では戦後か

らニホンジカの頭数が増え始め、1983年にはピー

クの690頭に達した､｡しかしその翌年に大量死が

表１　調査群落の特性

痛外シバ詐ｌ 曙ちシパtll
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表

学名

各プロットに出現した睡とその土地面債あたりの乾燥重量

和名
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uniこlentぼjed

Festuca rubra
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£な泌ρ∂ｍ価りr
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Ga痕/mpog(〉ranlねむm

7Wselumb涛(ywn

/1!7ropμon c､7ar∂

Efigefon canadcnsis

Oxa＆comた1ぬた1

Polygara japonica

Sphnthes sinensis

ﾉ1♭泌Ｓ＆川j

Carexわlμ7痛゛s
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Ze琉oya si?哨11a
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CaQmjgro�s印.jek}s
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1994）。このことは、500-600頭前後がこの島全作

の環境収容力であることを示唆している。現在は
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すでに500頭に回復している｡冬季のニホンジカの

主な食物は木本の街皮や草本槙物の茎など、シバ

群落にはないものが７割以上を占める（伊藤



1996)。シバ群落に出現する腫はその被食耐性のた　　　in herbs, Plantfoml,andca,vollulioltΛmelican

めに現在金華山島内で生育地を拡大しつつあるが，　　Ｎぬtr涵st 124:86J1-886｡

これは逆に冬今の島の環境収容力を下げる桔果と　　MonsiM＆SaekiT(1953)Ubcr den Lichtfaklor

なりかねない。冬１の食料となりうる群落を育成　　　ｉｎ ｄｅｎＰ山nzc叩eseHsch油en und scinc

することやヽニホンジカを間引くなどの人為的な　　　Bedellt"11g furdie StoffProdukti()n･JaPanese

処置が採られなければニホンジカの個体群を安定　　　Joumj of Boいny l4: 22-52.

的に保９ことは111しいかもしれない。似ヽなこと　　Ｎｏｙ-Ｍｅｉｒ ｌ，Ｇｕｈｎ,,ｎＭ＆Ｋ仰lan Y(1989)

に、農某が行われていない金辰山島では人間生活

とニホンジカの摩擦は起こっていないが、ニホン

ジカによる農作物への咳害が甚大な地域では人間

生活との共存と、jlホンジカの個n:群の安定化の

ためにも人為的措置が必姿であるとぢ･えられる

(高槻1992)。
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whileM汝1川1陥s辿1朗冶dominated in the late succession. Lil;htcaPlure of sPecies

jn cach Plol was calculated according to Hirose ＆XWrger(1995).ln lhe stand not

ProteぐtedfromSikadeer,lightcaPtureefficiencywhichisdefincdasabsorbcdPhoton

flux density per unit of aboveground biomass･ was higher in lhe species wilh short

height， while taH sPeciesxvasadvantageolls in hght cdPture efficiency in the

Mfs(‘,川1/jllsstand. Such difference between sljnds was attribulcd to the differcnce

in light caPlure Per unit oHeaf area amon1; sPecies: tan sPeぐicscould rcceive strolり;

lightintheΛ11汝‘川1/msstand. Among sPccies aPPeared in the A･1汝,川面,sstand，the

sPecies which also･1円)earedin the earliersucccssion exhibiled hght cdPture efficiency

lower thn tht of the sPecies which couM observed only in lhe M汝･川1仙s stand.

l his diffcrcnce w‘lsdue to the differenccinleahrearatio(le･lhrc･I Per unit of

abovcground biomass)bctween these sPecies. ltisconduded tht biomass allocation

alnong organs is an imPorlant fador for cc()logicalsucccss in l･ltcsuc(cssion.
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山形県朝目町ヌルマタ沢流域における自主環境影響調査

　　　　　　　　　ヌルマタ沢流域の自然を考える会

　　　　　　　　　　　倉持武彦・今関真山美

Civilenvironmental imPact assessment in Nummata valley,Ymagata

　　Nurumata valleyResearch（;rouPe

llkehiko Kuramochi and Mayumi lmazeki

　ヌルマタ沢流域では大規模林道が建設中であり、池域の白然唄境に与えられる影響が心
配されている。本調査は市民監毘活動としての自主アセスメントである。

　地域のクマタカの生息状況を評価すると、繁殖に適したところであること、営巣適辿か

ら大規摸林道予定路線までの距離が近いことから、ヌルマタ沢における事栗はクマタカの
繁殖に彭響をり･えることがあると判断される。営巣の確認と幼鳥の飛行については事業に

先立って的確な調査をすることが必要となる。

　建設計團予定池が極めて白然度の高い横生に囲まれていることに配慮して、極力人為的

介人は避けることとする。工事を行なう場介は造成の少ない工事とし、生じた裸地は将来

周囲の植生との調和を目膝とした縁叱を行なう。縁化は撹乱を防ぐため外部からの持ち込

みを規制する。大径木は伐採しないようにする。エ事後の植生回復状況を予想するために

林道建設工事の彭響評価をすることが求められる。

　はじめに

調査地域となるヌルマタ沢流域は、山形県西付

山郡朝目町の南部に院置し、磐梯朝日国立公園C

隣接した県立自然環境保全地域内である。現在

の自然に影響が与えられることがないように監曳

し、調売の但点から地域の開発について提言する

ものであるぃ

集落から約10km離れており、登山、山菜採り、釣　　2.対象事業の概要

り等が主な利川状況となっている｡6年前より潤

売地域において大規模林道が建設中であり、地域

の自然環境に与えられる影響が心配されている。

　この度の調査は、市民監現活動として、白主ア

セスメント（白主環境影響調査）を行なうもので

ある。活動のきっかけは、大規摸林道開設工事が

進むことに疑間を持ち、地域のことを知り、多く

の人に知らぜる必要を感じたことであった。自主

アセスメントを行なうことは、関連する情恨を収

集するとともに、大規模林道開設工事により地域
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　対象事業の名弥及び事業者は、大規膜林道（真

室川一小国線ぺ帽二卜小国区間・朝日工区）及び存

林聞発公団である。大規模林道は、大規摸林業圈

構想において広域林道網の整僕として位置づけら

れている。大規摸林業圏構想は、1969年に策定さ

れた新全国総合開発計團に基づき令国に７ケ所計

㈲された。人:規模林道の目的は「広域林道ネット

リー夕の整陳」、「造林など木材関巡産業の基財

整同」、［保林レクリエーションエリアの整f則が

主なものとなる。



　大規模林道・朝日工区は未舗装の既存林道（西

五百川林道、黒鴨林道）を拡幅改良する工事とし

て整備されている。整備内容は設計速度20km、幅

員5mのアスファルト・コンクリートによる全面舗

装の計團となっている。

　事業者は閣議決定により大規模林道事業のアセ

スメントを義務づけられ、1995年に実施要頂を策

定し、大規模林道・朝日工区では1995年より環境

アセスメントの訓売を実施している。また、1994

年にヌルマタ沢においてクマタカの営巣が確認さ

れたことにより、有識者を交えた稀少猛禽類調査

の検討委員会をつくり、対策を行なっている。

　なお1997年度の大規摸林道・朝目工区の工事は

新規工事の実施を見送り、保全工事のみを行なう

こととなった。

3.現況調査

　現況訓査|よ、調査地に影響が与えられると予想

される事象のうら、陸上動物、陸上植物、」也形・

地質、景観の４項目とした｡訓査は199･1年から行

なった。中心的に調査を行なった陸上動物（主に

クマタカ）、陸上植物について以下にまとめた。

3-1　陸上勣物（主にクマタカ）

（1）調査体制と調査期間

　調査員は当会々員を中心に構成し、-一個に猛禽

類調査の専門家の協力を得て実施した。調査期間

は199･1年４月から1996年10月まで３年間（31ヵ

月のうち22ヵ月分）であった。原則として各月に

一回程度の月例調査を実施したほか、クマタカの

巣内育雛期にあたる６月から７月にかけては重点

的な繁殖状況の訓査を実施した。訓売期間中の調

査目数は廷べ85目、調査廷べ人数は233人、総観

察時間は399時間45分となった。

(2)繁殖状況

・営巣地

　確認されたクマタカの巣は２ヵ所で、それぞれ

1994年と1995年に営巣が確認された。両年のつが

いが同一であるという確認はできなかったが、巣

58

の距離が約800 mであることや両年の観察個体の

確認範囲の大部分が重複していることなどから同

一つがいにより営巣が行なわれたものと判l折した。

・営巣環境

　２本の営巣木はいずれも急斜面に位置し、営巣

斜面の方位は南西と南向きであった。営巣木は営

巣斜面の下から2/3以上の高さに位匿しており、

山塊の1/3近くに位置していた｡営巣木は２本とも

キタゴョウであり樹高は22m、27m、胸高周囲は

283cm､296cmであった。キタゴΞ1ウは周囲のブナ、

ミズナラよりも樹高が高く突出した樹形を持つの

が特徴で､N-1の営巣木も周l川の樹冠から突出して

いた。巣は地上高15m、17mの位置にあり、両方

とも幹から水平に出た枝の付け根に作られた附幹

型の巣であった。大規模林道予定路線からの殼短

距離は450 m、550 mであった。N-1の営巣が確認

された時点では大規模林道の工事は進行しており、

着工部分からの最短距離は1260 mであった。

・繁殖状況と繁殖時期

　３年間の調査のうち繁殖が確認されたのは1994

年、1995年の２回でいずれも繁殖の成功が確認さ

れた。 1996年は調査範囲内でクマタカの成鳥の飛

翔を確認したものの、繁殖を裏付ける行動の確認

はされなかった。

　ヌルマタ沢におけるクマタカの繁殖ステージを

２年間の観察記録から推定する。繁殖の直接確認

は1994年６月11日及び1995年６月18日で孵化後

の全身が頁っ白い状態の雛１羽を発見した。1995

年の印は発見時に生後およそ30目齢と推定され、

孵化日は５月中句と推定された。クマタカの抱卵

日故を47［1（森本・飯田、1992）として逆算する

と、4 Jj初旬が産卵時期と推定された。

　巣立ちは、ヌルマタ沢においては1994年７月16

日及び1995年７月22目に巣から出て枝移りをする

行動が観察されている。この枝移りを巣立ちとす

ると､巣立ちは孵化後約65日前後と推定された｡幼

鳥の飛行は1994年８月17日及び1995年８月24口

に確認された。両年とも初飛行は８月中旬以降で

あり、孵化後約95日前後と推定された。



表-1　ヌルマタ沢におけるクマタカの営巣状況

項　　　目 Ｎ－１ Ｎ－２

営巣年 1994年 1995年

営巣木の標高 ７６０ｍ ７４５ｍ

晨低標高　1） ５６０ｍ ６００ｍ

営巣料耐尾根標高　2） ８４０ｍ ７７０ｍ

最高標高3） １１４４ｍ １１４４ｍ

営巣料面の方位 ＳＥ Ｓ

営巣木周辺の砥生 キタゴヨウ・ブ
ナ林

キタゴョウ・ブ
ナ林

営巣木 樹種 キタゴヨウ キタゴヨウ

樹高　　　ネ ２２ｍ ２７ｍ

胸高周囲 ２８３ｃｍ ２９６ｃｍ

巣 地上高　　＊ １５ｍ １７ｍ

長径ｘ短径　＊ 130×100 c m 一

厚さ　　　　＊ 30～40 cm 30～40 cm

架巣構造 方位 ＳＳＥ Ｓ

型 樹幹型 樹幹型

大規模林道予定路線からの

最短距雌
４５０ｍ ５５０ｍ

＊印は目刮による記録である。

1)宮巣木直下の谷底の標高

2)営巣木直上の尾根の標高

3)営巣斜面の尾根と達続する稜線の晨高標高

表-2　ヌルマタ沢におけるクマタカの繁殖ステージ

・餌動物の搬入状況

　２年間､30日間で親鳥の巣への出人りを46回確

認した。このうち11回は餌動物の搬人行動が直接

観察され､巣内で給餌中を確認したのは8回､搬人

の有無は確認できなかったが親鳥の人巣直後に給

餌が行なわれたのは５回観察された。

　餌勣物は、搬人時、給餌や採食時及び営巣木の

踏査時に確認された。確認できた種類は、ヘビ類、

ネズミ類、ノウサギ、鳥類（種不明）、ヤマドリの

５種類であった。

（3賤認範囲

　今回訓査では記録されたクマタカ全個体の確認

位置を「確認範|川」として示した｡幼鳥はその年ご

とに「幼鳥の行動範囲」として示した。

・確認範囲

　クマタカを発見してから消失するまでの行動を1

単位とし整埋した桔果、1994年は99単泣、1995年

は97単位、1996年は29単位の観察記録が得られ

た。全体の確認範囲はSW-NE方向に3km、NW-SE方

向に3kmの広がりを持った。

月 ３月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月

年 下 上中下 上中下 上中下 上中下 上中下 上中下 上中下 上中下

1994年

　　11　　　16　　　17　　　　　　　　　　　　22

　初認　　枝移り　幼鳥飛行

約30日齢　巣立ち

1995年

　　18　　　　22　　　24　　　　　　　　　　　26

　初認　　　枝移り　幼鳥飛行

約30日齢　　巣立ち

1994年
　S
1995年

造
巣期

期卵抱
巣内育雛期
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巣外育雛・家族期

ヽ求愛

ヽ期

　Ｘ
　Ｘ



・幼鳥の行勣範囲

　確認記録は1994年は16回、1995年は11回、1996

年は同時期に幼鳥の確認はされなかった。

　幼鳥の行動範囲はほぽ営巣斜面を中心とした範

囲で、各々の年のクマタカの確認範囲の中央に

置する。199･1年では約1.8×0.6kmの範囲内を

仔
叱
叱

ｌ
九
＆
叉

在的に飛為比ていたのに対し、1995年はｌ回を除

き営巣木の周囲約250 mの範囲内に留まっている

のが確認された。外月ごとの確認位殴のうち姚か

らの殼大距離を整理すると、幼鳥は次第に巣から

離れるようになるが､その年の10月までは巣の周

囲にいて11月になると巣からの距離が拡大する傾

向が見られた。

(4)確認範囲の内部構造

・営巣中心域

　営巣をした年は幼鳥の行動範囲が該当した。

・lhまり場所

　lhまり木への止まり行動は計121回確認され、

停ll1時間の最長は３時間43分であった。利川され

図一1　クマタカの年別確認範囲と幼鳥の行動範凹
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表-3　幼鳥の飛行距離（巣からの殼人距離）

１９９４年 １９９５年

８月

９月

10月

11月

100m（N川

140nl（N=2）

　-
1000m（N=13）

　55m（N=2

　35m（N=1

　82m（N=5

1HOm（N=3

た樹種はキタゴEIウ、ミズリーラ、ブナ、ハリギリな

どで、このうちキタゴヨウを利川した回数が殼も

多かった。｡|11まり木の立地の多くは主尾根や枝尾

根上、急斜面であり、営巣木近くに集中する傾向

が見られた。

・ハンティング行動

　３年間に観察されたハンティング行動ほ22回確

認された。ハンティング行動のうち対象勁物が確

認されたのはネズミ矧（2回）であり、急降下後に

獲物を持って姿を消した後、直接巣への餌の搬入

が確認された。ハンティング行動が見られた区域

を狩場とした。繁殖が確認された年は営巣木の周

囲が集中的に利川され、繁殖が確認されなかった

年は特定の集中した範囲でほなく散在する傾向が

見られた。

3-2　陸上植物

（1）調査範囲、調査項目及び期日

　調査範囲はヌルマタ沢流域及び既存の林道の周

辺とした｡調査項目は随物相､随物群落､大径木の

３項目とし、期目は1994年５月～1996年９月にか

けての３年間（8回）実施した。

表-4　調査地齢鯖物の分矧群別種顛数
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(2)植物相

　現辿調査の桔果、99科246屈37UjR390種矧の

棋物が確認されな､このうち帰化種は19種類で､帰

化率は･1.9％となった。斜面には広い範囲でブナ、

ミズナラ、マルバマンサクなどの落菓広葉樹林が

発達ＬてJjり、林床にカタクリ、キバナイカリソ

ウ、ウスバサイシンなどが見られ、沢沿いに土壌

が堆積した場所でほ小規模ながらミズバショウな

どが生育する湿潤な立地吸境が見られる。沢沿い

の斜面下部にはサリグルミ、トチノキなどの樹林

が見られ､抹床にほオシダ､サカゲイノデ、ミヤマ

カンスゲ、アカソ、ウワバミソウなどが見られた｡

尾根沿いにはキタゴΞjウ、クロペなどが優占する

針葉樹林が分布しており、:jハウチリカエデ、ム

ラサキヤシオ、シシガシラなどが見られた。

　ヌルマタ沢左岸は発達した樹林が広がっており

稀少禎物も確認されたことから、今後調売を続け

ることでさらに確認腫が増加すると考えられる。

　確認された･腿物のうち、注目される植物の選定

基準に該?かj‘る植物が30種選定された。

(3)植物群落

　調査地域は山形県南東部の|||地帯で気候的には

冷温帯、冬季には多雪となる日本海型の気候でも

あり、落葉広葉街林畳となっている。調査範囲は

大部分が白然槙生であるブナーミズナラの優占す

る林に覆われ、沢筋にトチノキー･リーワグルミ林、

尾唄筋にほタｕベーキタゴFjウ林が見られるほか、

一部にスギ等の植林、人為的影響が強く加わって
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いる林道周辺にはヤマハンノキ、ヒメヤシャブシ

等の二次林、雪崩植生であるタニウツギ低木林、

崩壊地性の草本随生、踏跡禎生などがモザイク状

に分布Ｌている。調査範囲内で25｣魁IXの抽物群落

調査を行ない、このうち森林横生は６群落が区分

され、草地禎生ほ５部落となった。＆林禎生は局

地的な群落単位区分を試みたものである一方、草

地植生に関してほ充分な資料が得られていないた

め特徴的な抽分として調売を行なったものを示し

た。森林植生はキタゴΞ1ウーオオイリウチリ群落、

ブナーミヤマイタチシダ群落、トチノキーリョウメ

ンシダ群落、タニウツギーアカソ群落、スギ植林、

カラマツ腿林であった。草地横生はフキユキノシ

タ群落、フキーアカソ群落、ススキーオオΞトモギ群

落、クロバナヒキオこjシ群落､エソアジザイーヤグ

ルマソウ部落であった。

(4)大径木

　概ﾃ配訃た時には12種368本、実測訓査時には15

種209本の大径木が林道周辺で確認された｡多く確

認された陶種はブナ、ミズナラ、キタゴFIウ、トチ

ノキなどであった。実測調査によると着生植物が

ついた個体や附洞のあるものも多く見られ、胸高

周囲が大きな附木はクリで488cm、樹高の高い附

木はトチノキで28mであった。

4.調査結果の評価

田陸上動物（クマタカ）調査結果の評価
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　繁咄状況訓査としては、1994年、1995年には繁

欣が成功し、クマタカにとっての生息環境が良好

であることを示している。しかし1994年と1995年

の営巣鮭はSyなり、営巣地が移動したことの理山

は不明である｡1996年は営巣が確認されなかった。

　営果環境は営果斜㈲、伺腫、附高などから判断

するとヌルマタ沢では林道対岸となる左岸の斜面

の多くは、営巣適地になり得ると思われた。しか

し大規咬林道予定路線からの距離は近く、殼短距

陪は450 m、550 mであ９た。

　メルマタ沢におけるクマタカの繁殖ステージは、

孵叱日は5 Jj中旬､４月初旬が産卯時期と推定され

た。巣立らは７月中から下句、幼鳥の殷行は８月中

旬以降と推定された。

　餌動物として確認した腫類はヘビ類､ネズミ類、

ノウザギ、鳥煩（種不明）、ヤマドリであった。

　行勣圏に関する調査としては、全体の確認範囲

はSW-NE方向に3 k､n、NW--SE方向に3kmの広がり

を持ったが、訓査範囲の周囲は主陵線により不可

視泊域となるため、実際のクマタカの行動圈より

狭い範l川を表わしていると思われる。一方、クマ

タカの行動圈は主稜線によって区りJられている

ケースが多く観察されている（森本・飯田､1992）

ことから、ヌルマタ沢で確認されたっがいも主稜

線を境界としている可能性も考えられる。繁殖に

成功した年の殷行軌跡が営巣木を中心に集中して

いることから、確認狗川が繁蛸つがいの行動圏の

中心郎分を示すものと考えられる。幼鳥の行動範



囲ははぼ営巣斜面を中心とした帽川で、?1々の年

のクマタカの確認範|川の中央に位置する。幼鳥は

次第に巣から離れるようになるが、10月までは巣

の周囲にいて11月になると巣からの距離が拡大す

る傾向が見られた。営巣地周辺は幼鳥にとって親

鳥からの養育を受けながら独立していくための重

要な場所であると考えられる。

（2）植物調査結果の評価

　植物相とレCは帰化率（4.9％）は今後調表が進

むにつれ変叱すると考えられる。帰化率は普涌巾

街地で10～20％、山陪栽帯では5％前後のことが

多い。調売範囲には代依随生が少なく、自然績生

が広く分布するため、低い帰化率になるものと思

われる。

　植物詳落として、既存の資村のなかで地域の植

生を評価したものから、「メルマタ沢ブナ原生林」

では保護管理に関する技術的所見として「現状凍

結が望ましい」としている。「･;ﾘ田巡峰原生林」で

は「朝出11系は人為作川の殆ど加わらない林分が

多く、その規模は他県に例をみない。我が国多雪

山蛙の独生模式として現状凍桔・厳正保護が望ま

しい。老齢・過熟林の伐採などの人為的介人は避

けるべきである。地形も急俊な部分が多いので森

林破壊後の回復は容易でないと思われる」として

いる。

　大径木訓査からは、相当数が林道周辺に生育し

ていることが確認された。これらは既存林道建設

時に計團的に残されたものもあると思われ、周囲

と調和した環境となっている場所もある。大径木

は動物のねぐらや採餌綴境、移動空間などの役割

をはたしていることが考えられる。また、地形の

崩壊を防いでいることも考えられる。

5.考察

　大規模林道事業が辿域の環墳に与える影響を予

測するためには、詳細な事業計圃がなければ不可

能なため、予測及び評価を行なうことはできな

かった。調査桔果から林道工事に関する提言を以

下にまとめた。
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田陸上勣物（クマタカ）調査

　蛙域のクマタカの生息状況を評価すると、繁殖

に適したところであること、営巣適地から大規摸

林道予定路線までの距離が近いことから、ヌルマ

タ沢における事業はクマタカの繁殖に影鼎を与え

ることがあると判断される｡与えられる影響は､抱

卵期と巣内育雛期の親鳥に与える圧迫､抱卯期､巣

内育雛期、巣外育雛期における親鳥の採餌環境ヘ

の影響が挙げられる。幼鳥の飛行訓練中と思われ

る時期にも影響が発生すると思われる。影響が与

えられる要因は解明されていないので、営巣が確

認された場合と幼鳥の飛行が確認された場合は充

分にnt濾することが求められる。

　また、営巣の確認と幼鳥の飛行については事業

に先似って的確な調査をすること、工事施工中に

も調査を行なうことにより年度毎の事業の当否を

決定すること、調売に連勁した環境保全体制を確

立することが必要となる。

(2拍物訓査

　建設計i函予定地が梱めて白然度の高い植生に囲

まれていることに配慮して、梱力人為的介人は避

けることとする。

　工事を行なう場合は、地形・地賀的特徴を=ぢ･慮

して造成の少ないエ事とし、柚械に覆われていな

い法面の発生を減らして崩壊を引き起こさないこ

ととする。やむを得ず生じた裸地は、将来ほ極力

周|川の禎生と調和さぜることをlj哺とした緑化を

行なう｡緑化にあたっては調査地域周辺に自生し

ている眺物種を選定する。さらに地域造伝子の撹

乱を防ぐため外部からの持ち込みを厳Ｌく規刎す

ることとする(･植物種及び垠肥)。林道計洲予定地

周辺の大径木は勣物のねぐら等に使われることが

考えられるため、伐採しないようにする｡

　また、工事後の植生回復状況を調査するために

既施工|召lj及び既設林道周辺の植物群落の動態を

調査し、林遊建設工事の影袈舒価をすることが求

められる。
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Summary

　　　　ΛΓoundlhe basjn of Nurumala vaHey, the construction works of the large

scale'forcstry road Project has been in Progress. We are anxious about thisProjed

having a bad influcnce on natural environment of this area. So this assessment is

based on civilobservalion｡

　　　　Λccording tooul゛assessmentof the circumstance of Mountain Hawk Eagle，

inhabiting in this arca，we suPPose lhat the Projed of Nurumata valley win have

influence on its brceding behavior･ Becauseパhis area is in conf()rnlity with its

breedingjor cvery con(lmons.Bu目n the Present Planバh(月arge scale‘forestryroad

is very dose to the breeding Place. Before fulfillment of Projed, we need an accurate

investigation about ns reProdudive behavior, orflying.Λnd in Putting into Practice，

the imPorlant Points are as follows｡

　　　　Thelocali()n of this Project is extrenlely rich in natural vcgctation･ so･ it's

necessary lo consider the influence of this construclion works td the natura1

environment, esPecially do not がve arlificia日ntervenlion･ For examPle･ the works

had to be done as small scaled develoPment as theycan.Andμhe around ofbuilding

siteis in need of Plant，based on original vegetation o臼his area. Not to bring in

outside individuals， for Preventing confusion. Λlso big trees had to be Preserved.

Λnd further, under the works， itis need of environmentaりudgment.Because we

havetol)redict conceming about this area recovery of vegelation.
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第6jllブｕ・ナトゥーラ・ソァンドllj成成ｌ船’hll（1997）

希少ウミスズメ類の現状と保護

　　　　　　　　　目本ウミスズメ類研究会

青山莞爾、小野宏治、樋目行雄、武石全慈、椙田桂弘、中村豊

　　　　Statusand conservation of rare Alcidsin JaPan

　　　　　　　　　　　　JaPanΛ1cidsociety

KanjiΛoyama, Koji Ono, Yukio Higuchi, Masayoshi hkeishi

　　　　　　Yoshihil･oFukuda, and Yutaka Nakamura

　我々は1994年以来、ウミスズメ類繁殖地のモニ

タリングや洋上分布等に関するさまざまな現地調

査を行ってきた。とりわけ、ウミスズメ類のなか

でもっとも絶咸が危惧されているカンムリウミス

ズメについては、多くの繁殖地の現状や新たな繁

殖地の情報を得るなど、一定の成果を得ることが

できた。これらの桔果は昨年度の肋成でｰ一冊の報

告害にまとめ､行政や関係1幾関に配布した（「希少

ウミスズメ類の現状と保護Ｉ」）。

　今年度は、特にマダラウミスズメに重点をおい

て調査を行った。

　マダラウミスズメは、海からかなり内陸に入っ

た老齢林の揖上に、単独で営巣する、変わった習

性を持つ小型の海鳥である。［|本ではこれまで小

清水町藻琴山山放でのみ繁殖が確認されており、

それが唯一の繁殖確認となっている。　しかし、近

年になって過去の記録が曖昧なために、確実な証

拠となるものはなにもないことが明らかになった。

　本種の分布は､アリューシャン列島を中心に､東

はカナダやアメリカ沿岸、西は日本沿岸にいたる

範囲である。しかし、繁殖に必姿な老齢林の伐採

に伴い、個体数は激減していると思われ、巣もこ

れまで数えるほどしか見つかっていないことから、

生態の解明と保護が叫ばれている。

　日本でみられるマダラウミスズメは、カナダや
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アメリカにみられるものに比べて嘴が長いのが特

徴である。これまで１亜種と考えられてきたもの

の、殼近の研究では別種とされている。

　今年度の調売は、マダラウミスズメの繁殖に関

する手がかりを得ることを大きな目的とし、海外

の研究者と合同で北海道の知床半島を中心に調査

を行った。調査間間が短いこともあって確実な証

拠はつかめなかったものの、本種らしい声を調査

中に聞くなど、繁殖している11f能性を残した。

　７月には国内外の研究者を招き、「日本における

海鳥の現状と国際協力」と題する国際シンポジウ

ムを聞いた。

　研究会では、成果の一郎をインターネット上で

も随時公聞し、保護啓蒙活動を行っている（http://w

ww.2.gol.com/users/kojiono/）G

　殼後に、カンムリウミスズメの殼大の繁殖辿で

ある宮崎県門川町枇榔島では、保護区の設置に向

けて自治体が具体的な活勣に乗り出したことを、

報告したい。



繁殖状況調査風景 崎宮ぐ 詐門川町小枇郎島）
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繁殖地から海上の個体をカウン |ヽする(批郎島)

回宍庶

マダラウミスズメ調査風景（北海道知床半島）
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　1゛･、･=;:1　●･9-.･λ･延1F.'d;j･
　薇脆J

ﾀﾞ。･l回塀ll'゛'ljii

　　　　　ぬ舶゛｀‘にﾑi]ご1………
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マダりウミスズメ調査の下見(北海道知床半島)



第６期プロ・ナ1ヽゥーラ・フ７ンド励成成采報舎書〔1997〕

屋久島における自然保護敦育プロジェクト

　　　　　　　　　　屋久島研究自然教育グループ

鈴木滋、野間直彦、杉浦秀樹、田中俊明、David Sprague、David Hi11

　　　　yakushima Wildlife Conservation Education Project

　　　　　　　｀yllkushima Wildlife Research ＆Education Group

Shigeru Suzuki･ Naohiko Noma･ Hideki Sugiura･lbshiaki ゛nmak軋David SPrague･D3vid Hm

　　屋久島は1993年に仕界遺産条約の自然遺産とし

　て登録され、近年世界的にも注目をあつめていま

　す｡これまでにもその白然は研究者をひきつけ､さ

　まざまな研究成果があげられできました。しかし、

　研究成果が地元に還元される機会は少なく、地元

　の人々にはあまり知られていないのが現状です。

‥その一方、屋久島では道路建設や狼害対策などで

　白然への思慮深い対応が模索されており、島の人

　たちが主体的に屋久島の自然の保全と生活の振興

　を両立させるためには、屋久島の自然についての

　理解が重要です。そこで、サルと柚物の研究者を

　中心とした当グループは、屋久島における研究の

　成果を地元の人々に紹介するために、屋久島の自

　然についての講演会と野外観察会を行うなどの活

　動をしました。

　　1996年は、屋久島の高校・中学などの教育機関

　や地域組繊と協力して、講演会を５回と野外観察

　会を１回行いました｡対象は一般に広く開放し､講

　演会には延べ650人、観察会には40人ほどの参加

　がえられました。講演はグループのメンバーのほ

　かに、屋久島の自然に詳しい地元の研究者にもし

　てもらいました。野外観察会では、国立公園内の

　照葉樹林で動植物の観察実習を行いました。また、

　地元の活動組織や研究者などの間にネットワーク

　をつくり活動を周知するようにしました。

　　スライドを使った講演会や賎察会白体は順調で
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した。講演内容は屋久島の植物や動物やエコツー

リズムなど広く扱いました。講演会には配布資料

をつくり実演などもとりいれ、最新の研究成果を

わかりやすく解説するようにしました。また、ア

ンケートをとり、活動に対する反応や要望を聴く

ようにしました。さらに、新聞折り込みや町報で

広報しました。

　こうした活動は地元行政や農家にも歎迎され、

また講演の依頼や協力の申し出もあり、地元の需

要が高いことがわかりました。ただし、継続的で

旭元主体の活動にするために、地元の組織と研究

者とのさらなる協力が今後は重要です。また、研

究者間の横のつながりがまだ薄いので、研究者ヘ

の活動の呼びかけも必要です。そして、地元以外

の研究者の参加を促すために、行政組織等とタイ

アップすることで恒常的な資金を確保することが

望ましいと思われます。



１）屋久島西部には大規模な照葉揖林が残されています。

2）1996年５月。屋久島高校で講演会を開く。
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３ ）1996年５月。西部の国立公園地域での野外

観察会。植生調査の話を聞く。



第６期ブロ・ナトゥーラ・フ？ンド勣成成巣報包沓（199?）

新治村の大型猛禽類生息調査報告書の作成及び

　　　同地域の保護・利用の具体案の提言

　　　　　新治村の白然を守る会

岡村興太郎・岡田洋一‥佐藤久治・安田剛士

　　　松井睦子・長演陽介・河合明宣

Publication of the Reld Survey RePort for RaPtores in Niiharu-rnura

　　of Joshinetsu'Kogen Nationa1 Park to Convert the ProPosed

　　　　　　　　　　DeveloPil｀eiltof Plan of the Area.

　　　　　The Sodety forNature Conservation of vir.Niiharu

　　　　　　Kotaro Okamura, ¥oichiOkada, Hisaharu Sato，

lsuyoshi｀yllsl.lda･M11tsljkoMatsuiyyosuke Nagahama･ Akinobu Kawai

　新治村の自然を守る会では、1㈲1年から群馬県

北西部の国有林内に計面されたスキー場開発計画

と当地に生息するイヌワシ、クマタカとの関係に

ついて白然保護の立場から調査を続けている。今

回Ｐ．Ｎ．ファンドの肋成を受けて調査の継続・

取りまとめ･報告書の印刷および同地域の保護･

利用の提言を行った。

　生息調査の目的は、当地のスキー場計圓予定地

　に出現するイヌワシとクマタカの行動圈とその土

　地利用状況を把榴することによIり、この開発がこ

　れら大型猛禽類の生息にどのような影響を及ぼす

　かを評価することにある。調査期間は1991年１月

　から1995年９月までの５年９ヶ月に及んだ。延ベ

　調査日数は107凪延べ調査人貝は495人､謂査範

　囲は11､972haとなり、この範囲は、新治村の総面

　積の約65％にあたった。調査は個体識別を行った

　上で移動の追跡記録、行動の分析記録及び緊殖状

　況のモニターを行った。その結果イヌワシ・クマ

　タカ両ペアの行動圈とその土地利用状況が判明し

　た。繁殖状況は両種が繁殖番であることがわかっ

　た。調査の結果、スキー場予定地は、クマタカに
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とっては、繁殯期における行動圈の“最も重要な

中核地域”であり、同時にイヌワシにとっては、

繁殖期における“重要な狩場”であり積雪期にお

ける数少ない重要な狩陽であった。もしスキー湯

が開発されれば、クマタカベアは、生息白体が危

ぶまれ、イヌワシペアについては、繁殖期の重要

な狩場を失うことから、繁殖に重大な影響を受け

ることが予測された。その為、スキー場計圓につ

いては全面的に見直し、クマタカ・イヌワシが生

息可能な状況作りを別途考察する必要がある。

　なおイヌワシベアが営巣する赤谷川上流部には、

建設省による川古ダムの建設計圃がある。この計

圃とイヌワシの繁殖についても影響が危惧された。

　会では活動の成果を報告害にまとめ、この地域

の重要性と保護の必頁性を広く村民に伝え、普及

させるために会報を忖内全戸に配布し、講師を招

き講演会を催す等活発な活動を行っている。

　村北西部一帯の生態系を保護するためには、現

在国有林の機能類型区分では「森林空間利用林」

となっているスキー場予定地を「自然維持林」と

し、一帯の生態系の維持を計る必要があろう。も



し一部を利用可能であれば、自然賎察･自然解説･

環境教育め場としての利用が考えられる。今後は

地域内からあるべき環境管理の具体案を提言し、

貴重な自然環境に対する認識の社会化を計ってい

きたい。
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第６期プロ・ナﾄりーラ・フ７ンド鋤成成采佃告書（1997）

国際シンポジウム「ワイルド・アニマルレスキュー４」

　　　　　　　　　　記録集編纂

　　　　　　　　　野生動物救護獣医師協会

　　　　　　　　　　　　野□泰道

lnte卿ltionalSymPosiumofLeadPoisoninginWltdb｀'｀4 3tJ3P° 1995.

WildlifeRescue VererinarianAssodarion

　　　　'yasumichi Noguchi

　1995年1ｴ月12日、束京・新宿の三省堂文化会

館ホールにて環境庁・東京都の後援をえて開催さ

れた国際シンポジウム「ワイルドアニマルレス

キュー４、水鳥の鉛中毒、現状とその対策につい

て考える」の記録集を作成した。

特別講演として、米国渡り鳥監督官のモアハウ

ス博士のく米国における水鳥の鉛中毒の歴史と鉛

散弾規制の流れ＞により米国の先例の解説をうけ、

ロシアのアンドレーエフ博士の＜北東アジアの渡

り鳥、水鳥の移動コースについて＞により、極東

における渡り鳥の移動状況からこの問題は国際的

な協力が必要な問題であり広い視野での対応が必

要であるとの認識に至った。

　パネル報告では、日本各地のいろいろな立場の

人からの報告がおこなわれた。体内の鉛の分析の

専門家である北海道立衛生研究所の神和夫博士に

よるく日本における水鳥の鉛汚染レベル＞の詳細

な報告。水鳥の鉛中毒大量死の歴史をもつ北海道

美唄市宮島沼をフィールドとする草野貞弘氏の＜

北海道宮島沼での水鳥落鳥実態＞と、同じ宮島沼

をフィールドとする星子廉彰氏のく鉛散弾中毒の

ガン、ハクチョウの行動＞により野外での鉛中毒

の実態の解説をうけた。長野県の望月明義獣医師

による獣医師の立場からの診断･治療･手術･死体
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解剖などについての報告であった。ハンターであ

り銃砲店に勣め、パソコン通但のシスオペもして

いる今村逸夫氏の＜鉄散弾導入に関わる諸問題＞

では、実際に鉄散弾を使う立場の人の懸念や好ま

しい変換方法についての意見を聞いた。環境庁野

生生物課の水谷知生氏の＜日本における水鳥の鉛

汚染対策の現状＞では環境庁による鉛汚染の訓査

と水鳥猟の状況、鉛散弾使用制限に伴う問題点と

各界の対応の現状を説明しでいただいた。規制を

受ける側への認隣の浸透という作業が求められて

いるという認識であった。

　パネルディスカッション「鉛汚染の現状と対策」

にはいり、上記各演昔のうちロシアのアンドレー

エフ博士を除く全員が出席し各々の立場で発言を

した。鉛散弾に毒性があり鉄散弾あるいは他の無

毒散弾に替えて行かなければならないという認識

は全員に共通していると見られたが、科学的な

データはそろっているのだから直ちに法規制をす

べきであるという考えと、今後のことも考えて反

発を招かない実効ある規制のためには周知徹底の

作業が必要であるという別の立場での発言がみら

れた。

　項を改め、「各地からの輯告」として、昨による

＜ハクチョウとカモの鉛中毒＞は臨床年鉛散弾の



摘出手術をしたコハクチョウが２羽夏に北極圏ま

でかえり、再ぴ諏肪湖までもどってきたのが足輪

で確認されたという報告や、食物違韻の上位消費

者に位置するオオワシの鉛中毒死、北海道内での

水鳥鉛中毒の記捺、タンチョウの鉛散弾例と釣用

鉛製重り例の症例報告、鉛申毒の報道記事が収録

されている。　　　　　　　　　　　　　　…………

　鉛は重金属のひとつであるが、その他の重金属

を含めた、＜環境指標としての野生鳥類臓器内重

金属モニタリング調査＞の報告審が収録されてい

る。

　最後に参考文献とビデオのリストをつけくわえ

資料としての発展性に配慮している。

　120ページになるこの記録集は水鳥の鉛中毒を歴

史、現状、対策の各方面からまとめた集大成と考

えている。

74



第６期プロ・ナトゥーラ・フ７ンド励成成果報告書（1997）

「市民による里山の保全」のためのリーダー養成と

　………　　　活動マニュアルの作成

　………社団法人・大阪自然環境保全協会｢里山委員会｣

　　　　　　　　　　　　木下陸男

Printingcostoneaders'M3mjl211oil･SATO¥AMA'(copsewoods)

　　　　　　　　conservation by volunteers

Nature Conservation Sodety of Osaka (theISA;TOYAMA' Committee)

　　……………:　　　Mutsuo Kinoshita

１．活動の目的と実施概要

　今日、地球環境の汚染と自然破壊が世界的な間

題となり、市民の環境に対する意識の高まりはグ

ローバルな問題だけでなく、ライフスタイルの見

直しや「身近な自然」へめ関心の強さともなって

おり、｡環境保全のために何かをしたいと考えてい

る人々は確実に増えている。

　我々はこのような状況をふまえ、1983年身近な

生物生態系の保全を前提とした「里山の保全と活

用」を提咽し､その普及に取り組んで来た。この提

案は大きな反響を呼ぴ、バプル経済の中で次々と

建設されようとしていた各地のゴルフ場を阻止す

る重要なキーワ・ドとなった。

　そして､現在「里山の保全と活用」は都市におけ

る白然復元運動や農村地域での「まちづくり」「村

おこし」運動などと結合して全国に広がりつつあ

る。ところが、運動の急速な広がりに対して的確

に対応できる組織や自治体は少なく、深刻な指導

者不足を来している。そこで我々は、これまでの

実績を基礎に標記のような里山保全活動のできる

指導者の養成と､活動マニュアルの作成を申鏑し、

次のような諸活動をこなったものである。
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２．里山管理者の養戌（講座:11月・２月実施）

　11月の講座は参加者49名、スタッフ等24名計

73名によって実施した。里山委員会の専任講師２

名（近藤・木下）による「里山の保全と管理」に関

する講義及び２名の測量技師による平板測量の理

論と実技を実施｡カマ、ノコ、ナタなどによる植生

管理の技術指導とともに、里山保全に必要な基礎

的知識と技衛の習得に重点を置いたプログラムを

実施した。２月の冬季講座（参加者30名・スタッ

フ等16名）では草刈り機とチェンーソーを導入､適

切な指導のないまま白己流で使われている動力機

器について、その技術と安全指導を行った。地元

の林業組合から優れた指導者を招き、プロの技術

と山林作業の心得を学んだ。あいにくの降雪で

あったが、山林の管理や森を守ることの厳しさを

実感することが出来、炭焼き体験の実施とともに

参加者に大きな感銘を与えた。アンケートによる

と受講者の全員がりずれかの撮境保全活動に参加

を希望しており、中でも余暇を利用して里山の管

理や田園景観の維持､公園の整備､保護地の管理、

生物の保全や復元活動に参加したいと述べている。
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　　　(下草刈り)
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市民による里山管理マニュアル：

｢ＳＡＴＯＹＡＭＡ ＣＯＮＳＥＲＶＡＴＩＯＮＨＡＮＤＢＯＯＫ｣
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第６期ブロ・ナトゥーラ・ファンド助成成果幄包沓（1997）

北海道自然保護読本（暑寒別・天売・焼尻の白然）の発行

社団法人北海道自然保護協会

　　　　　俵　浩三

Publication of Nature Conservation ■E!xtbookof HOKKAIDO

Nature Conservation Societyof HOKKAIDO

　　　　　　　HiromilThwara

１　事業の目的

　郎北海道自然保護協会は1964年に設立、会員約

千名からなる、北海道では最大の自然保護団体で

す。自然保護団体として、問題のある開発計画に

反対したり、関係方面に意見書を出したりの運動

を行う一方、自然環境の基礎的謂査や、自然保護

講座や観察会など、白然保護の普及・啓蒙活動に

も取りくんでいます。

　そうした活動の一環に「北海道自然保護読本」

の作成、発行があります。これは毎年テーマを決

め過去11年間にわたり発行してきたもので、今回

は「自然公園シリーズ」の第４回目として、暑寒

別天売焼尻国定公園の自然の特徹を分かりやすく

解説した「暑寒別・天売・焼尻の自然」を発行し

ました。

２　事業の内容

　「暑寒別･天売･焼尻の白然」は、Ａ５版､58ペー

ジ、カラー印刷の冊子で、内容は次のとおりです。

　①火山と湿原・日本海の双子島（八木健三）

　　天売島一海鳥の楽園の今（寺沢孝毅）

　③花のパレット・雨竜沼湿原（佐々木純）

　④昆虫たちの世界（久万田敏夫）

　⑤島の水と森づくり（東三郎）

　⑥暑寒別川の魚たち（大久保進）

　⑦草と樹（鮫島惇一郎）

　作成部数は3､500部で、これを北海道内の各市

町村教育委員会、高校、大学、図書館、博物館、自

然保護関係団体などに無償で配布し、一般市民や

学生が閲覧できるようにしています。

３　期待される事柴効果

　この種の自然ガイドプックは、例えば大雪山国

立公園など著名な地域では商業ベースのものが出

版されていますが、このシリーズで取り上げる地

域では、類書がないため、関係者から高い関心が

寄せられています。公的な機関に備えられている

ので、自然保護思想の普及や環境教育に大きな波

及効果があると、期待されます。

　なお既刊の「白然公園シリーズ」は、「夕張・芦

別の自然」「厚岸･霧多布の自然」『狩場茂津多･桧

山の白然』の３種類です。
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第６期ブロ・ナトゥーラ・ファンド｀助成成果報告書（1997）

大雪山国立公園における自然保護を目的とした

　　　　　環境教育プログラムの作成

　　　　　北大自然保護研究会

渡辺　修・渡辺展之・園山　希・千葉一成

Making of Practiceof Eco-educationalProgram forNature

　　　　Conservationin Taisetsuzan National Park.

　　　NatureConservationResearchGrouP，Hokkaido univel7sity

Osamu Watanabe，Nobuyuki Watanabe,Nozomu Sonoyamajssei Chiba

１．はじめに

　近年野外レクリエーションや自然観察会が盛ん

になってくるにしたがい、白然の紹介を行なうガ

イドやガイドブックの需要は高まってきている。

しかし生物の分布や種名といった表面的な知識に

とどまらずに、より詳しく白然生態を紹介するに

は、敦科書的な知識では不十分である。実際にそ

の地域の自然・社会についてデータを蓄積する必

要がある。

　本活動では、北大自然保護研究会が1989年より

ひがし大雪博物館とともに白然賎察会事業に取り

組み、白然生態調査／社会調査を行なってきた成

図１．活動の流れ

果を「生態観察ガイドブック」という形でまとめ

た。束大雪地域における初めての自然観察ガイド

であるとともに、従来の自然観察ガイドブックを

踏まえて新しい視点を持たせることを目指した。

２．活動全体の構成

　本活動の肋成の対象となったのは自然観察ガイ

ドブックの作成の部分であるが、これはひがし大

雪における当研究会の活動の中に位置づけられる

活動の一つである。1990年からの賤光客への白然

案内や白然／杜会調査を踏まえているだけでなく、

今後の調査にもガイドブック作成時に必要となっ
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表１．ガイドブック作成の日程

　年月　　項目　作業内容

1990

,

04～謂査データの取集

　1996

.

05

●d-4･●Mb●●M●■-■･●■d･■･●●●-y●¶¶-･-6●http://www.ふ心〃-･■JJjJjJj-●●●●･i-4¥●44M･

1995

.

09　計画構成の決定

199いｏ　計画　文章執筆の分担決定

ふU4XUよj･●■･･■●･■●■●哺■･一-･¥-¥Sid-M･¥-●-〃S●･『･■■-■■■㎜http://www.乙･=
1996

,

04　作成　イラスト原案完成

1996

,

04　作成図表原案完咸

1996.05 調査
M●■■･●■¶■¶-W←W-らU¢ふふｰ¥U4UふJU--皿〃■皿■㎜■■■J■-W■-･4一-･4⇒-－

1996

.

05　作成使用写真決定

八一ドウェア　ソフトウエア

野外調査迦具

ＭＳ W o r d / W r i t e

- 還 a ■ 四 ■ - ■ ■ ■ ■ ■ ¶ - ■ ¶ ¶ ■ ¶ y ■ ¥ ¶ ● ¥ 哨 ･

DeltaGraph

PhotQ Shop
力

- 4 U ･ 心 U 心 j 4 〃

1998.02　計画　使用図表リストの作成・９担

1996.03　鴉査澗斜の収集

1996,0a　執筆文章原案の完成

　　　　　　　　　　　　　　-‥-‥……………………----------

現地゛ごのヂエヽIJク・写真揖影

バソコン
-ﾏW〃皿m-－四-←心----Sd-M-¥dぺ･一4●-S●･■--■-■■■･■●●■¶-■･-■ｬｰ●¥f･-吟･･哨==
　　ベン類・スキャナ

バソコン

メう

1996

.

06　綱集レイアウト作成・図の調整　バソコン　　　Pago Maker

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　スキャナ　　　Photo Shop

la96

､

07　循集最終謂整・色校正　　　　　パソコン　　　Page Maker

-･■-■■･■･■R-･4-μd-〃M-･●『-●喝■■･｢■-■■y■--dd+iを4uふJyJJWluふJufJu･･■9●■j●■･F回●〃●･●●w●w中4411●--S--MS--MIJS-･■-●■･■■-■-｢■--●-･dig･=ヴ~ヾ乙･==〃=ﾐ“==-=乙〃゜〃゜=ﾐ¶ﾐ=-ﾐS｀

1996

､

07　印刷　印刷・製本・出版　　　　　　　－－《印刷会社》－－

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　－　　-------－
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表２．図表の処理手順

《文》 チキストつ？イJし作成一

　(りープロリつ卜)

《写爽》ク撮影I'4'

　　　(ネガ／ポジ)
・ 一 － － －

ＤＴＰに取り込み

　(PageMaker)
一,一----aa-asJks

取り込み４ ’トリΞンク・白黒化･･サイズ変更

(スキャナ)

《グラフ》データ作成→

　　　　　　(Bxc涌

《図》　下杏色　→

　　　　　　(鉛筆)

　クうつ作成→

(DeltaGrapb)
ﾐｰ-=-----aJ遍s昌

滑害→

(ペン)

取り込み

(スキャナ)

≪イラスト》下審き　一　瀦槽・色付け　→

《表》

　　(鉛筆)
---一一一一---･一S
データ作珀→

　(Exc･1)

(ペン・絵の具)

･==一一---------

ＤＴＰ'ご表作成

　{pageMaker}

…………………………---

たデータの収集が反映される。また、1996年度に

試験的に実施したF自然観察･調査体験ツアーくエ

コツアー）」において、このガイドブックはテキス

トとして使用され、またその結果から改良が進め

られるというサイクルづくりも目指している（図

１）。

３．作成の手順

　作成の日程は表１にまとめて示した。扱う範囲

が対象地域の白然全般のため、内容を｡5つに分け

て「章」という単位でまとめ、それらごとに作業を

進めるよう､にした。

　本ガイドプックの作成上の特徴としては、全て

の図・イラスト・写真を調査データに基づいて白

作していることと、ＤＴＰ（コンピュータによる

(PhotoShop)

一一－･・ｇＳＳﾔＳｆ
‘rlFFつアイJし化

(PhotoShop)

I■■II■I■■■■■■■■㎜㎜㎜㎜㎜㎜㎜

－４

→

ｄ ｄ ｄ － ・

ＤＴＰ･

(PageMak･r)

－一一ａＪａｇａＪ・一-

→　ＤＴＰ
(PageMakar)

一-－・－・一-・一一･

トーン貼り／色付け　→　文宇入れ
(photoShop)

…………………－－－－

(paaiMaker)

………………………-･

取り込み一文字入れ

（スキャナ）（pageMaker）

■■■■■■■■･■■■■■■■■･■･■■■■■■㎜㎜㎜㎜㎜一=---㎜還－ － － －

デジタル出版）を本格的に用いて執筆から編集ま

でを一貫して行なっていることが挙げられる（表

２）。特にＤＴＰの導人は、最近の技術進歩もあっ

て高品質かつ安価な出版物をつくることを可能に

した。この種のガイドブックでは､図･写真を豊富

にしカラーを多用することが理解の大きな助けと

なるが、ごれらは印刷費を大きく上昇させる要素

でもある。また特殊な図表など扱いの難しいもの

があることも合わせて考えると、白由に編集を行

なえるＤＴＰは大きな魅力である。設愉投資と技

能の習熟が必要ではあるが、ガイドブックのよう

に１冊のボリュームがそれほど大きくなく、改訂

やシリーズ化を頻繁に行なう出版物にはＤＴＰは

鏝適である。

　実際に本ガイドブックは写真･図表が200余点、



表３．ガイドプックの構成

＊．麦紙　……

＊．はじめに／目次

０．ポイントマツプ～対象地域の紹介～

１．草原に咲く花Ｑ-･白樺峠草原の多樵性と花履～

ベージ数

(カラー)

１（い

2（1）

2（2）

１３（８）

２．エソシカ達の生活～十勝Ξ殴草原とエソシカ～　…・12く４）

３．巍林を綿りな首樹４～大備山田立公回の森林群集～‥１２（８）

４．川を取りまく生態系･ヽ･洵畔林と渓流魚～　‥･‥‥‥‥１２く４〕

５．自然を取りまく社会一国立公圖と植光～

＊．参老文猷／出演／制作

＊．畠表紙　…‥

フルカラーページが34ページあり、通常の印刷で

は150万円近くかかる（1000部）ところを、ＤＴ

Ｐによって65万円で印刷・出版している。そして

全てのデータがデジ幻ﾚ化して磁気装匿に記録さ

れているため、改訂が容易になっている。

４．内容・構成

　本ガイドブックはＡ５版全68ページ（表紙４頁

十64頁）で、内34ページがフルカラー、残りが単

色刷である。内容構成は表３のようになっており、

さまざまなジャンルを網羅して全体的な自然理解

に役立つようになっている。

　また、このガイドブックの特徴としては以下の

ようなことが挙げられる。

田生態学的視点に基づいている。

　自然観察会を環境教育として位置付けるとき、

生物の名前のような断片的知識の屯授に偏よらな

いことが重要なこととして認識されつつある。し

かしそのテキストとなるガイドブックにおける対

応は立後れており、地域の事物の紹介や図鑑的な

生物名の羅列に終始しているものが現在も多い。

本ガイドは分類学的説明をあえて取払って（コラ

ムなどで対応）、生態学的祖点を中心に据え、生き

物の生活の面白さ・複雑さや生き物同士のつなが

りに注目するようにした。したがって特定の生物

や地域に限定されることのない広い視野を持って

おり、自然に対する新しい見方を提供しようとす
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る試みを多く行なっているものとなっている。

（2）オリジナルデータに基づく図表を用いている。

　本ガイドブックでは図表を活用して生態学的事

象を分かりやすく説明した。これらの図表は基本

的に当研究会がフィールドで調査を行なって収集

したデータに基づいている。概念的な内容も実際

の結果に基づいていると説得力があり分かりやす

くなっていると思われる。

（3聡合的ガイドである。

　対象とする白然の要素として“花のみ‥大型哺

乳類のみ”といった偏よりを避けて全体的な理解

が出来るような構成を心掛けた。扱っている「シ

カ」［草原］「森林」「河川」といった区分は対象生

物の多様性だけでなく、対象とするフィールド･生

態系の多様性も表現している。また、各要素がバ

ラバラに独立した内容とならないように、統一め

視点（生態学･現地調査に基づく）とテーマ（自然

の多様性・人間社会との関わり）を持たせた。

（4服察会での応用利用が容易である。

　観察会での利用が前提となっているが、即物的

な解説事項の羅列ではないため、地域的季節的変

化にも対応しやすくなっている。また「実習コー

ナー」として簡単な調査による体験法についても

記戟した。この「実習」はお遊び的なものではな

く、研究会で行なっている調査手法と同等のもの

であり、継続的に実施することができる。

「観察」よりも自然に“密着”した体験が可能で長
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期的な関係を志向したものとなっている。

㈲地域の自I然保護問題を積極的に扱っている。

　従来のガイドではイデオロギー色を排すること

や対立や批判を回避することを念頭に、自然保護

問題を扱うことをタブー視してきたきらいがある。

しかし、現代の自然を語る上で人間社会との関係

を無視することはできない。むしろ我々の生活と

の関わりや自然破壊の問題に多くの人々の関心が

寄せられている。したがって本ガイドブックでは

各章でさまざまな問題を積極的に取り上げ、問題

の構造を整理して提示するようにした。これらは

決して扇情的なものや抽象的なものではなく、具

体的なデータに基づくように配慮してある。

(6)単‐地域を対象としている。

　本ガイドは幅広い視点を持っていることから、

様々な地域での活用が可能であるが､あくまで｢ひ

がし大雪｣という一つの地域を対象としたものに

現地調査（1996年５月）．･．

音更川河畔林で樹木分布・シカの痕跡を調ぺる．
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なっている。この地域での調査結果や観察をもと

にしており、敦科書的な内容を流用してただ紹介

しているようなものは全く含まれていない。

巾作成・編集をー元的に行なっている。

　以上のような特徴は、本地域で長期間にわたっ

て継続的調査を行なってきた当研究会が担当して

いることで実現している。学術的な調査研究を行

なっていない団体が担当したり､分野別に研究者･

専門家が分担したりしたのでは、このような総合

的な視点にもとづくガイドブック作成はなかなか

困難であると思われる。

５．今後に向けて

　上記に挙げたような特質は、全てが十分に発輝

されているとは言えない。今回の結果をフイード

バックさせながら発展させていくことが重要であ

る。

ガイドブック完成版



第６期プロ・ナトゥーラ・ファンド勣成成果報告書（ヱ997）

藤前干潟の保護と、干潟における環境教育の実践

　　　　　　……藤前干潟を守る会　　　　　　　＼　＞

‥‥‥　　　‥‥!……　辻淳夫　　　　　　　▽

Conservatk)n and EnviionmentaI Educdon P宣x)gramonF呼m3e TidalRat

Save Fujimae Assodation

　　　　Atsuol§uji

「探鳥会」「観察会」から「探検隊」ヘ

　藤前干潟の保存運動にとって、干潟の価値を広

く知らせることは常に中心課題であった。渡り鳥

の渡来地、餌場を守ろうという動機から、当初か

らのイベントは渡り鳥を見せる「探鳥会」だった。

　しかし、渡り鳥の餌はカニやゴカイ、魚などで

あり、カニやゴカイは干潟表面のケイソウを食ベ

ていることを知って、バクテリアやプランクトン

から始まる食物連鎖、干潟生態系こそが、重要で

あることに気付き、視野をひろげた「白然観察会」

になった｡･そして、干潟の枇界にふれた子どもた・

ちの反応が、また新しい展開を促してくれた。

｢センス・オブ・ワンダー｣を育てる

　子どものグループや親子を対象に｢干潟探検隊｣

を行ったのがそれである。

　清潔な生活に慣れた現代っ子く大人も)、とくに

自然にふれる機会の少ない都会の子どもは、泥に

触ることさえ嫌がる｡好奇心をさそうカニでさえ、

なかなか手を出せない。そんな緊張も一時間もす

れば、輝くような笑顔に変わっているものだ。恐

る恐るながら､自分の手でカニを捕まえた瞬間を、

安堵と嬉しさを子どもたちはｰ一生忘れないだろう。

素足で入る干潟の泥のあたたかさ、なめらかな感

触も、いつか于どもたちを夢中にさせてしまう。
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　潮が満ち来て､干潟から上がらざるをえない時、

宇宙のめぐりの不思議さと大きさを子どもたちは

体で感じているに違いない。

　干潟や生きものたちを先生に

　　「探検隊」の体験をもとに、内容を深め、広めて

　くれる人をふやそうと、環境教育研修会を考えた。

　しかし、干潟で長年競しむ自分たちも、いつも何

　か新しい体験を学ぴ、感動を得ていることを思う

‘と、「干潟の学校」の先生は、干潟の生きものたち

　であり、干潟それ白身だと気がついた。‥‥‥

　　そう書かれたビラを家に持ち帰り、「私､今の学

　校やめてこっちの学校へ行く」と宣言した小三の

　女の子の存在が、私たちに大きな感動と白信を与

　えた。

　　参加した人それぞれが、それぞれに得た感動

　（！）と、不思議に思ヽたこと（？）から、白らそ

　れを探求し、それを伝え広める工夫を創り出すこ

　とを主眼にやってみた。結果は必ずしも満足でき

　た訳ではない。参加する一人一人の思いや経験や

　意欲を十分ケアーし得ない面もあった｡しかし､こ

　れまでにない、白発的､創造的な「学校」にはなっ

　たと思う｡次の「探検隊」にどう活かすか楽しみだ。



企面づくりブレーンストーミングで出たアイデア

探検隊で実践一潮だまりでの観察

干潟の巣穴数え、誰に もできて意外な多さに く驚

｢干潟の学校｣最終会､金画のまとめに参加した一同

－86－



箇６期プtj ・ナトウーラ・プァンド助成成果報告書｛1997｝

シペリア森林破壊問題についての基本書の作成

　　　　　　　　ＪＥＥシペリア・プロジェクト

後藤大介、海老原由三子、ポール・ケアレス、五十嵐克徳、山際良昌、

　鶴岡はるみ、桧井哲哉、マリア・マクモラン、近藤真紀子、森荊子

ComPUationofanintn;)ductory book on de硲犯stationPn:)blemsin Siberia.

　　　JaPan Environmenta1 Exchange GEE)－SiberiaP剛ed

Gotoh Daisuke. Ebihara Yumiko, Pau1 Cardess, lgarashi Katsunori

　　ylmagiwa Yoshimasaﾀﾞlsuruoka Harumi,Matsuﾄﾞlitsuya

　　　　Maria MCMorran, Kondoh Makiko, Mori Nioyoko

　95年夏、申請が審査されていた間は、平素の通

り調査等を続け、本を作成するための準備を少し

ずつ進めておりました。10月中に予定していた極

東ロシアヘの視察旅行を、先方の都合で早めるこ

とにし、91月下旬に沿海池方の各地を訪ね、でき

る限りの情報・資科収集を行いました。

　95年中はおもに、これまで私共が作成した資料

を見直し､また週去の調査の成果を洗い直して､課

題を明確にする作業を行いました。この間、当初

の予定にはないことでしたが､松井哲哉とマリア･

写真ｌ

　ラソフスキー自然保護区を徒歩にて周遊

マクモランが調査･執隼担当として加わりました。

　96年当初に第一稿を書き、作成チーム内での検

討を開始しました。以後､ケアレス、松井、マクモ

ラン、後藤の４人は、月毎に会合をひらき、各白作

業を持ち帰って進めました。また、インタビュー

等も行いました。

　８月中旬に最終稿が仕上がり、以後レイアウト、

印刷と行い、９月末に作業を完了しました。

写真２

　ピキン川（アムール川上流）を遡上
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訥6191ブＵ・ナトゥーラ・フフンド励成成!1!報告IIIく1997）

　　　Biologyand Ecology ofTwo Endangered SPedes

Rufous-necked and Plain-Pouched Hornbms in Huai Kha

　　　　　　　　　　KhaengWildlifeSanctuary

Dr.Pilai Poonswad゛

INTRODUCTION

　　　Hombmsare alnong the lal‘gestand most consPicllous bi�s in old world troPicalforests.

They are known to be among the most easily surveyed of foresl organisms， allowing both

visible and audiblenleansof identification(KemP＆KemP 1974; Poonsxvadet a1.1987,Johns

1987,1988).

　　　Therenlarkable nesting habit is that the female seals herself jn a large cavity of a living

treeleaving only a'narrow oPening for her mate to Pass food to her and later chicks･ They are

olmlivorous feedingonagreat variety of fmits and animals. Tlmsμhey are imPortant for seed

dissemination and keeP balance of some animal grouPs in the forcst (Poonswad et al.1()87，

KemP 1995).

　　　Among 31 sPecies of hombills found in troPical and subtroPica1 Asia, there are 13 sPecies

occur in Thailand (KemP 1993, Poonき４vad 1993b).0ther than morPhology and distribution

described from lndia. Mynmar (Ali＆RiPley 1987, Smythies 1986)and Thailand (Lekagul＆

Round 1991)，Rufous-necked (Aceros niPalensis)and Plain-Pouched Hombills (ルフｍ)ｓ

subnφcoHis)are ranked as littleknoxvnsPecies Parlicularly, breeding biology (KemP 1993)･

Rufous-necked Hombm is also believed to be exUfPated from NePal since 1846 (Shrestha 1993).

　　　This study rePorts 1)habitatPIでference.2)nest and nest siteor nest habitat characteristics

3)breeding biology 4)flocking and roosting･

STUDY AREA AND METHODS

　　　Huai Kha K11aeng Wildlife Sanctuary is situated in westem Thailand andcovering 2,809

k�(Fig. 1).Thearea exPeriences south-west nlonsoons alld the mean 皿nua1 rainfallat K11ao

Nang Rum W11dlife Research Station in l993'96 was l･557 mm. Mos1 PredPitations fden durillg

May to October withan annual mean of U65 mm falhg durhlg thisPeriod (Fig, 2).Thedriest

months were December and January when the average rainfan onhe nlonth was only 6.2 mm.

(Fig. 2).

Data records

Distribution. The saldy of distl‘iblmo11゛“sPedo°led flo1111994 to 1996 by sighti叩of hol゛biHs，

・Fucully of Sdence, Mahidol unibersily （マヒドン大学・理学部）
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while hiking along existing trailsas well as by hearing of calls.Then maPPing of sighted and

heard hombills was done.
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Figure 2. Monthly data of precipitationduring January 1 993 “ December 1 995 measured at

　　　　　KhaoNang Rum WildlifeResearch Station,Huai Kha Khaeng WildlifeSanctuary･

Biolo9y and ecolo9y. During 1990^1996, nest 1rees werc locatcd either by following lone males

fronl feeding sites or by insPecting large trecs with visible cavilies.Λctive nests could be

confirmed by the dePosits of droPPings･ ac(mmulations of nest debris･ and sced regurgitates

(Poonsxvadrり/.1987).0nce discovered, each nest trcc was maPPed and was studied as in

Poonsxvad(1995).The methods to study R11fous'11ecked“nd Plain'Poudled Hombi11's nest

siteswere modified fl･om Liewviriyaki1 (1989)．

　　　0bservation from the female imPrisonment by checking lhe nest entrance sealing and

chick fledging by detection of ncst Plaster debris were carried out from December 1994 to

February 1996. When l)ossible nesls were also visited at l-7 days interva□rom mid March to

thelastweekofJune･ObservationsonflockingandroostingfollowedthemelhodofPoonsxvad

(1993a).

RESULTS

Distributionof hombills

　　　Rufous －necked HombiHs were found distributedin dry evergreen, moist evergreen

and hm evergreen forestswhereas Plain’pouched Hombjlls were found in mixed deciduous

and dry evergreen forestsalong the stream.

Biolo9y and ecology

　　　Rufous －necked Hombill : Twelve nests of Rufous-necked Hombills were found in hm

evergreell forest ranging from l･018 to l･300 m a.s.I･(m(!an °1144.7 士s.d. 98.7 m a･s.1.).

Characteristics of nests and nes1 1rees are presented in llble l.

　　　Five of O.8 hectare Plots were set at 5 nest sites･4661rees wererecorded.Theresvereat

least 61 genera identified but 78 trees were unidentified. The forest stnlcture at nesl siteswas

divided into three layers, i.e.top(oremergent),middle(ormain)and low layers, exchlding

the forest floor('lllble.2).
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Table l，Characteristicsof nests and nest trees of the Rufous-necked Hombills in Haui Kha Khaen9･

Ncstcodc

ＲＮＨＩ

ＲＮＨ２

ＲＮＨ３

ＲＮＨ４

ＲＮＨ５

ＲＮＩ１６

ＲＮＨ７

ＲＮＨ８

ＲＮＨ９

ＲＮｌｌｌｏ

ＲＮＩＩ Ｈ

ＲＮＨ１２

Ncsttreespecics

匈7瑶泊川孕．

匈乃が141?1,Wゐぴ7ひrQ

匈９が皿lc皿治li

unidentincd spccics

匈りが1湊丿孕･

匈7瑶油刀孕･

Canayilon kerrii

匈乃宦四jj/).

匈乃齢四jjμ

Syzygi14m sP･

Syzygi･ｕｍｓＰ.゛

硲乃宦μ'月�IJび7ひya

lnean

s,d.

Trec

hei∂lt

　nl

39.5

39.5

　42

　33

　40

　28

　54

　42

　34

　34

　24

　43

37.8

　7.8

24,54

rrce

dhh

Cln

　121

　目1.4

　93.2

　114.9

　70

　81.2

　87.6

　109.9

　71.7

　87.9

　101.9

　88.5

　94.9

　16,8

70,121

Ncst

hcight

　ln

20.5

6.1

　18

ｓ
2
0
７

　33

　15

　9

　18

　H

　16

　15.8

　7.3

6.10･33

Tra di3.

atllcsl

　Cnl

100

90

55

5()

60

80

０
０
０
０
０
５
.
8
‐
7
1
0

８
ｚ

ｒ
ｑ
Ｑ

Ｃ
Ｏ
Ｑ
7
3
１
５
0
‐

八1lilud、

　　ln

　　l削8

　　101S

　　1240

　　H50

　　1230

　　1280

　　050

　　1060

　　1UO

　　1300

　　1060

　　H20

　H44.7

　　98.7

1018･1300

゛deadtrcc s!･111ぬi・g』･11

Table 2.Summaly of dlaracteristicsof some nest sites of the Rufous －necked Hombill studied in

　　　　　a20 × 80m sample plot at each sitein Huai Kha Khaen9. 1VI=¶mportantvaluelndex.

Ncstcodc

RNI12

ＲＮＩＩ３

ＲＮＨ９

RHN ll

ＲＮＨ１２

　　　　　Ran8eofa)rcstlaycr

AI山de　　　　heゆ1(m)　　　　SloF(％)
Ｊ乃＿

l,018

1,210

I､110

I,060

I,120

lslゝ312nd11・303【11 2.5・10

41

43

38

61

55

ll・30

H･28

No.tl-ccpcrha

(dbh>4.5m)

６・１０

６－１０

24.4

30

11－28　6.5・】U　　20.7

ll・30　4.5・10

19・30 ５・１０

･3S.1

37.8

％り

54,1

463

794

725

Domi113nl

llccspccics

FIぐ1,5sp，

θμり肩りゐj戸丿附(;1･ん£ヽ

CjlμIJ11ひ耐lj/?j Zりも川ａ‘川

匈乃･μ四;cl･四1μ

Ｗ,啄1巾ａ晶hl

.;y/alldsPヽ

(?14CyむiM汽ｗ

(ＷＪ♂ｉａ川C切｢1晴｣7り･/,71JICぷj

Cryptocarya P�lclu

八7,w,ﾀ,な/kφ･a＆1111o川･j

OfoPhetlel索roc,りり

Ｃｕ附哨ｕ川Ｓ油,貳出4川

Michelia c陥川同ce

Syzyglu'n albφOrcl

/)/1ぐみC芦?z而1請珀j

IV【

％

91.59

26.37

1S.85

27.73

25.91

23.17

31.02

31.35

25.99

30.91

1S.85

17.26

31.17

29.79

15.S8

　　　'lbta口2 nests were distribuled in�l three forcst layers; l nests (8,3％)was in the toP, 7

nests(66,7％)were in the middle and 3 nests (25％)were in the low layers, Mosl of Rufous-

neckcd HombiHs ncstcd in c,,viticslocated in the trunk of living trees(91.6(‰).0nly one nest

was found in a cavity of a dead tree(8.3％).
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　　　The breeding cycle defined as the Period from the female il11P出oll°ent to the last dlick

nedging Rufous'necked Homm fem�e's imPrisonment started from 10 January to 17 February

(medianニ22January n °n Pairs).Female emergence and young nedがng varied from g May

to 21 June.Theaverage breeding Period was 125.3 土7.1 days (n°6).The emergence of female

from the nest occurred before or on thesanleday as chick fledging･ The female enlergence

dates varied from g May to 21 June (median °25 May n °7)･Each breeding Pair raised l-2

chicks. The nlean dlicks Per nest was 1.3 士s.d. 0.5 (nニ9).Before fledging Period, one female

and threc chicks of two nests were eatenby Yenow-throated Martens MI�6刀四卵面and a

female of one nest was eaten by a 田nturong Arctictisbilltuyollg･Then, breedingsuccess xvas

78‰Rufous-nccked Hombill flocked in a small number and had never been observed in

mixednockwithothersPecies.Themaximumnumberofindividu出in a nock was ll observed

in 1996, But in 1993, maximum number was 18．

　　　Plain-pouched Hombill: Nine nests were found distributed il，mixed deciduous forest.

Characteristics of nests and nest habitatxvere sunlnlarized in lhbles 3 and 4.Seven nests out of

g nests were in former woodPecker's holes judging from the shaPe of nest entrances which

were round or nearly roun(|.AI1 9 nest tl'eeswere alive,8 nests were situated in the lrunk of

the treesone was ih a branch. ln the studyareaof 2 ×5 km2･ there were two characteristictyPes

of the mixed deciduous forest one of which is influenccd by seasonal flooding (lable 4).

Table 3.Characteristics of nest trees and nests of Plain-pouched Hombill in Huai Kha Khaeng･

　　　　　　　　　(db19＆melcHIbreasthei息絨dllh・diamcleratneslllciill)
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Table 4. Summary of characteristics of nest habitat of the Plain-pouched Hronmil目n 15 plots

　　　　(size of plot ＝24 × 100m)near stream and 25 plots away from stream.
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　　　Nests｀゛ere monitored for the female h゛Prisomllellt“nd chick nedging only. The Peak

ofimPrisonmcntfenintotwoperiodsj.e.thelastweckoりanuary and the firstweek of February･

Chick fledging ranged from 11 May to 24 May (I仰8 Pairs).The entire brecding cycle of the

Plain'Pollched was shorler than the Rufolls゛11eckcdHombillj.e. meall °113.6 士12･l days(n

°5 Pairs).From ll observed brceding Pairs,8 Pairs fledged (72.7％)with unknown nunlber of

chick Per nest.Λfemale of onc nesl was found dead of an unknown cause and two females

emerged before 20 APril wilhout any chick｡

　　　Plain°Pouched HombⅢwas often found in mixed flo(?kwith Wreathed Hombms and

gathered in smaller flock than the Wreathed Hombill. Maximum number of individuals Per

flock was not more than 34 in 1996jn contrastパhe Wreathed ﾄlornbill flock size reached 633

in 1996 observcd at the same roosl.

DISCUSSIONS

Nests and nest site. We agree with KemP (1976)and l)oonswad(1993a)that there is no

sPecific preference on tree sPecies for ncsting. Hombills use h'ce sPecies that are large and

abundant･ When coml)aring these two studied sPccies with the Wreathed HombiH， it was

obviously confil゛med that these three sPecies of the sanle genus neson(liffcrent habitatsj.e.

Rufous｀necked in hillevergnごen forest,Wreathed Hombm in moist evergrcen forest(Poonswad

1993aかn(□)lain'Pouched l‾lombil目n nlixed deciduous forest. Nest charaderistics of these

sPecies differed in delails.

Breedin9 biolo9y. AII breeding females of the st”died species begall to llesti“ dryseason

slarlinginJanuary－Februaryandleavedthenest（hlringMay’Junewassimilartothebreeding

96



cyde of Wreathed HombjH in Khao Yai Nation31 P“｢k(Poonswad eh11.1987)and was simhr

lo the breedingseasonof lhis sPedes in lndia (Ali＆RiPley 1987),Noton】y Rufous-necked

Hombill left the nest during this Peri()d but also the symPatric sPecies, Grcat and Brown

HombiHs did in thisstudy area. Plain-Pouched Hombill in thisstudy, on the other hand, had

sinlilarbreeding season as in Myanmar (Smythies 1986)｡

　　　The difference in length of the breeding cyde may be affeded by a size of birds and

feeding strategy (Poonswad 1993a).The sizes of these thrce sPecies Rufous'necked, Wreathed

alld Plain^Pouched Hombillsaren7 cm, 100 cm and 90 cm respcctively (I.ekaguland R()und

1991)･Plain'Pollched Hombilos the smaHeshmong these sPccies. UIlfol佃nately･ feedillg

strategy for the studied sPecies is not determined･

Flocking and roostin9. A nock size oflhc two sludied sPecics when comPare with the Wreathed

HombiH studied in Khao Yai Nationa目)ark and ilnhis study area was obviously different.

Both studied sPedes formed smaH flock consisling of not more than 40 illdivid"als,｀゛hereas

the Wreathed HombiH may flock uP to l,000 individual at lheroost(Poonswad(お7/.1987).

CONCLUS10N

　　　The study confirmed lhe habitat Preference of Rufous“nccked to hillevergreen f()rcst

and Plain'Pouched to mixcd deciduous forest.

　　　0ther accounts are as f()II()ws:

　　　Rufous-necked Hombill: Nests were located at averagcd altitudc of l,144 n，a.s.1.in

hillevergreen forcs1.The favored nes□rce ゛'asthe trceoｔ肪nus Sﾘz!㈲umwhich found to be

the common tree.Nest height of thissPedes was similar to the Plain"Pouched Hombill.

　　　Breeding scason started in late January and finished in late May to early June/rhe

breeding cycle to()kabout 125 days， NaturaI Predators were marlcn and binturong. ln non-

breeding seasonjhe sPecics gathered in a smaH nock ()fuP to '18individuals.

　　　Plain-pouched Hombill: Nests were located at averaged altitude of 231 m a.s.1jnmixcd

deciduous roresl.Thefav()red tree for nesting was lree of genus Tretrameles which iμound

along the stream. Majority of the nests wel‘ein former holes of woodPeckers. The average nest

height above the ground was 16.6 m.

　　　Brecding season also slalled in January and lasted in mid May. The brceding cyde took

about 113 days which was shorter than the former sPccies.

ln non“breeding scasonjhe sPecies gathel｀edin a small flock not more lhan 40
Ｉ
Ｉ

nd ividuals，
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Summary

　　　The study shows that Rufous'necked Hombm (RNH)Preferred hillevergreen forest

and Plain'Pouched Hombm(PPH)Preferred mixed deciduous forest･The nests of RNH were

located a1 1,144 m a･s.1.Favorite llesttl‘ee゙“s卯z双面･1,was37.8土7.8 m high and 94.9士16.8

cm dbh, The nest was 15.8十7.3 m above the ground which was in the middle layer of the

forest strata.Nests of PPH were located at 231 m,a,s.l on average. Fav()ritenest tree was

letrameles with height at 44 士8,5 m and dbh at 205 土97.6cm.The nest above the ground

was 16.6土4 m and was within the middle layer of the forest strata.Majority of the nests were

in former woodPecker holes｡

　　　Breeding o貼et of bolh RNH alld PPH was triggered by the drought. RNH startcd to

nest in late January and finish in late May to early June. Breeding cycle took 125 dayson

average』)PH starled to nest in late January to early February and lasted until mild May･

Breeding cycle took U3 days on average｡

　　　Natural Predatol4sof RNHxvereYeHow'throatedMartenandBinturong.NaturalPredator

of PPH was susPectcd to be Marten｡

　　　ln non-breeding season, RNH gathercd in smaHer flocks of uP to 18 individuals, while

PPH gathered uP to 40 individuals.
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第6 lljプｕ・ナ１ゥーラ・フフンド励成成果削‘iIII（1997）

ﾋﾟJ
日

タ刊剔こ おけるサイチョウ危急種２種の生態研究

　　ピライ・プーンサワット

　この研究で、Rur（）us-necked日ombill（以下RNII）（ﾅﾅﾐｿ゛ｻｲ杓り、Accros nil)alens硝が

丘陵常縁林を好み、Plaill-|）ouchedHombill（以下PPII）［Λceros subnlncollislは落葉混交

林を好むことが示された。

ＲＮＨの巣は、平均海抜1､14柚に位置し、もっとも好まれた樹種は、Syzygium Vフトモモ

属］で、平均樹高37.8土7､8m、胸高直径94.9土16.8cmであった。巣の位置は地上から平

均15.8土7.3mの高さにあり、森林層の中層に陥置していた。

ＰＰＨの巣は、平均海抜231mにあり、樹種は71｡ra｡､cjcs［テトラメレス科］で平均樹高44土

8.5m､胸高直径205土97.6cmであった。巣の地上高は16.6士徊で同じく森林層の中層に

あった。巣の多くはキツツキの古い巣穴を利川していた。

　ＲＮＨ、ＰＰＩＩともに繁殖行動の開姶は、干ばつが引き金になっていた。 ＲＮＨは１

月下旬に巣人りし、５月下旬から６月上旬に巣立ちした。繁殖期間の平均は125日だった。

　ＰＰＨは、ロドド句から２月上旬に巣人りし、5 Jjj中句に巣立ちした。繁殖期間の平均は

113日であった。

RNIIの天敵はYellow-lhroatcd Marlen ［テン］とBjllturoll削熊猫レCあった。ＰＰＨの天

敵はやはりＭ副Cllと思われる。

　非繁殖期には、ＲＮＨは殼大18個体の比較的小さな詳をっくり、PPIIは殼大40個体の

群れをつくっていた。
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笛６期ブロ・ナトりーラ・フフンド動成成果報告書（199?）

lmPadofLogg垣g on Qinhgs GiantPandas:FOP咄ltionStructtn

Pan Wenshi

Abstract

　　ln this paPer we analyzed our data and calculated POPulation Parameters of the Q㎞lh苓

giant Panda POPlllation based on our foca1 POP�ation･ hl the Past 10 ye･rs we have totdy

collared 33 wild giant Pandas and thesexratio M:F is 1:1.06･The ecological a卵ofthe giant

Panda can be divided into two grouPs: PIで-reProdudion(cubs and sub'adults)and reProducUon

(adults).Generally female giant Pandas reach theirsexual maturity at the age of 4･5,while for

males itis 6･5.Female reProdlldion rate of the studied POP�ationis40％･011｢lesearch showed

that the intemal distribtltionPattern is a formicated olle･the POPulation size has remained

stable in the Past few years.

　　Tlhe foca1 POPulation o(:cursinthe拓rmerloggi耶area. After the timber harvestinP�vity

being stoPPed since 1993･ we have observ゛?dat least 3 births･Mo詑oveらthe Panda in thisarea

stm mate and have cubs in thisarea，These indicated that thisregion is stillsuitable for the

loca1 POPulation･

lntroductiori

　　The study region islocated in the middle and high mounta訥areas onthesouthernsloPe

of Qinli-n8 Mountains. lt covers the Hua Yang Timber unit in the high reaches of the Youshui

River.Thetoほlareais500Km2 between 107° 30'“108°O(yeastlongitudeand33° 33"33° 451

north latitude.Thisstudyareahas the highest concentration of giant Panda in (ぶnhg,Within

the area, giant Pandas hve at elevations rang朗μΓom U00 ' 3100mjeeding on ＆s訟皿φ弓戸萬

locaUy kno｀゛n21swood bamboo･ and F薦卯s一s阿f陥cぶzorPineflowerbalrllboo.ThecomPosmon

of Qjnhg mammal fauna is quite comPhcated. Sixty Percent of Present mammals carlbetraced

back to the early Pleistocene Period，and it shows that Qinling mammal faunais a Prima7

one,a continuation of the andent locaHauna.

　　PaJldas havea long history in Qinhg mountains, Fossilrecords iJldicatethat gi。tPandas

aPPeared here about 70〔W00 years a8o, before the mountain uPlifted under the influence of

the Hi-malayan movenlent. Until 200 years ago，they had a wide distribution on thesouthem

sloPe ofthe(ぷnling mountains, Presently they are found only ㎞certain Parts of thisareadue

to the geomorPhologic ch゛aderistics･ hn)aimou“t血“idgeμhe hi油est sector of Qinhg，

Giant Panda and WildlifeCo哨ervaUon and Research Center atPeking university
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running from west to east･ works as a natural barrieublocking the Siberian cold air currents

from the north/rhe broad and gentle Han River valley brings warmth and humidity to the

high mountain area.As a resu化出eymakethesouthem sloPe a natural refuge for giant Pandas｡

　　　Human activitiesalso has a long history A Postal road named ″langluo Road″. built恒

Wei and Jin ynasty, cuts through our studyarea.Vestiges of ancient PeoPle's movements can

be found everywhere he加.The ru匝s of a temPle can be found at the elevation of 2600m, and

it may have been the highest building in thisregion･ AU of this shows us that historicany this

Place was very ProsPerous.　　　　　　　　ヽ

　　Tijrriberlogging startediJ11950s and the method of selected{utting had been adoPted for

over30 years. Since late l 980s/ 池order to get moie Prom from timber industry dear"cutting

was adoPted instgdﾊﾞrhis ma4e the giant Panda habitat in this reがon decreased greatly･ln

1993,the Chinese State Cound canceled allthe ti㎡ber work.

　　Research on giant pandas in this aiea has been condllcted since 1985. 1n the Past 2 years

wealsoshldied the population stahls in additk)n to the n!covery of the giant panda ecosystem.

Methods

1.Population statistics

　　We use quadrates to determine absoklte density･

(1)Pandas nvijlgin the bamboo forestduring winter and spring can be easny observed because

bamboo is sParse. We ha゛e developed a poplllation density model toinvestigate the number

of giant Pandas for the theroPencedrymion-Bαslla㎡jz‘giant Panda ecosystem of Qinling

mountains

　　　　　　　　　　　　　v

Ｐ -

-

where

　　　　1-(1-T)｀

P °POPulation density of giant Panda Per l km2 of召邱面面?bamboo

Ｔ

Ｋ

Ｖ

zzareaof a quadrate

°frequency with which ea(ごhsPecmc Panda enters freelyinto a quadrate

＝the number �Pandas whkh visita quadrate in a time uiiit(the time that

　　　　　　　　　observers

(2)Count social groups and gstimate relative poPulation density　　　　　，

　　VVork out theaverage number of giant pandas in one sodal group and then estimate the

poPulationﾔsize on the basis of 仕哨ｎｕｍｂｅｒ．　　　　　　　!．，　ｊ　．　　　　　　　　　　　　　・

2，POpUlatiOn StrUCtUrel

　　　SincePandasareseldom observable, we had to caPture them and fit蜘em with radio

collarsinlorder to Provide detailedinformation on poPulation struchjre.We use the drug
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Ketamine and a tranquiliz㎞g gun to sedate Pandasﾄﾞn)tranquihze a wild Panda， we injed

Ketamine in the shoulder orthigh with an a'゛eragedoseof 4'8 mg/kg. This low dosa肪aUows

the Pandas usuaHy to remain inactive for about 40 minutes. Radio conaj?sパeceiversand antennas

are Produced byTdonics. We determjned the Position of radio'collared Pandas from known

reference Points along ranges and roads･ We monitor each Panda at 3 d班erent Points and then

use the azimuth intersections to locate itバmd the Position is then transけibed onto a maP

(1:50,000)afterwards. Since 1987 when we collared the firstPanda to 1993 when this PaPer

was writte馬we have received 13･600 accurate locations for Pandas in 4 social grouPs.

ResUlts

｜.Density and numbers

　　Since 1985 we have used quadrates to determine the Parlda density every other year in

order to estimate the total number of giant Pandas in the Qinling POPulatk)n. The results of

the investigations show that･between the year on985‘1993 the number nuchlated within 211

－244(Table l)･

Table l，Density and numbers of (linl睨1'sgiant panda popりlation

Time

8rea TQlalarca of

　βz7幼脚1沁

　　(km2)

　Animal

caxculated

(pandas}

　Population

　　density

（p四das/km2

　　　）

Population

　　count

　(pandas)

FOP哨g Nalurc

　　Rcservc

Forcst如li昭

　　area

Mar,1985 Uppcr卯町ses

　orD㎝油c

11.93 25.7 2,15 242

Mal、1987 Shashu抑弓

Boyangpi昭

3,92

3.95

7.3

7.2

l.87

1.92

2U

216

Mar,1989 Upper courscs

　ofYoushui

61,36 121.4 l.98 223

Mar.1991 Shuidonggou 14､75 32.0 2j7 244

May.1993 Shashuping

Boyangping

4.22

3.10

8.2

6.5

l､94

2.10

219

236

Apr.1995 Shido昭gou 14.75 30.5 2,07 233

2.The intemal distributjon pattem of spatial structure

　　Qinlinがs giant Pandas make a very obvious verticalmovement. From June to SePtember

theylive訥higher F訂Fsi bamboo folrestat elevations from 2300-3000m and from October to

May,90％of the individuals live atlower elevations 蜃＆s加F面bamboo forest.Froni 1987 to

1993 we have radiotracked about 22 1ndividuals･ Our records show thatin winter and sPring
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Figure l. Distributionof 4 socialgroups in the uppercaursesoftheYoushuiRiverl¥om 1988-1990.

………（Dotted linesshowthe border’ofthe’sodalgroups;） ………………………………　＝…………………
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Figuer2，Distribution of 3 social9｢oups in the upper courses of the Youshuin Riverfrom

　　　　1991.-1995.

　　　　(Dottedlinesshow the border of the socialgrouPs･)＼　　土‥‥‥‥　　‥‥
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theirintemal distribution Pattern is of the formicated tyPe We disco゛ered that from 1988 to

1990 there were 4 assembled grouPs 吊ourstudya祀a totaling 61.5 km2. We callthese ″soda1

grouPs″(Figure 1)･From 1991 ″1993， dlle to the intemal changes of POPulation and the

destruction of the habitatμhe number of social grouPslへyas reduced from 4 to 3 (Figure 2)，

From then o馬the Pattem does not change｡

　　Based on the information conected from radio“traddn＆monitol㎞g･ studying the maUng

location,and the landform characteristics of habitat, we estimated that there are atleast U

sodal grouPs･ They are located in the uPPer and middlecoursesofthe山reerivers-Jinshui，

youshui and xushui on thesouthems1叩6 of Qinlin8 mountains･

3.Age structure

　　ltis very hard to dedde how old an individual is,sowecateg6rized all the animals into 3

age grouPs according to their reProdllction statu5:Pre“1reProdudion Period (female: from O'

4･5 years and male: from O'6.5 years old)，reProduction Period (female: from 4･5-20 and male:

from6･5-16)z and Post“reProductk)n Period (female: after 20 and male: after 16).Wenameeach

grouP after the stronFst malejorexarnPle， when Da xiong was the 肘rohgest male in the

grouP, we caUed it″Da xiong grouP“. After Da xiong died of disease in early 1991, both the

ra:nge and comPosition of this grouP cha.nged･ Then Werenalned the gro11P in this area ″Da

Bai″after the new strongest male Panda Da Bai.

Table 2 Age composition of 2 social9roups

Agccategory Da xiong group

　(1988-1990)

Da Baigroup

(1991-1993)

Female Male Female Male

post-rcprodu�on ２ ０ ０ １

reprOdUCtiOn　l ３ ３ ７ ４

　subadult

　older cub

younger cub

２　　　　　　　　　２

　　　　　３

　　　　　２

３　　　　　　　　　３

pre-rcproduction ６

４

Tota1 17 28

　　　We estimate the number of giant Pandas in the Qinling mountains according to the

information we have from two sodal grouPs･ AveraFnumber in one gro11Pnllmber ofsodal

FouP＝the number ofPandas in theQ圈粕H)oPulation,soit㈲17＋28)/2U＝248 individuals.

4.Sexual structure

　　We have made aPPraisals of as many Panda's sexasivecould and recorded itsince 1987.

A11 these anima柘were ahve when we firstencountered them. Presently some of these are stin
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1iving㎞thesanleregion･ while the batteries of the collars of other giant Pandas have become

dead, which madethe radio signal disaPPeared. The data rePresents an 叩Proximate estimaUon

of Qinling Panda'ssexstructure:

　　M:F＝15:16＝1.06

5.Record of births and deaths｡

　　We have recorded the birth ajnd death of our radio'cohred Pandas since 1987z ajnd we

show the figure in table 3. They tellus that during thecourseof 10 years (from 1987 －1996 )9

PaJndas died among the observed animals and 13 cubs have been bom and n of them continue

to live･Thus the net growth nllmber is 2 tndividuals.

Table 3.Records of birthand death of.radio-collaredpandas from 1987-1993

Observ�

　animals

Death Birth

Period ｎｕｍｂｅｒ sex＆奴e number survival rate

1987 １ ０ 一

1988 ２ １ m.＆old

1989 ５ ０ ３ 100％

‥　1990‥ ．７．‥ 、１‥‥ m.＆old ．．．‥３　‥ ‥100％

1991 13 ２ 　m.＆old，

t＆subadult

０

1992 13 ０ ２ 100％

1993 17 １ m.＆old ２ O％

1994 14 ２ m.＆old ２ 100％

1995 14 ｌ ｍ､＆ｏＭ

19％ 13 １ m.＆old １ 100％

Discussion

　　1 . Population dynamics of Qinling's giant pandas

　　The result of our research indicates that the giant panda population in Qinling has 5

imPortant characteristics:

　　(1).lts intemal distribution pattem is a formicatedone,The telationship between males

and females is Polygamous. Giant pandas in the whole di叫ribution area of QinUng mountains

are divided into apPioximately ll sodal gmuPs.　　　　　　　　　　：

　　(2).Population count has relnained relativelystablein the past 8 yeas･ During each winter

and sPrin＆Population density is Within the range of 1.92'2.17 Pandas per km2 in Bs11‘2涌2

bamboo forest while the poPulation size fluctuates from 2U‘248. The POPulationcountin

1974 was 237 individuals (Resoutces investigating team of Shanxi),arld 242 in 1983 (Shanxi

wildlife Conservation Station).From this we can conclude that during the past 20 yearsthe

population count of pandas in Qinling has remained stable.

　　(3).Sex ratiois 1:1.06(male :female )･lna Polygamous sodal group, birth rate wiU increase

if the number of females remain higher than males.
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　　(4),The shaPe of Panda's age Pyramid (Figure3nd4)tells us that the ratio of cubs and

subadults in the two social grouPsare52.9％and 57. 1‰higher than that of adults and those

that cannot reProduce any lon肪r･

　　This also indicates that Qinhng's Panda POPulation is stableヽ

　　(5),The size of Qinling's POPulation wm most hkely continue to grow, but very slowly汀n

the Past 7 years, 9 of our radio‘cohred pandas died･ but during thesanlePeriod,there vvere

ll newborns.As a result,there are 2 more Pandas inourstudy area,i.e･，0.22 Pmda Per ye叫

than there used to be. Net growth rate is about l.6％.

　　The data in 'nlble3 also indicates that after the timber-harvest㎞g adivity being stoPPed，

there are sornebirths in the study area. Further, until the end oLL9％the surviva1 rate of the

newboms is 100％.This shows that giant Pandas can stm live in the former loggedarea.

Post-reproduclion

　Reproduction

Pre･reproduction

１

３

５

１

５

２

8％

3％

9％

Figure 3. Age pyramid of Da xion9 9roup･

3.6％

39,3％

57.1％

Fi9りre4･ Age pyramid of Da Bai 9roup，

　　2.The problems of conservation｡

　　Human agriculture and cumvation(jn the southem sloPe of Qinling can be traced to over

1600 years ago･ Since 1953, the がant Panda'bamboo forest ecosystem aJld the PeoPle“agriculture

ecosystem have been seParated/ with an interface at the elevation of 1300m, However,since

the 1970sバhe forest industry began on a large scale to invade the 8iant Panda‘bamboo

ecosystem･ Before 1988，we feltthat with seledive logがng and strictcontrols，hurnan and

Pandascould coexist in thesaJne area,The Possibilityof coexistence ended in 1988, whenthe

local timber unit felled forest at an unPrecedented intensity. The timberunit has destroyed

some area of Panda habitat｡

　　During my years of research in thisarea，Poaching hasnot aPPeared to be a Problem in

(⊇inling.However, in other areas it remains a threat to Pandas.The main dangers facing

Qinhg's giant Pandas are:

　　(坏Habitat destruction by state‘oPerated forestindustry enterPrise. ForexalnP馳there

were 4 integrated social 8rouPs in our studyareabefore 1991･ The habitat of one grouP was

destroyedjeaving only 血reeμouPsthere.As a resultjt has affected the sex ratio,age strudu嗚

et(いofthe Pandas under our study From the Point of develoPment, we can't evaluate the

destrudion yet｡

　　(2).Given that O,22 new individuahs added to 17 Pandas Per year and there areabout230

Pajndas in Qinnng area，there should be 2 －3 new individuals added to the POPulation Per
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POPulaaon sizeto grow moreslowly lfpoaching took Placejt would greatlyaffectthe giant

Panda population.

　　3.The importance of genetic analysjs on small populations.

　　Fronl our reseanこh，we have discovered that there areU social grollPs dis哨butedina not

very large area; sub‘adult female individuals wi11 1eave their sodal grouP before they reach

sexual maturity. This may heIP them to avoid inbreed㎞g to a certain deg犯e.Howeveらin 1991

afem£1le sub‘adult retumed to her original social grouP after she left them for 7 months to

search for a new one, She was tmsuccessful. We found that 2 months afterher retum, she died

of disease，

　　Tlhisinddent makes itdear that the shrinking of P心da habitat and the decreasing quanty

of their habitatjs hurtin8 the Pandas normal migration behaviol, whkh is very imPortant to

avoid inbreeding.

　　We are trying to understand the genetic diversity of Qinlinざs Panda POPulation， We wm

have these results soon.
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第６プロ・ナl･ゥーラ・フ？ンド助成成束報告宿（1997）

要 ﾋj
日

木材伐採が泰嶺山脈に生息するジャイアント・パンダに

　　　　　　与える影響：個体数の構成

　　　　　　　　　　潜　文石

　　本稿では､泰嶺山脈に生息するジャイアント･パ

　ンダの個体数を元にデータを分析し、個体数のパ

　ラメーターを計算した｡我々は過去10年間で33頭

　の野生のジャイアン1ヽ・パンダを捕獲し、性別比

　は雄　１：雌　l.06である。生態学的年齢は２つ

　のグループに分けることができる：すなわち、前

　繁殖世代(幼獣と若年層)と繁殖世代(成獣)であ

　る。一般的に雌のジャイアント･パンダは4.5才で

　繁殖能力を持ち、雄は6､5才である。調査したパン

・ダのうち､繁殖能力を持つのは雌の40％だった｡本

調査により､分布には決まったパターンがあり､過

去数年間、パンダの数は安定していることが判明

した。

　調査地域はかつての木材伐採地域である。1993

年に伐採を停止してから、我々は少なくとも３頭

の出生を観察した。また、この地域のパンダは今

でもこの地域で交尾と出産をしている。これらの

ことは、この地域が生息に適していることを示し

ている。
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第６期プロ・ナトゥーラ・フ？ンド肋成成集報告沓（1997）

GeoecologicaIResearch inKancha剛unga Region

Madhab Prasad Gautam゛

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Summary

　　　Adivities for estabnshing nature conservation area and eco'tourism 蜃the Kanch哨unga

region･ eastmost area of the NePal Himalaya,ivereconducted.Rrst,we reviewed aU materials

imPortant for establishment of ″Kanchanjllnga Nature Conservation Area″ which were

Presented as interim rePort. The revie゛ work revealed the imPortant asPects for our field

study: we focused on biodiversity sodaL economic, and cultural conditions, and eco-tourism，

Therりregional workshoP in the gateway ゛mage of TaPlejung ゛as organized･ Durin8 the

workshoP･ ゛e distributed to loca1 PeoPle “Kanchanjunga APPea1″ and PrePared

″Kanchanjlmga Dedaration.″ C)n the basis of the fieldresearch and TaP哨ung WorkshoP, we

ProPosed to KCDC (Kandlanjlmga Conservation and DeveloPmentComm趾ee)for desi疹naUon

of the Kanchanjungaarea as a nature consぞrvationarea.Through KCDC with a strong

commitment from Green CamP NePal the ProPosal wassubmitted to the NePal govemment.

The details of the results of thisProjed are Presented inanotherrePort with 50 Pages･

L　INTRODUCT10N

　　　The Kanch痢unga area hes in TaPlejung distrid (25° 151－ 27° 561 N, 8ｱ32' － 88°

151E)extendjng uP to the border of T必etin noTth and lndia in east，More than half of the land

is occuPied by snow caPPed Peaks with Kanchanjunga (8,586m),world's third highest Peak.

The sPedacular Peaks, massive glaciers，densePristine forests･glacier lakes and waterfans

make the Kanchanjunga region Physio8raPhicany unique and could attractthousan函ofvisitors

in the near future｡

　　　Basic review work was a1ready Presented elsewhere as an 垣terim rePort to NACS‘J･

Thereforez this rePort exdudes the review work and focuses on the results of field study, as

wen as summary of workshoP and ProPosal to designate thearea as a nationa1Pa洙ornature

conservatk)n area.

乙　BIODIVERSITY

　　　　Byaim蜃g出econservationandsustainabledeveloPment of this region GreenCamP

NePal organized two“week field e)(cll5iollof interdisciPlina7 te3m during Od. 23 and Nov;

7･1995･ One of the sPecmc objedives was to find olltthe aPProPriate measures for conservation

of biodiversity Hence･ thischaPter h堆hl組hts a briefaccount on the biodiversity of the region，

゛GreenCamP NePa1
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2-1.Field report on floral biodiversity

　　　We followed a route of Gopetar (Panchthar)via Saplakhu －Mehele －Khewan －

¥21mPhudin ' Mamankhe ' ¥ongpang ' Phawa Khola ' Deurali ' Suketar '･lplej｀jng. The

vegetat4on of our study area rePresents of the subtroPical and temPerate forest tyPes｡

　　　A beautifl.dCastonoPsis k)ast(Castonopsis hysterix)lies at Kalipokhari (near Gopetaj･).

lowards the rivarian side of Saplakhu･ a semi“evergreen tyPe of subtropical forestis composed

with Shorea robusta, CallicarPa arborea， and othefs｡

　　　Above l,000 m the vegetation composition start to change. At damper sides A㎞us

nepalensis becomes dominant and in open areas consists Schima wamchn, Pinus roxburghii，

Engelhardtia spicata, and others.　The dominant species oHower flora are vitex negundoj

Maesachisia,M.macrophyllajandso on｡

　　　The vegetation below Saplakhu vanjiyang (Naurainga Pass，lj480m)is subtroPica1.

Lumbudinjs slopes aredamper than Saplakllu and comparatively rkher in biodiversity. The

vegetation comPosition is continued as SaPlakhu at lower elevation and in middle elevation it

is temPerate tyPe. The AlnusnePalenis is quite dominant. An extensive Cardamon cultivation

in damp places and cereal crops in open Placesare colnlnonly observed｡

　　　The lower Part of Mehele is 幽o kcultivation, ゛nleMukuvanjiya㎎(1,680m)is beautiful

PlacefortheobservationofKanchanjungaHimaHandscaPes.AproperPossibmtiesforCampsite

and HeliPad is there.The ve1;etation is temPerate tyPeas continuation of Limbudin. A

Rhododendron forest nes in norllh-eastfadng sloPe. The slope towards llwa Khola is covered

by a mixed broad leaved temperate forest of Schim‘lwamchii･ CastonoPsis hysterix/ Syzygium

cumint Quercus glallca,Q. lamjgtnosa,etc｡

　　　At lower elevation of south fadngsk)pe an extensive terrace cultivation of Paddy crop

is common. A11 the damper areas are in Cardamom cultivation. The vege'tation of Ekchana

va.njiyang(2,〔〕00m)is also temPerate type･ The major components of vegetation areAlnus

nepalensis, Macaranga Pustulata, Castonoposis hysterix, Quercusglauca, and Q. Lanuginosa･

The higher altitude of Khewang is rich 垣medidnal and aromatic herbs･ The Oak forests above

2,400 m are denselycovered with different ePiPhytic spedes of Fems, Lkhens and Orchids.

Thenorth east facing damP sloPe of Khewang near ｀yamPhudin is very richin noral biodiversity

　lwith a mixed forest of Castonopsis'Oak'Rhododendron･ Damper localitiesoccupy by Alnus

nepalensis, Macaranga Pustulata･ and others occuras epiphytes. ¥amphudin, the last point of

exctlrsion,consists oflower temPerate ty｀pe(jfvegetation･ Common trees ali!Alnus nepalensis，

Macaranga Pustulata, etc.ln uPperareasof yamphudin consists grazing lands (Kharkas).After

Mmlphudin vegetationonth£waytollP1昨mg via Mamankhe in iocky steePs am grass spedes･

The vegetation alorlg the trialsupto Suketar is temPerate type. varioussPecies of Orchids，

Ferns,Chlbmoss aμd Moss are seen theri. Theinter一tij?lg Fem sPi!ciesare Cythea sphlt116sa

('n?eeMm),DicranoPteris linearis,Polystkum squafrostlm (Phus詑niguro),etc･　……………

2-2.Economic plants of study area

　　　　Commoncultivated foddei; medicinal Plants･wild edible plants,and cultivatedfood
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Plants were identified and listed,which will be Presented else｀゛here･

2-3.Faunal biodiversity

　　　As in floral biodiversity the region js also rich in faunal biodiversity; the important

sPgdes of mammajs rePorted from thisregion are:Rhells mollkey (Hanumarlbandaj｀),COrnlnon

longur(Dhendu),Pangoh(Salak),Grey wolf (Laskar),Jac�(Syal),Leopardcat(Charibagh)，

Jungle cat (Bandhade)，Snow leopard (Him chituwa)，and othels.180 sPecies of birdsare

recorded.from the iegion (CarPelltei et al.1995).SimjlarlSa number of rePtilesand butterfUes

arealso found in thisregion.

24.Recommendations

　　　MostofthedamPersloPesofthisregion(below 2.000 m asl.)arein Cardamom cultivation.

The Cardamom is cash croP which Featly he1Ps to raisehving stalldard ofloca1 PeoPle. Besides，

it helPs to conserve the vegetation, because for the Cardamom growth shade is essentia1, as

well as to dry the fruits(Processing)it requires hugea.rnounts of fuelwood, Hencejt makes

Plantation ofhlelwood croPs essential･To sol゛e the h゛nd to mouth situation onocalPeoPle

the Cardamom cumvation is Preferred as it wean aivay the local PeoPle from slash-and -bum

cultivation Practices to meet the basic needs｡

　　　Althollgh, the slash'and“bllm Pradice is reduced greatly due to Cardamom cultivatioら

yetthere are sorneevidences垣dicating slash'and恚urn tyPe of cumvation in cfrtainlareas of

゛yamPhudin and Khewang. 恥controht consdollsness about biodi゛ersityshould be develoPed

among the PeoPle as well as environment suPPorUng 蜃come generating adivities are desirable

to alleviatedePendency on wnd natura1 resources｡

　　　By consideringas a ivealthiest reがon for biodiversity the extensive and intensive

exPlorationsof Kanchanjlmga region is highly desiiable to nnd out ProPer number of nora1

and faunal sPedes and their threatened stahls.Unless we do not PrePare the check liston the

status of rate and end゛ngered sPedes it would be difficultto conserve the biodiversity｡

　　　The traditional tedlnology on lokta (DaPhne sP･，Edgworthia gardnerii)，nettle fibre

(Girardinia diversifolia),Malingo,N祖alo,Parang(Arundinaria sPP･)and Bamboos should be

highlighted as well as sdentific modifications of techniqlles sho�d be ellco112ged｡

　　　nk?galhunt蜃g()h゛ild anil!1alsshould be colltrolledby motivation the loca1 PeoPlejor

examPleμhe POPulation of blue sheeP (Nayaらan endangered sPedes)is dePleting raPidly

through the illegalhttnting for homs･ meat and skLn｡

　　　lt is feltthat environn!ental conservation (indud弛g conservation of biodiversity)of

this region is Possible only through POPular ParticiPation which necessitates imProvernents

in living standards of the loc3I PeoPle through aPProPriate Plans and Projeds.

3.SOCIAL，ECONOMIC AND CULTURAL CONDITION

　　　　This(こhaPterdescrゐes about sodo“culturalandeconornicconditionsof the Kanchanjunga

a陀a on the basis of the neld work. The needed information was collected us蜃g PRAtechn≒ues.
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lndividual and grouP interviews were done suPPorted by the observation･ Social workers，

Politicalleaders and locai PeoPle were the resPondentsﾊﾞt2 VDCs of thisareaxへgerecovered｡

　　　T!he TaP哨ung distridis richin both material andnon-nlaterial culture due toits ethnic

diversity･ PeoPle from different ethれic grouPs are living and maintaining their traditiona1

culture. The data on education status showing the districtis stillback on girls’education･

There is only one Private CamPus in this district･Agrkulture and animat husbandry are the

major source oHncome･ Agricultural Production dePends uPon the land tyPes. Some trad伍olla1

organizations such as‘kiduk’ alld gmss altting day are working foi the welfare of the

community.These o侶anizations callbe llsed fol the de゛eloP°ellt of this alea･ Very few knds

are suitable for agriculture. The districthas to imPoit foods from other Parts to suPPort the

defkient･ For the develoPment of tourism touristcenter is needed･ According to the resPondents

of the field study thecolnrnon need of the vDCsarethe develoPment of b21sic Physica1

infrastructures such as health, education， transPortationμΓailimProvement, construction of

bridges and skm develoPment tra㎞ing etc.ExistingパeliがollsPlaces should be develoPed （i･e.

Pathibhara Devi Mandir md Gumbas）.DeveloPment of tourist centers can be helPful for the

betterment of economy of thisarea，

3-1.Social condition

　　　Population composition, ethnic groupsy educationakondition, traditionalorganization，

a:nd grass cutting day were surveyed in the neld. These will be Presented elsewhere，

3-乙　Economic condition

　　　　A1゛ge Part of the distl‘ktis covered by hiUs and mountains; two third Parts of the land

is above sea leveL Only a smaU Part of land is suitable for agriculture. Local economy is very

mllch dePendant on animal hllsbandr刄forest Productioh and business.A large number of

PeoPlearedePendant on Pottering and sding of forestProd“;tion･ Some PeoPleare ivork叫

ongovernlnent services, army and forei8n serviceS.

　　　　Amongthek)caleconomythe柘Uow蜃gs were surveyed in detailin the neld: agriculture，

Potteringjire wood collection,army servicesバarPetweav㎞g, and trade and industry

3-3.Cultural condition　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　‥

　　　　Religion and Festivalvvere surveyed in detail in the field，which will be presented

elsewhere.

3-4.Needs of the local people

　　　　villageDeveloPment S.N･ Committee Community needs　　　°

1･ Saplakhu: irrigation,Proper lltmzation of govemment dona吐on･ proportionahePresentation

in the user″sgrouP, construction of sllsPension bridge･ constn.lctionof helipadz adult educationゞ

skiU develoPmeilt training Program sPedally fof women.

2. Mehele : Prodllctiollof electricityformation of user's grouP and PartkiPation･ krigation･
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construdion of henPad, conservation of forest,consdousnessabout educationパePair of trails

and susPension bridges･ skilldeveloPment tra垣弛g Program for women and facmty oHoan･

3. Khewang; harassmellt of the attitude of BhasmejmProvement of health centre･ construdion

of a Pohce PosむrePair of traUsjmProvement of traditional drying system of Cardamom and

establishment of new tedmology for it,activize of the user's grouP. conservation and ProPer

utmzation oHorest,management of the market for the CardamomjmProvement of the adult

educationjrrigation fadlity･ conservation of medical he画s and ゛ild life･establishment of

sman scaleindustry based on the forest Prodlldion.

4.Surungkhim: rePail of trails･establishment of the Sman Hydro'Po゛er Project･ ne゛

tedmology for the Cardamom drying, control oHUegal huntingjorest conservation，ski11

develoP弓enttra㎞ing alldincome generating PIrogram for women, market manaFment foi

Cardamom.

5. YamPhud面estabnshment of SmaU Hydro'Power P哨ect･ touristinformation cent吟dairy

Produdion･ new technology for Cardamom dryingバonstruction of GumbaJePajr of trails，

reforestationonbarren land･ ProPerlnanagement of Khark (Pastuie land)/ending of

confrontation between the Pubk and Private land holders，StoP illegal exPort and killing

medical herbs and wildlife.

6.Mamankhe: rePair of trails，management of the camP side and seculity for the tourist，

uPgrade of the lower middle school to secondary leveljmProvement of the Physical fadity of

the schoo1，Planning for the small hydro″Power Projedjoclls on women's education and

emPloyment, needs of skilldeveloPment trainhlg Program･

7･ lellok:imProvement of the trail･establishment of food dePotjocusonvvolneys education，

skm develoPment tra蜃ing for the womenas vven as other PeoPk, Provid垣g Physi�fadity

of the school，irrigatio�adlity･ Pio゛iding Physical fadlity alldsecurity for the tourist，

estabUshment of the smaU scale industry based on agriculture Production.

8･ Pedang; rePair of trans･skilldeveloPment training Program fo“゛omen･ Providing fadlmes

ofschool,ele(セidty irrigation,and vetemary medicene，

9. Sikaicha: rePair and extension of the trailjadhty for the tourisむestablishment of sman

scaleindustry based on local ra゛ m゙ateria匯tra訥蜃g for the women and loan Provided for the

establishment of cottage ㎞dustry imPro゛ement of the adult educatioll ted111iqllejrri8ation

fadlity and construdion of smaU camels･

10･ Phawa Khola: imP゛ove and rePair of the tmUs･ skilldeveloPment training Plogram for the

women， establishment of the small scale and cottage 垣dustry for the emPloyment, exPloit

small scale hydro Power 行om the local rivelyextension of the schooHadlity

4.PROSPECTS OF ECO-TOURISM

　　　Objectives of this ch叩ter are:(1)to exPlore the exist㎞g Physical infrastructure and

service fadities for Promoting eco″tollrismﾊﾞmd(4 to recommend necessary meas�es･
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4-1.State of physical infrastructure　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　い

　　　'nlere are nmited infrastructure and service fadities so fat Follow㎞g are some of the

essential stePs to be taken for the tourism development: corlstructionand imProvement of

t詑kldngtraUsaxldcamPsite8;constrtlctionandmajntenanceofbridges;imProvementofSuketa-｢

airport;provision of telecommunication; and establishment of health Posts.

4-2.Environmental deterioration

　　　Tbday there are new challenges for the aU round develoPment of to11rism and protection

of the environment， Some of the major factorsidentified for the deterioration of the environment

are: haPhazard location of campsitesjack of sanitation fadlitiesin hotels and lodges，lack of

Proper utilization of water iesources， deterioration of cultural heritages，inability to restrict

encroachment of publ沁and govemment‘owned land･ lack of sale centres for consumer goods，

lack of rest hollsesバmd lack of touristmanagemenl committee｡

　　　Thus,inviewoftheenvironmentalissuesjtheconcemingleが(mahnstitutions and NGOs

have important role to Play in thwarting furthering deterioration of the exiting environlnent.

New initiativescan help to improve not only the lives of the local rural peoPle b｀ltalso Provide

vaklable services to the visitingtourists.ltisPossible thatdifferentincome generating Programs

どii^ishultihidu脚Plaりili叫･＆tilh･ole ih hi6veiilhkalo泗iehlonheieがoii isi4n as

Protect lhe environment that is eco'friendly

4-3.Conclusion and recommendations

　　　ComPrehensiveresearch as wen as ecoloがcally oriented community action programlnes

紅e the main baCkbOne fOr eCO'tOUriSm prOmOtiOn. SUitable tOUriSm reqUireS SUIltablephySi(2al

infrastructure，education，tourism awarenessj and most imPoftantly “b6ttom up″ People

planning approach. viewing these issues, the major recommendations are as folk〕ws:

(|)Research Needs: The existing camPsites are haPhazardly k)cated; and major imPacts (visual

and potential)due to natural process, human encroachmentj including tourist activities,have

to be assessed and evaluated.

(2)lraining Needs: lt is strongly recommended that training facilitiesshould be provided to

these categories of PeoPle in order to meet visito�needs.

(3)Launching of Environmental AwarenessRaising PI‘ogrammes: Several governlnental,non-

govemmentalj Public and religious institutions exist in 'nlPlejung. These are capable of

produc㎞g envirorlmental awarenessmaterials in the form of Posters，aPPeals， pamphlets，

newsletlers，sndes,and AV aids.

5.TPLEJUNG WORKSHOP

　　　TaPlejung WorkshoP/'Kanchanjunga Conservation: Community Conservation and

Sustainable DeveloPment,″ was organized by GreenCamP NePal on Dec. 1 to 3.

　　　Many of thelocal(NePali)and Engli5h newsPaPer calried°rtidesabout our workshoP
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蜃TaPlejung･ Moreovel; NePa1 Television/BiratnagarNTV broadcasted our workshoP, and

NePal Radio a1redaboutourworkshoPonDec3andDec.4innationalnewsinNePalilanguage

and once in Enがish･ The imPortance of the workshoP ゛as understood not only by mass

media Programmes but alsomost imPolrtandy by loca1PeoPle.

5-1.Programme

　　　Welcome sPeech (N･B. Khadka, GreenCamp Nepal)jnaugμΓeal SPeech (Prakash M.

Singhy Hon'ble Minister for POPulation and En｀″in)nment)･Remarks sPeeches (Rep.from

Pathivera Dev. Committee of Taplajung; NePa1 Women AivarenessForum; RPP Party ReP･;

UML Party Rep･; Nepali Congress Party ReP; DDC Chairman, Taplejung)，Expected tourism

growth in the Kangchanjungaareaand its positive and negative dects (T. Watanabe, Hokkaido

university)，Remarks(M. Lama･ Hon'♭le Membei of Parliament･ Nepali Congress Party)･

lmportance of nature conservation a:nd eco'tourism develoPment in Kanchanjungaarea(T

Ono, Hokkaido university)，Biodiversity of Kanchanjunga region (M. Siwakoti, GreenCamp

Nepal),Social, cultural andeconolnic condjtion of Kancha】rljunga region (C･ Pokharel, Green

Camp Nepal),Kandll?la抑nga conservationand susta㎞able develoPment (M. Lama, Hon'ble

Member of Parliament)，Eco-tourism(SI.R Gautam，GreenCamp NePal)，lmpact of

Governmental.Non Governmental and INGOs for local development and environlnental

conservation(D,K, Sandarlg, DDC Chairman, 'n1Plejung).

5-2.－ Appeal (major part only)

　　　Kanchanju:nga region is very jmPortant from naturahesources.Helt)al Plantsj wildlives，

wat＆feSOurceS and diffelrent n21tural resources maki the iegion vely rich. Similarly thiS region

is also imPortant from cultllral Point of view. 0゛ing to the richnessof natural resources/

ir｀cluding ial'e and endal｀gered sPecies of flora and falma･ 出e region could become the center

of attraction for tollrists. Despite the richr｀egsin ゛a゛ious national resoljrces base the region is

nol free from theenvironment problems. Deterioration of forest resources have brought various

imPacts to the people. 0n the other extensive encroachment of the medicinaI Plants have

bought seriousof valuable impact on theeconolny ･11d the ecology of the region. various

imPortant Plants are in critical stage･ Therefore， there is an ljrgel｀tneed of organizing massive

as¥areness calnpaignforconservation, management a,nd sustainable develoPment of the iegion.

For this purpose the declaration of National Park or Conservation Area isneeded，

6.PROPOSAL AND ACTIVITIES FOR CONSERVATION AREA

　　　One of the final goals of this research Project ゛as to Promote to designate the

Kanchanjungaarea as a nature conservationarea.0ne the basis of our fieldsurvey,we

o尽anized a regional workshoP 函1叩哨ung. Through伍e workshoP, welvereable to convey

the imPortancぞof establishment of nationa1 Park ornature conservation areato loca1 PeoPle･

TでheKanchanjunga Conservation nd DeveloPment Committe (KCDC)was established duimg

the workshoP, and GreenCamP NePal became one of the members of the committee. After
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finishing all adivitieswith㎞the research.framework with RN， Fund from NACS承KCDC

with Green CamP negotiated with 詑lated govemmental institutions. The NePali govemmellt

is now intere5ted in designating the Kanchanjun8a area as a nature conservationarea rather

than a national Parkarea。

　　　Vve would like KCDC to consider the next activities:how to ㎞troduce eco-tourism to

Kanchanjullga area? Two basic targets: Taget 1 (Kanchanjlmgaareashould become much

more attradiveareafor visitors and trekkers)，and Taget 2 (laPlejung should function as a

center of eco゛tourism for an Kanchanjunga area).SOlutk)n for Tllrgetl: estabUshment of easier

and more raPid direct trallsPortbetween KathmanduごlaP呵ung; construdion of visitor Center

at the Suketar AirPort; and estabUshment of easier access to the summit of Mt. Pathibara(3,794

m)･Solutionfofla弔et2:est必1ishment of Porter service at TaPlejung, and training of Porters

and ″sherPa guides･″
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第６期ブロ・ナ１ゥーラ・ファンド助成虞巣報告害（1997）

要　　旨

カンチェンジュンガヒマールの国立公園化を

　　　促進するための環境保全調査

マドハプ・プラサド・ゴータム

　カンチェンジュンガは、ネパール政府によって

国立公園あるいは白然保全地域に指定される可能

性のある地域であるが､このプロジェクトでは､国

立公園／自然保全地域指定の際に必要な管理と保

全のための基礎的な調査を実施し、地元でのワー

クショップを開催した｡学術的な調査に関しては、

すでに中問報告でレビューワークを終えているの

で、この最終報告では、野外調査によって得られ

た成果についての３つのペーパーを掲載した。１

つ目のペーパーはカンチェンジュンガ地埴のバイ

オダイバーシティーに関する報告で、とくに植物

に注目して高度帯ごとの現存植生を明らかにし、

植物種を項目ごとに分類して示し、保全に対する

いくつかの提言を行った。２つ目のペーパーでは、

社会･経済･文化の現状を報告した｡杜会的な状況

としては、人ロ、エスニックグループ､敦育､伝統

的機関などが調査され、経済分野では、農業や薪

燃料の収集、カーペット産業などについての情報

が得られた。また文化面では、宗教と祭に関する

調査が行われた。３つ目のペーパーはエコツーリ

ズムに関するもので、カンチェンジュンガ地域の

インフラの整備状況や環境破壊の状況が明らかに
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された｡最後に、さらなる研究･地元住民のトレー

ニング・環境問題プログラムの必要性が述べられ

た。

　これらの結果が明らかになったあとで、地元の

集落タプレジュンにおいて､「カンチェンジュンガ

の保全：コミュニティー、保全および持続的開発」

というワークショップを開催した。ワークショツ

プには５００人を超す地元住民が参加し、地元住

民の環境問題への意諏を高揚させるたいへん貴重

な機会となった。環境・人間省大匝や地元選出の

国会議員、日本からの参加者を含めて、全部で15

の発表があった。ワークショップではネパール語

のアピール文を配布し､最後には「カンチェンジュ

ンガ宣言」を採択し、環境保仝の重要性を訴える

とともに、この地域の白然保全地域への指定を促

すことを確認した｡なおこのワークショップは､ネ

パールのテレビ、ラジオ、新聞で大きく扱われた。

　最後に、「カンチェンジュンガ宣言」を受けて､”

カンチェンジュンガの保全と開発に関する委員会

（ＫＣＤＣ）”に対して、今後の活動に関するプロ

ポーザルを提出した。



第６期プロ・ナトりーラ・ファンド励成成果報告書（1997）

EcoLOGlcALCHARAcrERmcsANDcoNs腿vA:noNOFREDDER，

　ALPINE MUSk DEER｡AND BLUE sHEEP POPULATnON

　　　　　　　　　　　INHELAN MOUNIA】N

SHENG HELIN AND LU HOUJI

1.Helan Mountain

　　　HelanMountajn･coveringanajreaofabout6000km2,islocatedattheeastedgeofMongo1

Autonomolls DistridjFadng the Yinchuan Plain. Elevations of the mountain range from 2000

to 3556 m. The mountain is dissected in toPograPhy by rugged， steeP valleys and extends

north and sollth･12nggeli Desert sPreads at the west side of the mountain by arid and cold

winds from the west, whkh serves as a natural barrier of Yinchuan Plain. Chmate condition is

very arid withan annual rainfall of about 200 mm and anannual evaPoration ofover2000

mm。

　　　The vegetation of the molmtain shows a distinctverUcal dishjbution, which are divided

into 5 tyPes: mountain dessert stePPe, fnlticollsdesert stePPe, theroPencedrymion, coniferous

硲rest,and a1Pine meadow･･Mountane 柘restis found at the middle Portion of the mountain in

amtude.The forestis dominated with RaM CMss面1濤which accounted for 70 ％of出e area and

other dominant spedes are J円脚4μ油�趾昨m后and P叩�四s心�面7四s scatterinがn the forest･

Due to arid dimate, vegetation tends toconcentrateatthenorth sloPe of the mountain and in

steeP vaneys, and the forests alre17estrictedto gentle sloPes of the molmtain｡

　　　The west edge of the mountain isconnected with 恥nggeh Desert and the east edge is

dissected by Yello゛ Ri゛eらwhich nows from south to north with a basin of 320 km illlength

that forms Yinchuan Plain･ Thlls, Helan Mountain is comPletely isolated as an ecosystem and

suPPorts a sPedal fauna皿dnora.

2.Study period

　　　To eltlcidatethe Present statljsohmg111ate comlllur‘ity,we conducted fieldwork inJuly

and October-November, 1995, and in July and SePtember-OctobeC1996.

3.Results

1)charaderistics of ungulate community

　　　We ident出ed 6 sPedes of ungulates consisting the aIPine musk deer (M卵油削

ANINIAL ECOLOGY RESEARCH GROUP
DERAKrMENT OF BIOLOGY
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Figure l・Map showing Helan Mountain，lnner Mon9olia，China

油¥昭sl･･r),red deer (Qrz･zjs画一s),bluesheeP(Pss面js呵μ･g),common goral(Ns7lo自�t,s

Fd),argali(○咄ass),and Mongolian gazene (PyQ叫･mgz411ns),Exdud㎞g Mongolian

gazeUe whkh h!habits in desat habitats･the rest5 spedes are true mountain ungulates. Notably，

noneof these 5 species were obseived in Liupan Mountains, which is neighboring mountains

located at th6 southem edge of Ningxia 'nle most abtindant sPecies is the blue sheep with an

estimate of Population size on0000･ and the next dominant sPecies is the red deer with 1000，

but the alpine musk deerand goral are very ra加．

2)Density of the alpine musk deer

　　　ludg㎞g from information &oi11 1ocal people･ the ajlPinemusk deer was abundant ㎞this

area and Population size was believed to be about 10()00in 1950. Thereafleむthe size decreased

drasticaUy due to hunting, The sizelwasestimated to be 1600 in 1985 by local governlnent.ln

this study, we estimated densities of the deer based on a penet count on transects in autumn

andspring.AUdensitiesestimatedwerelessthalnl/km2.Asalesult｡the Population size was

about200atpresent｡

　　　lhe deer has a tendency to inhabit in shrub. Howevel; the densitiesvverehigher in the

fol;卵tth即蜘shr油because hunting pressure is high 蜘shrub(111ble l),The deerwereusuany

caPtured bya snaretrap by local PeoPle. The rate of winter mortality; natural and hunting

moitalitiescombined，wasestimatedtobeabout18.6％according to a comparisonof densities

estimated in autumll and sPzing･
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Table L Densities of alpine musk deer in autumn and spring estimated by pelletcounts
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Table 2. Densities of red deer estjmated by pellet counts in different habitats
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3)Density and grollP size of the red deer

　　　To estimate densities of red deeらwe esほ♭1ished 85 transeds co゛eringan areaof213

km2, 2sPedively and cou-rltedPellets.The deer density ra.nged from 2.08 to 4･71/ km2 and the

POPulation size was 930“1880. The m6st Plausible size was believed to be abou口000.The

vegetation of the mountain is a mosaic of grassland with forests.The deer move widely and

utilizeseveral kinds of habitats. lts distriblltionrange was affected by human activities･The

densit沁s were high in the areas with less humajn dist゛rbance and water supPly･ The highest

density was recorded 10,68/ km2 in such areas.

Table 3. Group size of red deer durin9 rutting period.
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　　　Densities of red deer were low 詑1ativeto habitat size.GrouP sizes observed were sma11

in 8eneral. No grouPs exceeding 10 individllals were observed even during the nltting Perk)d･

OHg grouPs observedμ6％1vere soUtarysd68％were grouPs of 2-6 1ndMdu幽(lable 3)･

Mean grouP size was 4.0 。

　　　We identmed sex' and age“dasses of 73 1ndividuals･ The sex ratio was 1:2,04 biased

towar4s females (Table 4).The ProPo出on of young was very low with only 5,4％，which

suggest蜃g出at reProductive or survivahates of the POPulation were low in this aiea･

Table 4. Populatjon structure of the red deer.
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4)Population of the blue sheep　づ.　‥　　＝　　‥　　　　　　　　　　…………

　　　lnJuly,1995,we observed a totalon81 individuals of the blue sheep in 53 observations

and identified theirsex- and age“classesfor 173 individuals. The sex ratio was 1:0.90 which

was not different forln an expected evel｀ratio. The proportion of young and subadult

individuals was 25.8％Jn APrn-May, 1996，before the birth seasonj we observed 808 and

identified for 656 individuals. Thesexratio was l:o･S and the proportion of young and subadult

was 22.8％(･･ble 5),The survival iate of winter for young and subadult islikely to be high.

Table 5. Population structure of the blue sheep.
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　　　'lo examhle ddy aetivjty pattem of the blue sheeP, we acorded activityof individuals

observed with tinie,0urdatainsunllnerindicated that thelreweli!1加o definitepgaks of feeding

㎞0500-0800 in the 立loming and 1900-2000 ㎞the evening (Figure 2).lt was notable that the

Peaks were detected in 0600-0900 and 1600-2100 in the spring observations (Figure 3).The

reason of this shift may assodated with the availability of forage･ The sheeP Probably spent
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Figure 2. Percentage of feeding individuals of the blue sheep in sumryier.
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Figure 3. Percentage of feeding individuals of the blue sheep in sprin9，
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more feeding time in the sPring when the grasses were lessabundant and shorter｡

　　　0f 53 grouPs observed in July,20.8％vveresolitary and 56.6％were grouPs of 2‘7

individuals･GrouPs of more than 10 蜃dividuals were recorded only 5･7‰Mean grouP size

was 3･42･Of grouPs observed in APrふMay253％vveresolitary and 25･3％were grouPs of 2価

individuals(Figure 4).A grouP consistingof more than 30 1ndividualsvvas recorded once.

GrouP sizetended toi-ncreaseinsunllne£
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Figure 4. Distribution of 9roup size of the blue sheep observed in Aprjl,May，1996

　　　The blue sheePvvere conunonat the middle Part of the mountain in a�tude･ They were

hardly observed in both northem and southem edge of the area. SheeP densities on severa1

regions of the middle Part estimated by a direct count ranged from 16,88 to 59,55/ km2. The

POPulation sizevvasestimated to be about 6000，

4.Minagement and conservation

　　　ungulate sPecies of Helan Mountainare considered lo originate from Qilian Mountain.

They probきbly migrated through Shoule Mountain into thisarea. Acとolrding to al‘chaeological

evidences, the forestsof Helan Mollntain extended ㎞range and con-nected with the forests of

QUian Molmtain 3 4nd 4 thousand years ago. Howevel; the forests of corridor wae destroyed

by buming due to the war around the 10th centilry Afterward thisareabecalnegradua-11y an

isolated island and local poP1112｀ticisof some animal sPecies have been establishedj They have

adapted to their regional environment 1111del'the condition where jnterchange among

POPulations was hmited. The red deer for instance, hasrecognized as subspedes (Qrss画一zjs

glgs11α?ljczjs)whichis different in morPhology from other POPulations.Unfortunate13らlittle
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studiesond直eRntiation for othern^lalTlnlahansPedeshavebeenmade･Furtherstudyinduding

genetic examination isneeded｡

　　　IWo nature reserves have been established in thisarea in 1981. 0ne islocated at the east

side of the mountain， which is under the maJlagement conducted by Ningxia Govemment

with an area of 1587 km2. The other at the west side of the mountain, coveringan areaof677

km2，and is under the m紅1agement oHnner Mongolia Governlnent,The forests of the two

reserves accounted for two 丘fthof allforests蜃this area. Hlmting is controned for conservation

by the govemments in thetwo reserves. Number of animals huflted decreased, but449 musk

deer; 26 red deeらaJrld214 blue sheeP were hunted resPecUvelyjjn 1996。

　　　The a1Pine musk deer is undoubtedly endangered in thisarea. Poaching is stU1Prevalent

although the deer ale Protected･ lt was caPtured mainly by using snare traP･ lt is，therefore，

very dimcult in general to find out the traPs and to stoP Poaching｡

　　　Overgrazing is also big Problem for conservation of ungulates汀he area is heavUy used

with hvestock which has ㎞creased 7,10 times 訥number since 1960s. The two reserves are stm

oPen to hvestock grazing in summer and the ungulates tend to move higher habitat avoiding

comPetition for food with domestk animals. However･ their survivahs dimcult because they

must sPend lower habitat with Poor conditk)n utmzed by nvestock･ Recent嘔starved ungulates

were frequently fouJnd in the wild｡

　　　Overgrazing has alsocaused deskcation of the area･ O゛ergrazing by livestock has

destroyed the vegetation of grassland and shrub and erosionsvvereaPParent㎞some Places.

According to a s1.1rveyofwater resources conducted by Ningxia Forest DePartment， there

were 28 ravines used for water resources ㎞1％Oswhereas17 ravines were dry uP due to

overgrazing･ Water s11PPly is very imPo吋ant for conservationof lmglllates. We strongly

recommend that hve stock grazing should be reduced to mainta恒vegetation of thearea｡

　　　Lack of understanding the Present status of wildlife POPulations Prevented from

conservation of w且d ungulates. The sta函of the reserves 扮mly bekved that the red deer and

blue sheePIへreresaturate in number in theteservesand they adoPted the Polides to oPen

livestock grazing and to allow hunting･ 011r data indicated that the POPulation sizes of red

deer and blue sheePvverenotlarge and densities were k)w re1幽ve to area co゛ered･APPal‘ent嘔

exPk)itation of ung111ates is not sustainable at Present･ Thlls･o111recommendation is to ehminate

hunting as quickly as Possible･
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　　　To elucidate the Present status of the red deeちaIPine musk deeらand blue sheep

populations in Helan Mountain･ we conducted fieldwork in 1995'1996. Thedensities of red

deervariedwithvegetationtyPesfrom2.08to4,71/km2.'nle hjghest density oHO,7/km2 was

recorded at the habitat without human disttirban[]e.The poPulation size of red deer was

estimated to be about 100〔〕inthearea.17he most endangeied species was the alPine lmlsk deer

with the POPulation size of 200. Mean density of the blue sheep was 3･5/km2 and Population

白ize was estimated to be 5000. We strongly recommended that hunting should be eliminated

andlivesto(:k grazing reduced as quickly as possible in the two reserves in Helan Mountain.

第6j剽ブロ・ナＦゥーラ・フフンド拗成成果報告宙（1997）

要 旨

　内蒙古自治区・賀蘭山地城における希少有蹄類‥

（アカシカ、ヤマジャコウジカ、プルーシープ）の

　　　　　　　生態学的特性と保全

　　　　　　　　盛和林、陸厚基

　中国内豪古自治区賀蘭山地城に生息するアカシ

カ、ヤマジャコウジカ、ブルーシープの生息数(密

度)、生息地利用、個体群構造、及びその保護管理

の現状について1995年～1996年に調査を行った。

アカシカの生息密度は､森林では3.08士L14頭／

�、開けた疎林では4.71土0.86頭／�､叢林では

2j)8士0.98頭／�であった。アカシカの密度は人

間の活動の檀乱の少ない地域で高く、場所によっ

ては10.68土L24頭／�に達した。個体詳のサイ

ズは930～1､880頭と推定されたが、約1､000頭が
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妥当であろう。保全のためには人間活動を規制す

ることが重奏である｡ヤマジャコウジカの生息密度

は1頭／�以下と低くかった｡‥この地域のジヤロウ

ジカの個体群サイズは1950年代の約１万頭から

1985年には約1､600頭と激減し、現在のサイズは

約200頭と推定された｡厳格な保謹施策を実施する

ことが重要である。ブルージープの生息密度は寧

夏から内豪古にかけての広い範囲でセンサスを

行りた結果､平均3､5頭／�､個体群サイズの総計

は6.000頭と描定された。　　I■I　－
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